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Abstract

　　　　Atmospheric　carbon　dioxi（1e（CO2）is　an　important　greenhouse　gas　in　the　climate　system　due　to　its

in丘飢edpr・pe丘ies。1tisnecess町t・predictthefuturegl・balw㎜inginducedbytheCO2increaseinthe

atmosphere，but　there　are　large　uncertainties　in　estimating　global　sources　an（i　sinks　de（1uced　ffom

atmospheric　CO2variations　with　time　and　space（1ue　to　a　sparse　monitoring　network．To　better　un（1erstand

theglobalcarboncycle，moreobservationsbasedonlong－temmeasurementshavebeenencouragedunder

the　Global　Atmosphere　Watch（GAW）program　being　implemented　by　the　World　Meteorologica1

0rganization（WMO）．

　　　CO2血xing　ratios　measured　using　a　nondispersive　infrared　analyzer　are　deter血ned　based　on　standard

gases。Thus，aco㎜onst舳dgasscaleisessentialfordevelopingacompatibledatasetofCO2

measurements　collected　from　different　groups　around　the　worl（1．The　W6rl（l　Calibration　Center（WCC）was

established　in　the　WMO／GAW　to　reduce（1ifferences　ofmeasurements　among　the　monitoring　stations　due　to

different　standard　scales．Intemational　romd－robin　experiments　of　CO2standard　gas　cylinders　were　also

initiate（1as　aWMOIGAW　activity　to　improve　the　measurementquality　at　GAWmonitoring　stations．

　　Since　the1980s，many　standard　gases　have　beenusedforlong－te㎜observationprograms　ofatmospheric

and　oceanic　CO2in　the　Japan　Meteorological　Agency（JMA）and　the　Meteorological　Research　Institute

（MRI）。In1986，JMAestablished　a　calibration　system　with　pnmary　standard　gases　to　propagate　the　CO2

scale　to　secondary　and　working　standards　used　for　the　JMA　and　MRI　observation　programs。The　JMA

phm町standards　were　calibratedbased　ontheWMO　scalemaintained　attheWCC　to　comparewith　other

GAWstations　underthe　intemational　standard　sc且le．

　　　A　long　record　of　calibration　data　for　the　stan（1ar（1gases　is　valuable　for　evaluating　the　quality　of　CO2

measurements　in　JMAand　MRI，but　its　h童story　was　not　analyzed　in　detail　before　the　present　report．Thus，

an　aim　of　this　report　is　to　re－evaluate　the　scale　and　stability　of　CO2standard　gases　using　the　data　set　from

the　JMA　calibration　system．In　the　fh！st　part　of　this　report，we　p丘marily　describe　the　CO20bservation

programs　in　JMA　and　MR【and　the　pu甲oses　of　this　study　relating　to　the　standard　gases　in　detail．In　the

second　pa丘，we　present　several　inconsistencies　of　the　JMA　pnmary　standards　based　on　the　calibration

records　of　MRI　stImdard　gas　cyhnders，intemal　comparison　results，and　intemational　round－rob重n

experiments．The　third　part　reports　the　results　from　the　detailed　data　analyses　to　discuss　the　CO2scale　and

its　stability　ofthe　JMA　standards．In　the　foulth　pa丘，we　desc亘be　a　new　database　for　recording　calibration

measurements　from1987to20021the　database　willbe　available　forfurtherdataanalysis　inthe　future．



概 要

　大気中の二酸化炭素（CO2）は，その赤外線吸収特性のために気候システムにおける重要な温暖化ガスの一っとな

っている。大気中のCO2増加によって引き起こされる将来の地球温暖化を予測することが緊急の課題となっている

が，その予測に必要となる地球規模でのCO2の放出・吸収源に関する評価については，不確実な点が多く残されてい

る。これは，観測地点が不足しているためにCO2の時空問変動が十分に把握されていないことに起因している。地球

規模における炭素循環をより良く理解するため，世界気象機関（WMO）の全球大気監視計画（GAW）では，長期

的観測がより多く実施されるよう推進している。

　赤外線分析計によって測定されるCO2の濃度は標準ガスによって決定されている。このため，世界中の観測機関か

ら収集されるCO2の測定結果を相互に比較できるようにするためには，共通の標準ガススケールが必要となる。

WMO／GAWでは，標準ガス基準の違いによって生じる観測所間の測定値の差をなくすために，全球大気監視較正セ

ンター（WCC）を設置してWMO標準スケールを維持している。また，WMO／GAW活動の一環として，CO2標準ガ

スボンベの巡回比較実験を実施して，GAW観測所の測定データの向上を図っている。

　　1980年代以降，多数の標準ガスが気象庁（JMA）並びに気象研究所（MRI）における大気及び海洋のCO2の長

期的観測において使用されてきた。気象庁では，1986年に標準ガス検定システムを確立すると同時に検定用の一次

標準ガスを準備し，そのガスを基準にして二次標準及び作業標準ガスの値付けを行ってきた。気象庁の一次標準ガス

の濃度は，世界基準スケールに統一するためにWMO／WCCで常に検定が実施されてきた。

　　これまで長期問に亘って得られた標準ガスの検定記録は気象庁や気象研究所のCO2観測データの品質を評価する

上で非常に有効であるが，その履歴に関する系統的かつ詳細な解析が行われてこなかった。そこで，気象庁検定装置

で得られたデータを利用して，これまでの標準ガスのスケールとその安定性に関して再評価することを目的として調

査・研究を行った。本報告の第一章では，二酸化炭素観測の現状，標準ガスの重要性並びに本研究の背景について

述べる。第二章では，気象研究所ボンベの検定履歴，相互比較実験並びに巡回比較実験の結果を基に，検定結果の

整合性に関する問題点について報告する。第三章では，詳しいデータ解析を通じて評価された標準スケールやその安

定性について議論する。第四章では，今後さらに詳しい解析が実施できるように，1987年から2002年までの検定計

測データを整理・統合して新たなデータベースを作成したので，その内容と利用について紹介する。
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1．　はじめに

1－1　二酸化炭素観測の現状

　近年、人間活動よる化石燃料消費の増大に伴って、大気中の二酸化炭素（CO、）濃度が年々増加しており、将来の

地球温暖化を引き起こす可能性が極めて高いとして、全人類共通の最も重要な地球環境問題となってきた。世界気象

機関（WMO：World　Meteorologica10rganization）では、地球環境の現状把握とその変化にょる将来の気候変化を

正確に予測するために、全球大気監視計画（GAW：Global　Atmosphere　Watch　programme）の一環として、大気中

の二酸化炭素濃度を測定するための観測網を地球規模に展開している（WMO，2001）。このWMO／GAW計画には、

世界各国の気象機関や研究機関が参加しており、地上観測所、航空機並びに船舶などで得られた観測データが全世界

から収集されている。二酸化炭素を含めた温室効果ガスの観測データは、気象庁に設置されたWMOの温室効果ガ

ス世界資料センター（WDCGG：World　Data　Centre　for　Greenhouse　Gases）を通じて全世界に公開され、現在の

温室効果ガスの状況の把握及び将来の気候変動予測に役立てられている。

　　気象庁（JMA：Japan　Meteorological　Agency）では、1987年から岩手県綾里において大気中CO2濃度観測を

本格的に開始した（観測部測候課、1994）。その後、1993年から南鳥島、1997年から与那国島でも大気中CO2濃

度の観測を始め、現在、3つの観測所においてCO2データが収集されている。これによって、西部北太平洋を広域

にカバーできる観測体制が整った（Watanabeε’α1．，2000）。一方、気象庁の観測船凌風丸でも1981年から西太平洋

海域を中心にした洋上大気並びに表面海水中のCO2観測が開始され、2000年からは気象庁観測船啓風丸にもCO2

観測装置が搭載されてより多くの洋上データが得られるようになった。これまで気象庁で得られた長期間の観測デー

タはWMO／WDCGGを通じて全世界に公表されており、WMO／GAW計画の推進に大きく貢献している。

　　気象研究所（MRI：Meteorological　Research　Institute）では、1980年台初頭から観測船を利用した洋上大気

並びに表面海水中のCO2の研究観測を本格的に開始し、その後、西部北太平洋海域の研究観測は気象庁の海洋モ

ニタリング観測として引き継がれた（lnoue8’αZ．，1995）。また、気象研究所では大学の研究船や商船及び航空機

を利用したキャンペーン観測も実施してきた（Inoueε’α」．，1991；Matsueda　and　Inoue，1991）。一方、陸域の大

気と植生の交換過程を研究するために、1986年から気象研究所構内の地上大気のCO2連続観測を開始し（Inoue

and　Matsueda，1996）、1992年からは同じ研究所構内にある200m鉄塔を利用した観測も始めた（Inoue　and

Matsueda，2001）。さらに1993年4月からは、日本と豪州を結ぶ日本航空の定期旅客便を利用した上空の定常観測

を開始し（Matsueda　and　Inoue，1996）、これまで観測が極めて少なかった上空のCO2データを長期にわたって蓄

積してきた（Matsueda8’孤，2002a，2002b）。これら気象研究所の研究観測で得られた結果は科学論文として発表

されると同時に、観測データはWMO／WDCGGに報告されてきた。

1－2　標準ガスの重要性

　地球規模の二酸化炭素濃度の分布や変動を全球観測網から明らかにするためには、各観測所で取得されるデータの

品質管理の体制を整え、相互に比較できるデータとして統合していくことが必要である。このためWMO／GAW計

画では、データの品質管理において必要とされるCO2の測定技術に関する詳しい観測指針をまとめてある（WMO，

2000）。 この指針では品質管理の数値目標として、0．1ppm以下の確度で大気中のCO2濃度を測定することが掲げ

られている。この目標を達成するためには、大気の採取から測定と濃度計算を含めた観測システム全体の精度を長期

にわたって維持していくことが求められる。このなかで特に重要な点は、測定されたデータの濃度を決定するための

標準ガスの品質管理を厳密に行うことである。現在、多くの観測所ではCO、の測定器として非分散型の赤外分析計

（NDIR：NonDispersive　InfraRed　Analyzer）が利用されているが、この測定装置は相対測定法であるため、既知濃

度の標準ガスで頻繁に較正を行いながら大気の測定を実施していかなければならない。従って、大気測定の基準とな

一1一
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るCO2標準ガスの維持が、観測データの品質管理にとって最も重要な課題の一つと言っても過言ではない。

WMOのCO、観測指針では、各観測機関における標準ガスを一次（Primary）、二次（Secondary）及び作業

（Working）の3つのランクに分類して、CO2濃度のスケールを維持していくことを推奨している。一次標準ガスは

各観測機関内における最も高位の基準ガスで、観測所の濃度スケールをこれによって統一する。二次標準ガスは、

観測所で使用される作業標準ガスの濃度を決定するために使用する。これによって、一次標準ガスの消費を軽減し

て、』より長期に各観測機関の基準スケールを保持することが可能となる。WMO／GAWでは、各観測機関で保有して

いる一次標準ガスの濃度スケールを世界的に統一するため、全球大気監視較正センター（WCC：World　Calibration

Centre）を認定し、世界の観測機関が使用している標準ガスの濃度検定を支援している。WMO／WCCは、1995

年から米国のスクリップス海洋研究所（SIO：Scripps　Institution　of　Oceanography）に代わって米国の海洋大気

庁（NOAA／CMDL：Nationa10ceanicandAtmosphericAdministration／ClimateMonitoringandDiagnostics

Laboratory）が運営しており、現在「WMO　Mole　Fraction　Scale」の名のもとにWMO／GAW計画の基準CO2濃度

を維持している。

　標準ガスを維持管理する際に最も注意を要する点は、そのCO2濃度が使用期間中に変化を起こしていなかった

かどうかを検証することである。一般に、CO2標準ガスは高圧ボンベに充填されたものを使用するが、ボンベの内

壁においてCO2の吸脱着が起こるためにその濃度が変化することがある。これが、いわゆる濃度ドリフトと呼ば

れている現象である。特に、ボンベの充填圧力が20～30気圧以下の低圧になってくると、濃度ドリフトの確率が

高くなるため、使用を中止して新たな標準ガスに更新することが推奨されている（田中ら、1987）。2001年東京

で開催されたWMO／IAEA　CO2専門家会議では、各観測機関で維持している一次標準ガスの濃度ドリフトの有無を

検証するため、2年に一度の頻度でWMO／WCCにおいて検定を実施することを勧告した（WMO，2003）。また、

WMO／GAWでは、標準ガスの品質管理活動の一環として、数年おきに世界の主要観測機関に比較ガスを巡回して測

定結果を収集し、各機関の一次標準ガスの状況を把握する国際比較実験も実施している。さらに、NOAAでは、豪

州の研究機関と頻繁な相互比較実験を実施して、測定データの品質向上を図っている（Masarie卿’．，2001）。

1－3　本研究の目的

　標準ガスの適切な維持管理は、異なる観測機関からのデータを比較・統合する上で不可欠であると同時に、各観測

機関における長期間にわたるデータの連続性を確保する点でも重要である。気象庁では1987年にCO2観測を開始

する際に、標準ガス検定装置並びに一次、二次、作業ガスを整備して、地上の大気観測所と船舶による海洋観測に用

いるすべての標準ガスの検定を実施してきた。過去15年の問に、気象庁の基準となる一次標準ガスは合計4回更新

され、そφ度にWMO／WCCで検定を実施してCO2濃度値を決定してきた。それに基づいて二次標準ガスを通して

作業標準ガスを検定し、観測所の測定濃度をWMOスケールとして統一してきた。一方、気象研究所では1987年

に重量充填法により作製された標準ガスに基づいて、独自のCO2濃度スケール（MRI－87スケール）を確立し、主に

船舶や地上における研究観測で得られたデータの基準として利用してきた。このMRI－87スケールは、現在も新しい

標準ガスに引き継がれ、その基準濃度が維持されている。

　1993年から気象研究所で開始された定期航空機観測では、CO2の測定データをWMOスケールとMRr87スケー

ルの両方の基準で算定できるように、すべての作業標準ガスを定期的に気象庁の検定装置において測定してきた。こ

の相互比較検定実験を通して、約10年間のデータが蓄積された。このデータを予備的に解析した結果、これまで使

用してきた気象庁の標準ガスのスケールやその濃度安定性に関して、さらに詳しい調査と解析によって標準ガスの履

歴を再評価することが必要であることがわかってきた。すでに気象庁の検定装置が稼動を開始して15年以上が経過

しており、膨大な検定データが蓄積しているが、それらの詳細な解析による系統的評価にっいてはこれまで実施され
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てこなかった。しかも、一部の古い検定結果やその生データについては、散逸している状況に直面していることがわ

かった。

　過去15年間の検定データは単に気象庁や気象研究所における標準ガスリ維持管理の評価にとどまらず、WMOの

CO2基準スケールに関する情報を引き出す上でも貴重な資料である。そこで、気象研究所地球化学研究部、気象庁

観測部環境気象課、気象庁気候・海洋気象部海洋気象課汚染分析センターの合同調査・研究チームを2002年5月に

発足させ、これまでの検定結果の整合性を検討するとともに、検定データの収集とデータベース化、及びそれを利用

して様々な解析を実施し、その結果に基づいてCO、標準ガススケールの推移とその安定性について議論を行ってき

た。本報告書は、この合同調査・研究チームで行われた調査と研究の結果をまとめたものである。、

2．過去の検定結果に関する問題点

2－1　気象研究所ボンベの検定履歴

　気象研究所では、1993年4月から開始された定期航空機観測においてCO、濃度を測定するため1こ、47L容のマ

ンガン鋼あるいは48L容のアルミ製の高圧ボンベに充填された標準ガスを使用してきた。これまで本観測で使用し

てきた標準ガスは、すべて東北大学で開発された手法（田中ら、1987；青木ら、1990；Matsueda，1993）に従って、

日本酸素（株）において圧力充填法によって作製されたものである。これらの標準ガスのCO2濃度を監視する目的

で、1年にほぼ2回の頻度で気象庁の検定装置を用いて測定を行ってきた。なお、標準ガスの充填圧力は、3～4年

で20～30気圧近くに低下するため観測での使用は中止したが、その後も気象庁における検定は継続して実施して

きた。

　図一1（a）は、1993年から2002年までに行われた気象研究所標準ガスのCO2濃度検定結果をプロットしてある。

CQBO1771のボンベについてこれまで検定された結果を比較すると、最大0．4ppmを起える大きな差があることが

認められた。気象庁の検定装置の測定誤差はいずれも0．01から0．02ppm以下であったことから、検定値の違いは

明らかに装置の測定精度を大きく超えていると言える。検定結果の時間的推移を見ると、1993年に最も低い値を示

したが、その値が徐々に高くなり、1997年から1999年にかけて最大となる傾向が見られた。ところが、1999年

後半から2002年にかけては検定結果が極めて良い一致を示しており、それ以前の検定値に較べて0．2ppm程度の大

きなギャップが見られた。1999年後半以降の検定値の時間的変動は±0．01ppm程度の非常に小さいもので、装置

の測定精度からは変動の有意性を検出できないレベルであった。なお、1999年の2回の検定結果に違いが見られる

のは、検定に使用した標準ガスが異なるためである。同様な検定結果の時間的推移はCQBO1770、CQB1774及び

CQBOl769のボンベにおいても認められた。これら以外の他のボンベは検定期間が短いが（図一1（b），（c））、1999

年に検定値が大きく変化すること、並びに1999年後半以降の検定値が良い一致を示す点では、すべてのボンベにお

いて全く同じ傾向であった。

　表一1は、図一1にプロットされた検定結果とともに、検定に用いた気象庁の標準ガスボンベの番号とその濃度

もまとめて示してある。1999年以前は、一次標準ガスから値付けされた二次標準ガスを用いて検定が実施されて

いたが、この間二次標準ガスが再充填され更新されたこと、並びに若干の濃度変更があったことが伺える。さらに、

1995年から1996年にかけて一次標準ガスが更新され、これに伴って二次標準ガスの値が改められた。これに対して、

1999年後半以降は新たに更新された一次標準ガスによって直接検定が実施されており、その際に使用した標準ガス

の組み合わせも変更されていない。またこの商、一次標準ガスの濃度値も変更はなく、すべて同じ値を与えていたこ

とがわかる。このような一定の検定条件下において、気象研究所のすべてのボンベが非常に安定した検定結果を示し

ていたことは、少なくとも1999年後半以降は濃度ドリフトがほとんど起こっていなかったことを強く示唆していた。
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いくつかのボンベは充填圧力がすでに10～20気圧程度の低圧になっていたが、CO2濃度は極めて安定であったと

考えられる。但し、すべての検定ガス並びに被検定ガスが同時に同じ割合で濃度ドリァトを起こしていた可能性も考

えられるが、その確率は極めて低いと言える。

2－2　気象研究所ボンベの自己検定結果

　1999年以前の気象研究所のボンベ検定値が大きく変動していた原因としては、気象庁の検定において使用された

標準ガスの値付けに整合性がとれていなかったためと推測される。但し、ボンベの濃度ドリフトが検定値の変動を引

き起こした可能性もあるため、1999年以前の気象研究所のボンベ濃度が安定であったかどうかを確認しておく必要

がある。そこで、気象研究所で測定された標準ガスのデータを利用して、ボンベ濃度を相互に比較しながら相対的な

ドリフトを評価する自己検定手法を用いて解析をすることを試みた。・

　図一2（a）は、気象研究所において1993年から1997年初頭まで間にCO2測定に使用された5本の標準ガスにつ

いて自己検定を行い、その検定値の時問変化をプロットしたものである。この図に示した各標準ガスの自己検定濃度

値は、残り4本の標準ガスの測定結果をもとに検量線を作成して算定したものである。従ってこの図から、各標準

ガスが他の標準ガスに対して相対的に濃度がどのようにドリフトしてきたかを評価するヒとができる。なお、ここで

採用した方法では、濃度が最も低いボンベと最も高いボンベについては検量線の外挿値として算定されるため、中間

濃度の3本のボンベに較べて自己検定値の偏差が大ぎくなっているl　l993年から1997年初頭までの過去4年間の

自己検定値の推移を見ると、すべてのボンベにおいて大きな時間変化は起こっていないが、若干の変化傾向を示す

ボンベもみられた。そこで、各ボンベの自己検定値を直線で回帰して相対的な濃度ドリフトを計算した結果、年間

＋0・02PPmから｛）・02PPmの濃度変化の中に収まっていることが認められた。こ¢）結果から各標準ガスのドリフト

の絶対値を評価することは困難であるが、仮にNSP9662のボンベが年間0．008ppmドリフトしていたと仮定レて

再計算すると、他のボンベのドリフトは年間±0．001ppm以下のごく僅かな値と算定される（図一2（b））。これらの

結果は、1993年から1997年初頭までの間にボンベ濃度に大きな変化が無かったことを強く示唆している。

　図一3（a）は、気象研究所において1997年から1999年まで間にCO2測定に使用された5本の標準ガスにっいて

自己検定を行い、その検定値の時問変化をプロットしたものである。但し、CQBOO598のボンベについては、明ら

かに顕著な濃度ドリフトが予備解析の段階で認められたために、これを除く残りの4本の標準ガスで自己検定を行っ

た。これら4本の標準ガスについて過去3年間の自己検定値の推移を見ると、すべてのボンベにおいて大きな時間

変化は起こっていないが、若干変化傾向を示すボンベもみられた。直綜回帰によって相対的な濃度ドリフトを計算し

た結果、年間＋0．03ppmから一〇．04ppm以内と算定された。仮にHA7404のボンベが年間0．026ppmドリフトして

いたと仮定して再計算すると、他のボンベのドリフトは年間±0．01ppm以下のごく僅かな値と算定される（図一3

（b））。これらの結果は、1997年から1999年までの間に使用された4本の標準ガスに大きな濃度変化が無かったこ

とを強く示唆している。従って、図一2及び図一3の自己検定の結果から、気象研究所の標準ガス濃度は1993年か

ら1999年までの間安定で、濃度ドリフトが気象庁における検定値を0．4ppm以上変動させた主要な原因ではないこ

とが確認できた。

2－3　気象庁の一次標準ガスの相互比較結果

　気象庁のCO，濃度検定装置が1986年に設置されて以来、2002年までの16年問に4組の一次標準ガスが使用さ

れてきた。ここでは、これら4組を年代順1ご第一世代、第二世代、第三世代及び第四世代の一次標準ガスと呼ぶこ

とにする。なお、第五世代の一次標準ガスはすでに準備されており、2003年に第四世代に代わって使用が開始され

る予定となっている。
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　表一2は、第一から第四世代までの一次標準ガスボンベの番号、その濃度並びに使用された期間をまとめて示

してある。第一世代の一次標準ガスは、クロムモリブデン鋼製の高圧ボンベを含めてすべて米国で作製され、当時

WMO／WCCを担当していた米国のスクリップス海洋研究所で濃度検定がなされた後に気象庁に導入された。第一

世代は1986年11月から1991年12月まで気象庁における検定で使用されたが、この期問はまだ海洋観測の現業

運用が始まっていなかったために、その濃度範囲は約321ppmから368ppmの比較的狭い幅に限られていた。一

方、第二世代以降の標準ガスは、すべて東北大学で開発された方法に従って、日本酸素（株）において47L容のマ

ンガン鋼あるいは48L容のアルミニウム製の高圧ボンベに充填された。これら日本で作製されたガスは、いずれも

WMO／WCCで検定を受けた後に気象庁の一次標準ガスとして使用された。なお、第二及び第三世代は第一世代と同

様にスクリップス海洋研究所で検定を受けたが、第四世代はWMO／WCCの移管に伴い米国海洋大気庁で検定が行わ

れた。また、第二世代以降は海洋観測にも対応するため、濃度範囲が269ρpmから410ppmに広げられ、ボンベの

本数も増えた．第四世代ではさらに濃度範囲が20gPPmから43gPPmに広がるの1こ伴って本数も増加した。第二世

代以降の各世代の使用年数は約4年から5年であった。

　気象庁では一次標準ガスを次世代と交換する際に、新旧世代の濃度を比較する実験を行ってきた。その結果が表一

2にまとめて示してある。表中における「使用前濃度」は使用開始前にWMO／WCCで値付けされた値であり、「使

用後濃度」は使用終了時に次世代の一次標準ガスを用いて気象庁で測定された値である。第一世代の標準ガスについ

て使用前後の濃度値を比較してみると、最大で2ppm以上の大きな違いがあることがわかった。このような新旧世

代による検定値の違いは、第二世代及び第三世代の標準ガスにも同様にみられた。但し、世代間の濃度差の程度は各

世代で異なり、使用前の検定値を基準にすると第一世代は＋2．2～＋0．8ppm、第二世代は＋0．7～一〇．4ppm、第三世

代は＋0．1から一〇．2ppmであった。ところが、第四世代の標準ガスにっいては、WCCの検定がすでに終了した第五

世代の標準によって較正した値と較べても、それ程大きな違いは認められていない。その新旧の差は2002年の段階

では±0．lppm以下であった。なお、第四及び第五世代とも同じ米国海洋大気庁で検定が行われた。

　世代交替時における新旧の検定値の違いを生んだ原因としては、主に3っの事柄が考えられる。第一の原因として

は、WMO／WCCにおける検定基準が統一されていなかったことが挙げられる。つまり、検定基準が年代によって異

なっていたり、WCCがスクリップス海洋研究所から米国海洋大気庁に移る際に基準のズレが生じていた可能性が考

えられる（Tansε‘α1．，2001）。第二としては、標準ガスが使用期間中に濃度ドリフトを起こし、使用前と後で濃度

に変化があったことが挙げられる。第三としては、濃度測定を行う際に、組み合わせの異なる標準ガスを使用するこ

とによって検定値に違いが生じたことが挙げられる。これらの3っの原因が複合的に関連した結果、検定値の違いが

生じたと考えられるが、その主な原因は各世代で異なっていたものと推定される。例えば、第四と第五世代の場合は

他の世代と較べて極めて差が小さかったことから、WCCにおける検定基準の違いや濃度ドリフトの影響はほとんど

なかったと推定される。これに対して、第四世代以前の世代については、WCCにおける検定基準や濃度ドリフトな

どの要因が世代間の検定値に大きな差を生んだ原因と思われる。

　世代間の差の原因を推定する上で、一つの興味深い現象がみられている。その結果を図一4に示した。これは、気

象庁の一次標準が第三世代から第四世代に移行する際に、気象研究所のボンベを両世代の一次標準で直接測定し、世

代間の検定値の差とボンベのCO2濃度との関係を調べたものである。第三と第四世代の差は当然のことながら表一

2の結果とよく一致していた。興味深い特徴として、ボンベのCO、濃度が高くなるにっれて世代間の差が順次大き

くなる傾向が明瞭に見られたことである。さらに、気象研究所のボンベについては、第二世代の一次標準ガスで値付

けされた二次標準ガスを用いて検定された結果があるので、間接的に第二世代と第四世代との検定値の差を計算する

ことができる。図一4に示す通り、第二世代と第四世代の差も、ボンベのCO、濃度が高くなるにつれて差が徐々に

大きくなる傾向が特徴的に認められた。このような明瞭な濃度依存性の関係は、比較的ランダムに起こるボンベの濃
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度ドリフトが原因とは考えにくく、むしろ検定基準の系統的なズレによって生じているものと推察された。一方、第

一世代の場合は、上記のような関係は見られず、第二世代との検定値の差もlppm程度と大きかったことから、ボ

ンベの濃度ドリフトが起こっていた可能性が高いと考えられる。

2－4　国際比較実験の結果

　WMOでは、これまで合計3回のCO2標準ガス国際巡回比較実験を実施しており、気象庁並びに気象研究所も参

加してきた。第1回目は1992年～1993年、第2回目は、1996年～1997年、第3回目は1998年～1999年に行

われ、第4回目の比較実験が2002年～2003年にかけ現在実施されている。第1回と第2回の結果はWMOから

報告されており（http：／／gawkishou。gojp／wcc／co2／co2comparison．htm1）、図一5はそれら過去2回の比較結果を

米国海洋大気庁との差としてプロットしたものを示してある。なお、第3回目の結果については、現在公表に向け

て準備が進められている。これらの結果は、世界の主要な観測機関のCO2標準ガススケールの違いを知る上で重要

であると同時に、気象庁における一次標準ガスの維持管理の推移を調べる上でも参考となる。

　第1回目の比較実験の結果では、各参加機関の測定値は最大で2．6ppm程度の大きな違いがみられたが、第2回

目では各機関の差は小さくなり、最大で約1．2ppm以内の範囲で一致していた。さらに、第3回目では機関問の差

が小さくなってきたが、約0．3ppm程度の違いは依然として解消されていない。気象庁の測定では、各回でそれぞ

れ異なる世代の一次標準ガスで検定が行われており、第1回目の実験では第二世代、第2回は第三世代、第3回目

は第四世代の一次標準ガスが用いられた。気象庁の測定結果を米国海洋大気庁の結果と比較してみると、第1回目

では気象庁の方が相対的に低い値を示し、最大0．3ppmの違いがあったのに対して、第2回目では逆に気象庁の値

の方が最大0．3ppm相対的に高い値を示した。この違いは、NOAAの基準スケールが変わっていなかったとすると、

気象庁における一次標準ガスの世代間の違いを反映しているものと考えられる。一方、第3回目では、気象庁と米

国海洋大気庁の値は0．1ppm以内で比較的良い一致を示していた。このことは、第四世代の標準ガスがNOAAにお

いて検定されて両者の濃度スケールが統一されていたこと、並びに気象庁における検定装置が十分な精度を保ってい

たことによるものと言える。

2－5　第2章のまとめ

気象庁において実施された検定結果を調べた結果、以下のような一次標準ガスに関連した問題点が明らかになった。
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1）1993年から2002年にかけて行われた気象研究所標準ガスの検定値が0．4ppm程度異なっていた。気象研究

　所の測定記録を用いて標準ガスの自己検定解析を行った結果、ボンベの濃度ドリフトが気象庁における検定値

　の変動を引き起こした主要な原因ではないことが確認された。

2）気象庁の一次標準ガス交替時における新旧の検定結果を比較した結果、検定された濃度値に世代間による差が

　あることが認められた。また、世代間の差の程度は各世代で異なることがわかった。特に、第二世代と第三世

　代の交換時における世代間の差はボンベのCO、濃度に依存する明瞭な変化傾向が見出された。

3〉WMOで過去3回行われたCO、標準ガス国際巡回比較実験を調べた結果、NOAAの検定値との違いは実験が

　行われた年代によって異なっていることが示された。

以上の結果から、これまで使用してきた一次標準ガスの値に整合性がとれていなかったことが強く示唆された。

3．検定結果の再評価

3－1　一次標準ガスの自己検定結果

　標準ガスの検定において、各観測機関測定の基準となる一次標準ガスの濃度が長期にわたって安定していることが

望ましい。しかし、図3（b）のCQBOO598ボンベの濃度履歴に見られる通り、現実には濃度ドリフトを起こすボン

ベがある。このため、検定データの解析によって使用期問中のドリフトの有無を検証し、その結果に基づいてドリフ

ト量を評価して基準スケールの補正を行っていく必要がある。そこで、気象庁で使用された一次標準ガスの濃度変化

の可能性を検討するために、4つの世代ごとに自己検定手法を用いてボンベの濃度安定性について解析を試みてみた。

なお、解析には、一次標準ガスで二次標準ガスを検定した際の計測データを主に用いて評価を行った。

　図一6（a）（b）は、第一世代の一次標準ガスとして使用された6本のボンベについて、1987年から1991年の期間

における自己検定を行った結果を示した。なお、図中の齢線は、データを二次式で回帰した結果である。この検定

』手法ではあくまで相対的な濃度変化しかわからないが、いずれのボンベも顕著な濃度変化を示していることがわかっ

た。二次式で回帰した際の相関係数（ヂ）は0．78から0．94で、統計的にも有意なドリフトであることを示した。これ

らのドリフトは上昇傾向にあるものと下降傾向にあるものに分かれているが、必ずしも実際の濃度の増減に対応して

いるわけではない。これらの変化傾向を直線で回帰して平均的な濃度ドリフトを求めた結果、年問＋0．14ppmから

一〇。12ppmと算定された。これは、約5年問にわたる第一世代一次標準の使用間期間中に、気象庁の基準スケールに

大きな変化が起こっていたこと示す結果であった。この自己検定結果だけではドリフトを起こしたボンベを特定でき

ないが、すべてのボンベが顕著なドリフト傾向を示したことは、少なくとも複数のボンベが濃度変化を起こした可能

性が極めて高い。また、いくつかのボンベについては、図中の二次式の回帰曲線で示す通り、』時間が経過するに従っ

て濃度ドリフトが徐々に大きくなる傾向が認められた。使用期間中にボンベの充填圧力が徐々に減少したことが、ボ

ンベ内での濃度変化を加速した原因の一つと推定される。

　図一6（c）（d）は、第二世代の一次標準ガス10本について、1991年から1996年の期間における自己検定を行った

結果を示した。なお、図中の実線はデータを直線で回帰した結果で、．この直線の傾きから5年間の平均的な濃度ドリ

フトを評価した。第二世代の場合には第一世代とは異なり、いずれのボンベにおいても自己検定による濃度ドリフト

がほとんど認められなかった。10本の標準ガスの中で、CO2濃度が最も低いボンベと最も高いボンベを除くと、残

りの8本について評価された濃度ドリフトはいずれも±0．01ppm／yr以内の極めて小さい値であり、大きな濃度変化

がなかったことを示していた。CO、濃度が最も低いボンベと最も高いボンベについては約0。02ppm／yrのやや大き

な濃度ドリフト値が得られたが、統計的には有意なドリフトではなかった。この2本の標準ガスの場合には自己検

定が外挿となるために値のばらつきが大きく微小な変化傾向は見積もることができないが、基準スケールを補正しな
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ければならない程大きな濃度ドリフトは起こっていなかったと推定された。

　図一6（e）（f）（g）は、第三世代の一一次標準ガス13本について、1997年から2000年の期間における自己検定を行っ

た結果を示した。なお、図中の実線はデータを直線で回帰した結果である。第三世代の標準ガスも第二世代と同様に、

外挿計算値となるボンベを除吟たすべての標準ガスにおいて、顕著な濃度ドリフトは全く認められなかった。直線回

帰から評価された濃度ドリフトはいずれも±0．007ppm／yr以内の極めて小さい値であり、ほとんど濃度変化がなか

ったことが示された。第三世代では、毎回の自己検定値の変動幅が0．05ppm以下と小さくなっており、第二世代に

比べて検定装置の測定精度が明らかに向上したことを物語っていた。これは、1997年に検定装置が改修されたこと

によるものと言える。

　図一6（h）（i）G）は、第四世代の一次標準ガス13本について、1999年から2002年の期間における自己検定を行っ

た結果を示した。第四世代の標準ガスも第二及び第三世代と同様に、顕著な濃度ドリフトが起こっていなかったこと

が自己検定の結果から強く示唆された。但し、解析したデータ数が少ないボンベについては、ドリフト算定値がやや

大きくなっていた。第四世代の一次標準ガスのなかで、大気の濃度レベルに近い標準ガスが安定していたことは、図

一1に示した通り、第四世代の一次標準ガスで検定した気象研究所のボンベにほとんと濃度変化が無かった結果から

も支持される。

　以上の各世代における自己検定結果を総合的に見ると、第一世代の標準ガスは濃度ドリフトを起こしていた可能性

が極めて高いが、第二世代以降の一次標準ガスはいずれも安定した濃度が保たれていたことが強く示唆された。第二

世代以降の標準ガスはすべて日本酸素（株）において充填されたものであり、少なくとも米国で製作された第一世代

のガスに比べて濃度安定性に優れていたと言える。

3－2　第一世代一次標準ガスの濃度ドリフト評価

　前節の自己検定の結果から、第一世代の一次標準ガスの中に大きな濃度変化を起こしたボンベがあることが明らか

になったが、濃度ドリフトを起こしたボンベの特定とそのドリフトの大きさについては自己検定手法からは評価でき

なかった。そこで、以下の手順に従って、ドリフトを定量的に解析することを試みてみた。

　まず、第一世代の一次標準ガスで定期的に二次標準ガスを較正した計測データを利用して、逆に二次標準ガスか

ら一次標準ガスの濃度を計算し、どのような推移を辿ったかを調べてみることにした。この期問使用された二次標準

ガスボンベは合計6本で、すべて東北大学で開発された方法により日本酸素（株）で充填されたものである。なお、

使用にともなって充填圧力が低下したため、1989年l　l月頃に二次標準ガスが再充填されて若干濃度が変わった。

図一7は、1986年後半から1990年にかけて得られた計測データを基に、二次標準ガスで検量線を作成して一一次標

準ガスの濃度を計算した結果をプロットしたものである。ここでは、二次標準ガスの濃度が安定であったと仮定して、

使用期問中は常に一定の濃度値を与えて計算した。図に示す通り、この期間すべての一次標準ガスが濃度上昇を続け

る傾向にあったことがわかった。1989年の再充填前の3年問におけるドリフトの程度はボンベによって異なり、直

線回帰で求めた一次標準ガスの濃度上昇速度は＋0．09から＋0．31ppm／yrの範囲であった。再充填後の1990年も、

全ての一次標準が上昇傾向を示すと同時に、ボンベによるドリフト速度の違いが見られた。再充填後の濃度上昇速度

はやや大ぎい0．09から0．34ppm／yrの値と算定されたが、期間が約1年と短いためにドリフト算定値にはやや大き

な誤差が含まれていると言える。

　次に、二次標準を基準として評価された一次標準ガスの濃度上昇が実際に起こっていたかどうかを確認するため

に、二次標準ガスの濃度安定性について自己検定手法を用いて検討した。図一8は、第一世代に用いられた6本の

二次標準ガスについて、自己検定で得られた結果を示した。なお、自己検定は3本一組の2群で実施され、最初の

一群がPLG74051、PLG74038、PLG74041で、第二群がPLG74047、PLG74044、PLG74054であった。1986年
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から1989年までの約3年間における第一群の結果では、直線回帰で算定された濃度ドリフトは一〇．Ol3ppm／yrから

＋0．015ppm／yrの小さい値を示し、3本の二次標準ガスの間で相対的に大きな濃度の変化がなかったことがわかった。

但し、これら3本の二次標準ガスが同時に同じ速度で濃度変化をしていた場合も想定されるが、その可能性は極め

て低いために第一群のボンベは安定した濃度を維持していたものと考えられる。一方、1986年から1989年までの

約3年間における第二群の結果では、3本の二次標準ガスの中で濃度ドリフトを起こしているボンベがあることが明

瞭に示され、直線回帰で算定された相対的なドリフト速度は一〇．109ppm／yrから＋0．038ppm／yrであった。これら

第二群のボンベのドリフトは、二次標準を基準として一次標準ガスの濃度上昇を評価する上で影響があるため、ド

リフトを起こしたボンベの特定とそのドリフトの大きさを見積もることが必要となった。二次標準を再充填した後の

1989年12月から1990年12月にかけては、第二群の二次標準についてはほとんどドリフト傾向は認められなかっ

た。但し、第一群の二次標準については若干の濃度ドリフト傾向がみられたが、約1年の短い期問しかデータがな

く評価誤差が大きくドリフトの評価が困難であった。

　　前述した第二群の二次標準のドリフトを見積もるために、図一9の結果に示した手順に従って解析を行っ

た。まず、濃度変化がなかった考えられる第一群のPLG74038とPLG74041の2本で検量線を作成して、第二群

の
． PLG74047の濃度を計算してその時間変化を調べてみた。計算値は外挿となるためにデータにばらつきが出る

ものの、直線回帰で算定されたドリフト淳度は＋0．009ppm／yrの極めて低い値を示したことから、PLG74047に

はほとんど濃度ドリフトがなかったものと考えられた。次に、濃度が安定していたことが確認されたPLG74047

とPLG74041を基準として、第二群のPLG74044とPLG74954の濃度ドリフトを検討してみた。その結果、両ボ

ンベとも濃度が上昇する傾向を明瞭に示しており、そのドリフトの程度はPLG74044の方がPLG74054に比べて

小さいことがわかった。直線回帰で算定されたドリクト速度は、PLG74044が約＋0．06ppm／yr、PLG74054が約
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＋0．lppm／yrであった。ここで評価された第二群に含まれる3本の二次標準ガスのドリフトは、図一8の自己検定で

得られた相対的ドリフトの相互関係を良く再現する結果であることが確認された。

　最終的に、上述した二次標準ガスとの比較検討結果に基づいて、1986年から1990年まで使用された第一世代一

次標準ガスの濃度ドリフトを評価した。その結果が図一10に示してある。この図では、二次標準ガスが再充填され

る前の1986年11月から1989年9月までは、上述し．た2本の二次標準ガスの濃度ドリフトを考慮して一次標準ガ

ス濃度を計算した．一方、二次標準ガスが再充填された後の1989年12月から1990年12月までは、すべての二

次標準ガス濃度に変化がなかったものとして一次標準ガス濃度を計算した。なお、図一7で見られたような再充填

前後における一次標準ガス濃度の算定値のギャップを無くすように、二次標準ガスに与える濃度値をボンベ毎に調整

して計算を実施した。この濃度調整は、再充填前後の一次標準の算定値がほぼ一致するように決定した。図一10に

示される通り、第一世代のすべての一次標準ガスの濃度が使用期間中に上昇するドリフトを起こしていたことが明ら

かになった。直線回帰で求めた濃度の平均上異速度は＋0。09ppm／yrから＋0．29ppm／yrの範囲1；あり、ボンベによ

って使用期間中のドリフトの程度が異なっていたことが確認された。’このような．ドリフトの違いは、検定に使用する

一次標準ガスの組み合わせによって二次及び作業ガスの値付けに異なる影響を与えるが、平均すると使用期間の約4

年間で約0．4から0．5ppm程度の検定誤差が生じていたと見積もられる．このドリフトによる検定誤差は大気観測

装置の測定誤差をはるかに上回る値である。このため、図一10で見積もったドリフトを考慮して標準ガスの濃度値

を補正し、観測データを再計算により改訂していくことが今後必要であると言える。

3－3　世代間の較差の補正による検定値の再評価

　第一世代の一次標準ガスが濃度ドリフトを起こしていたのに対して、第二世代以降の一次標準ガスは、使用期間中

すべて濃度が安定していたことが自己検定の結果から強く示唆された（図一6〉。ところが、表一2に示した「使用

前濃度」と「使用後濃度」を比較した結果）W￥0／WCCで値付けされた濃度に大きな世代間の違いが見られていた。

これらの結果から、各一次標準の世代間の濃度スケールに整合性がとれていなかったことが、気象研究所の標準ガス

検定値に大きな差を生む主な原因になっていたと考えられた。このことを検証するため、世代間の濃度差を補正する

ことによって気象研究所の標準ガス検定値の違いがどの程度解消されるのかを調べてみた。

　図一11は、1993年から2003年にかけて実施された気象研究所標準ガスの検定値について、表一2に示した世

代間の差に基づいて再計算し直した結果をプロットしたものである。ここでは、各世代の一次標準ガス濃度を第四

世代の濃度に合わせ直して計算を行った。1993年から1995年の間の検定は第二世代の二次標準ガスが使用されて

いたために、まず第四世代に合わせた一次標準ガス濃度に基づいて二次標準ガス濃度を改定した．次に、その改定さ

れた二次標準ガスの濃度を使用して気象研究所の標準ガス検定値を再計算した。この第二世代のr次標準ガスが使用

された期問の再計算値は、1999年以降の第四世代の検定結果と比較的良い一致を示すことがわかった。1993の再

計算値に若干の差がみられたものの、その他は第二世代と第四世代の検定値がいずれも±0．lppm以内で揃っている

ことが認められた。同様に、第三世代の二次標準ガスが使用された1996年から1999年までの期間における検定値

も再計算した。その結果、1996年に若干の差が認められたものの、その他は第四世代の検定値に対して±0。1ppm

以内で良い一致を示すことが見られた。これらの結果から、世代間の較差を補正することによって、1993年から

2003年までの全体を通して検定値が良く一致すること炉わかったgこのことは、逆に気象研究所の標準ガスが長期

間にわたって濃度が安定していたことを物語っており、図一3で示された自己検定により顕著な濃度変化がなかった

ことと矛盾していないことが確認された。

　図一12は、第二世代並びに第三世代による気象研究所の標準ガス検定値が、世代間の較差を補正する前と後で、

第四世代の検定値に対してどの程度の差があるかを頻度分布図で示したものである。この図で明らかなように、世代
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間の較差を補正することによって、第四世代とのずれが大きく改善されていることがわかる。また、同世代に検定さ

れた値のばらつきも小さくなってくることが認められた。これは、世代間の較差を補正した場合には検定に用いた二

次標準に同じ値を与えて計算したのに対して、較差を補正する前の値では二次標準ガスを一次標準で検定する毎に濃

度値を改定していたために、その時の測定誤差が同じ世代の中での値のばらつきを生んだ原因と思われる。これらの

結果から、一次標準ガスの世代問較差の補正と、その補正によって計算される二次標準ガスの濃度を一定として取り

扱うことによって、第二世代以降の標準ガスの濃度スケールを±0．Ippm以内で統一することができることがわかっ

た。なお、第一世代と第二世代との較差補正の妥当性を検証するためのデータは残されていないが、第一世代の終了

時における第二世代との濃度差を同様に補正することによって、第二世代以降のスケールとの整合性をとることがで

きると考えられる。

　一次標準ガスの世代間おける濃度差は、WMO／WCCにおける濃度基準が年代によって異なっていたことに主に起

因していると考えられる。第二世代及び第三世代の標準ガスはいずれもWMO／WCCであったスクリップス海洋研究

所（SIO）で値付けされたものである。しかし、第二世代は「WMO－X85」スケール、第三世代は「WMO－X95」スケ

ールで検定されたことが報告されており、WMO／WCCにおける検定の基準が年代によって異なっていたことを示唆

している。一方、第四世代は米国海洋大気庁（NOAA／CMDL）において「WMO　Mole　Fraction」スケールと呼ばれ

る基準で検定が行われたが、そのNOAAのスケールがSIOとは異なっていたものと考えられる。Tansら（2001〉に

よると、WMO／WCCがSIOからNOAAへ移行する際の濃度基準のずれは0．lppm以下であったと報告されている。

しかし、気象庁の一次標準ガスに値付けされた濃度をみる限り、SIOの「WMO－X95」スケールとNOAAの「WMO

Mole　Fraction」スケールでは0．1ppm以上の違いがあった（表一2）。同様のことはWCCで値付けされた他の標準

ガスボンベにも反映されている可能性があることから、他の機関における過去の検定履歴についての情報も収集して、

ここで認められたWMOスケールの世代間の違いが気象庁固有の問題であったかどうかを今後検討することが必要

であろう。

3－4　組み合わせによる検定値の違い

　前節で述べた通り、世代問の較差補正が濃度スケールの統一において最も重要な因子であることがわかったが、そ

れだけではなお最大±0。lppmの違いが解消されないことがわかった。この違いには検定装置における測定誤差や

一次標準から二次標準を検定する際の誤差伝播が関与しており、それらの測定誤差は最大でも±0．05ppm程度と考

えられる。従って，誤差伝播を除く残りの差は，主に検定ガスの組み合わせの違いによって生じたものと考えられ

た。このことは，図一1に示す通り、1999年以降同じ：組み合わせのボンベを使用して検定した場合には、測定値が

±0．01ppm以内で非常に良い一致を示したことからも強く示唆された。

　そこで、同じ被検定ガスを異なる一次標準ガスの組み合わせによって測定した際に得られる二酸化炭素濃度値の違

いがどの程度大きさであるかを調べてみた。図一13は、異なる標準ガスの組み合わせによって起こる検定値の違い

を第三世代と第四世代に分けてヒストグラムで示してある。両世代とも組み合わせによる違いがみられ、その程度は

第三世代で中央値として0．032ppm、第四世代では中央値として0．027ppmであった。これらの違いには明らかに

測定誤差を上回る有意なものがあり、組み合わせによって検定値が異なる場合があることを示していた。また、ボン

ベの組み合わせが一本異なる場合と複数の場合とでは特に顕著な差異は認められなかった。両世代とも0．lppmを

超える大きな違いを示す結果も数例みられたが、これらについては別の原因による可能性もあり、さらに詳しい調査

が必要であろう。図一13に示された組み合わせによる違いの原因としては、WCCの基準スケールに若干の不整合性

があるためか、あるいは測定における検量曲線の違いによって生じる誤差によるものと推定される。

　　WMO／WCCと気象庁における値付けにどの程度のずれがあるかを確認するために、NOAA／CMDLで直接検定
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された第五世代の一次標準ガス濃度と、NOAA／CMDLで値付けされた第四世代の一次標準を用いて測定された濃度

を比較してみた。表一3に示す通り、両者の濃度値の違いは最大0．18ppmで、全体の平均としては0．09ppmの違

いがあることがわかった。ボンベの濃度が320ppmから400ppmの範囲では両者の違いは比較的小さかったの対し

て、これらの濃度範囲を外れるボンベについては違いが大きかった。今後、これら標準ガス濃度値のずれを補正して、

より厳密に標準ガススケールの統一を計っていくことが課題となるであろう。

3－5　第3章のまとめ

　これまで気象庁において実施された標準ガスの検定データを詳細に再解析した結果、以下のような事柄が明らかに

なった。

　1）一次標準ガスについて自己検定法による解析を行った結果、第一世代の標準ガスは濃度ドリフトを起こしてい

　　たことが強く示唆されたが、第二世代以降の一次標準ガスはいずれも安定した濃度が保たれていたことがわか

　　った。

　2）第一世代の一次標準ガスについて濃度ドリフトを評価した結果、すべてのボンベが濃度上昇を起こしていたこ

　　とがわかった。また、使用期間中の濃度上昇速度は＋0．09ppm／yrから＋0．29ppm／yrの範囲にあり、ボンベに

　　よってドリフトの程度が異なっていたことが確認された。

　3）第二世代以降における世代間の較差を補正することによって気象研究所ボンベの検定値を見直した結果、補正

　　前の違いが大きく解消されて±0．1ppm以内で良く一致した。これらの結果から世代間の較差が有意に存在す

　　ることが確認された。

　4）一次標準ガスの組み合わせによる検定値の違いを調べた結果、測定誤差を上回る差が生じる場合があることが

　　わかった。

　以上の結果から、第一世代の濃度ドリフト補正並びに世代間の較差補正によって、過去の検定濃度を同じスケール

でほぼ統一できることがわかった。

4．検定結果のデータベース化

　今後、過去16年間の検定結果をさらに詳細に解析・評価し、これに基づいた観測データの補正を行うためには、

検定の際に得られた測定データに戻って再計算をやり直していく必要がある。そのために、すべての測定データをデ

ータベース化して、系統的に整理しておかなければならない。なお、ここで言う測定データとは、毎回の検定におけ

るNDIRによる計測結果を収録したデータファイルのことで、ファイルには検定の年月日、測定した標準ガスの番

号並びにそれらのNDIR計測の出力値などが記録されている。これら過去の測定データの形式を統一してデータベ

ース化しておくこと．は、今後も蓄積される検定結果と合わせて、将来の再解析に利用していくためにも重要である。

　気象庁の検定システムは1986年から稼動を開始したが、1997年に大幅なシステムの更新が行われた。これに伴

って、データ処理装置とそのソフトウエアーが更新されたために、測定データの保管・管理の様式が大きく変わった。

1997年の検定システム更新以降は測定データの保管・管理体制が整えられてデータベース化が容易な状況にあった

が、更新前の旧システムではその管理体制が十分とは言えない状況にあった。たとえば、測定データの形式が異なっ

ていたり、そのデータファイルが一括管理されていないなど、多くの問題が1997年以前の測定データにあることが

予備調査でわかった。

　合同調査・研究チームでは、まず1997年以前の旧検定システムで得られた測定データのデータベース化に取り組

んだ。これらの測定データは新検定システムのデータ処理装置に移管されていたものもあったが、それら以外にも異
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なるメディアに収録されて離散していることがわかった。そこで、検定計算結果の記録簿を基に、計算に利用された

測定データを収集する作業を行った。次に、収集されたデータはバイナリー形式で収録されていたために、テキスト

形式のファイルに変換した後、すべてのデータファイルについてその収録データが読み込み可能かどうかの検査を行

った。また、ファイルの中に手入力された検定年月日やボンベ番号のデータに関して、検定計算結果の記録簿と照合

させながら入力データの誤りを修正していった。これらのデータベース化の作業を通して、1986年11月から1997

年8月までの間の旧検定システムで得られた測定データファイルのリストとその内容をまとめることができた。そ

の結果が表一4に示してある。一方、表一5は、1997年8月から2002年12月までの新検定システムで得られた

測定データについて同様なリストを作成した結果である。

　表一4及び表一5のリストに挙げられたすべての測定データファイルはCDに収録された。このデータベースは、

これまで断片的にしか解析できなかった標準ガスの履歴を今後再評価していく上で有効に活用されていくことが大い

に期待される。また、その再評価に基づいて個々の測定データの最終的な値付けが可能となる。なお、CDに収録さ

れたデーダは未だ完成されたものではなく、現在もその修正・修復の作業が行われており、今後さらに完成度の高い

改訂版として改められていく予定である。
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表一1　気象研究所の二酸化炭素標準ガスボンベの検定結果及び検定に使用した気象庁の標準ガス。

検定値

ボンベ番号 1993，11．18 1994，06．15 1995．03．16 1995．11．10 1996．05．09 1997．01．16 1997，05．06 1998．01．30 1998，10．12 1999．10．01 1999．05．21 1999．10．01 2000．03．17 2000．10．16 2001．03．27 2001，11．26 20020619 20021225

CQBO1771 340．18 340．13 340．25 340．21 340．35 340．42 340．44 340．34 340．34 340．34 340．34 340．34 340．34 340．34

CQBO17フ0 350．47 350．47 350．51 350．60 350．75 350．81 350．89 350．フ0 350．69 350．70 350．70 350．71 35072 35071
CQBO1769 360．76 360．72 360．77 360．76 361．12 361．18 361．15 361．00 361．00 361．00 361．00 361．01 361．00 361．01

NSP9662 349．79 349．82 349．82 349．92 350．11 350．24 350．05

CQBO1774 3フ0．41 370．45 370．42 370．48 370．85 370．93 370．94 3フ0．71 370．72 3フ0．73 3フ0．72 370．73 37071 370フ3
COBOO598 372．92 372．41 372．14 372．19 372．18 371．94 371．93 371．68 371．80 371．59 371．40 371．52 371．19

HA7404 335．91 336．00 335．96 335．97 335．87 335．87 335．88 335．88 335．89 335．89 335．89 335．89

CQBOO490 348．45 348．43 348．37 348．47 348．28 348．29 348．28 348．29 348．29 348．29 348．29 348．29

CQBO6839 360．22 360．23 360．19 360．24 360．08 360．08 360．08 360．09 360．09 360．10 360．10 360．10

CQBO6550 3フ9．44 379．51 379．47 379．54 379．30 379．31 379．31 3フ9．32 379．32 3フ9．32 379．32 379．31

CQB11260 370．35 370．41 370．19 370．19 370．19 370．20 370．21 370．21 37020 37021
COB11259 389．94 389．98 389．83 389．82 389．82 389．83 389．84 389．83 389．83 389．84

CQBO6466 353．36 353．35 353．36 353．36 353．36 353．35

CQBO6418 361．73 361．フ3 361．74 36174 36173 36173
CQBO6419 377．88 377．89 377．88 377．88 377．88 377．88

CQBO6520 367．88 367．8フ

CQBO6404 388．87 388．87

CQBO7947 265．84

CQB11017 271．81

CQBOフ993 299．51

CQBI1023 404．43

CPB12850 21532
CPB12735 272．13

CPB12736 309．76

CPB12857 349．10

CPB12860 418．23

CPB12731 439．08

検定に使用した標準ガス
一次標準ガス世代 第二世代一次標準ガス

基準スケール SIO1990 SIO1990 SIO1990 SIO1990 SIO1995 SIO1995 SIO1995 SIO1995 SIO1995 SIO1995 NOAA NOAA NOAA NOAA NOAA NOAA NOAA NOAA

使用標準ガス 二次標準 二次標準 二次標準 二次標準 一次標準 二次標準 二次標準 二次標準 二次標準 一次標準 一次標準 一次標準 一次標準 一次標準 一次標準 一次標準 一次標準 一次標準

二次標準
PLG74038 330．97 329．45 329．61 329．68 329．90 329．92 328．69

PLG74041 343．42 341．38 341．44 341．48 342．04 342．06

PLG74047 35519 353．91 353．96 353．99 354．06 354．10 353．95

PLG74044 367．34 366．84 366．89 366．91 365．78 365．84

PLG74054 378．49 377．79 377．79 377．85 377．62 3フ7，ハ

PLJ26641 388．22 389．35

一次標準（～OAA）

CQBO9295 329．16 330．18 330．18 330．18， 330．18 330．18 330．18 330．18 330．18

CQBO9296 344．99 343．95 343．95 343．95 343．95 343．95 34395 34395 34395
CQBO9297 354．57 353．88 353．88 353．88 353．88 353．88 353．88 353．88 353．88

CQBO9298 362．82 363．80 363．80 363．80 363．80 363．80 363．80 363．80 363．80

CQBO9299 379．38 379．26 379．26 379．26 379．26 37926 37926 37926 37926
CQBO9300 388．56 389．36 389．36 389．36 389．36 389．36 389．36 389．36 389．36

一次標準
CQBO9276 339．76

PL165547 364．99

PLL82801 379．23

PLM23930 399．05

一次標準（S101990）

CQAOO210

CQAOO209

CQAOO212 一

CQAOO204

CQAOO213

一次》SlO1995）

CQBO5939 308．51

CQBO5946 329．80

CQBO5942 340．39

CQBO5949 352．49

CQBO5950 364．42

COBO5951 378．15

CQBO5952 389．63

CQBO5954 407．71

独
鯨
卑
囲
報
辮
書
鑑
蛤
　
舗
＆
姻
　
b
o
O
9



気象研究所技術報告　第45号　2004

表一2 気象庁における第一世代から第五世代までの一次及び二次標準ガスボンベとその濃度、並びに一次標準ガス世代

交替時における相互比較の結果。表中の「使用前濃度（A〉」は使用開始前に全球大気監視較正センターで検定され

た値で、「使用後濃度（B）」は使用終了時に次世代の一次標準ガスを用いて気象庁で較正された値を示す。

一次標準世代 WMG／WCC ボンベ番号 使用前濃度 使用前 使用後濃度 使用後 濃度差 二次標準 使用濃度 二次標準 使用濃度

（使用期間） 検定機関 （A） 濃度決定日 （B） 濃度測定日 （B）一（A） ボンベ番号 （△約） ボンベ番号

（ppm） （ppm） （ppm） （ppm） （ppm）

第一世代 SIO 134160 321．16 1986／09．25 323，370 1991．7．3 2．21 PLG74051 △320
（86年11月～ 134150 330．19 ～ 331，290 1991．7．3 1．10 PLG74038 △330

91年4月） 134151 340．53 1986．10．13 341，540 1991．7．3 1．01 PLG74041 △340
134163 348．92 349，840 1991．7．2 0．92 PLG74047 △350
134164 362．14 363，450 1991．7．2 1．31 PLG74044 △360
134127 368．57 369，380 1991．7．2 0．81 PLG74054 △370

第二世代 SIO CQAOO207 271．04 1991．4．1 270，620 1996．4．19 一〇．42 PLI65548 △270
（91年5月～ CQAOO211 290．49 290，310 1996．4．19 一〇．18 PLI89757 △290

96年3月） CQAOO208 313．07 313，100 1996．4．19 0．03 PLG74051 △310
CQAOO210 329．71 329，880 1996．4．17 0．17 PLG74038 △330
CQAOO209 342．55 342，780 1996．4．17 0．23 PLG74041 △342
CQAOO212 354．16 354，500 1996．4．16 0．34 PLG74047 △354
CQAOO204 365．86 366，240 1996．4．16 0．38 PLG74044 △366
CQAOO213 378．41 378，820 1996．4．16 0．41 PLG74054 △378
CQAOO205 390．47 391，110 1996．4．12 0．64 PLJ26641 △390
COAOO206 410．08 410，800 1996．4．12 0．72 PLJ89756 △410

第三世代 SIO CQBO8401 249．26 1997．9．29 249，521 2000．9．9 0．26 PLL78500 △255
（96年4月～ CQBO5944 269．87 1995。10．10 269，977 2000．9．9 0．1書 PLI65548 △270

96年4月） CQBO5943 289．71 1995．10．8 289，733 2000．9．9 0．02 PLI89757 △290
CQBO5939 308．51 1995．10．5 308，455 2000．9．10 一〇．06 PLG74051 △310
CQBO5946 329．80 1995．10．5 329，711 2000．9．10 一〇．09 PLG74038 △330
CQBO5942 340．39 1995．10．5 340，216 2000．9．10 一〇．17 PLG74041 △342
CQBO5949 352．49 199510／05 352，373 2000．9．11 一〇．12 PLG74047 △354
CQBO5950 364．42 1995．10．5 364，250 2000．9．11 一〇．17 PLG74044 △366
GQBO5951 378．15 1995．10．6 377，976 2000．9．11 一〇．17 PLG74054 △378
CQBO5952 389．63 1995．10．6 389，407 2000。9．12 一〇．22 PLJ26641 △390
CQBO5954 407．71 1995．10．6 407，484 2000．9．12 一〇．23 PLI89フ56 △410
CQBO8402 430．42 1997．10．14 429，811 2000．9．13 一〇．61 PLL82802 △430
CQBO8403 450．88 1997．10．14 449，988 2000．9．13 一〇．89 PLL82804 △450

第四世代 NOAA CQBO9465 209．33 1999．1．25 209，485 2002．6．26 0．16 PLL78500 212．62 CQB13489 211．00

（99年8月～ CQBO9466 239．55 1999．1．18 239，671 2002．6．26 0．12 PLI89756 241．90 CQB13490 242．38

CQBO9468 272．08 1999．1．18 272，199 2002．6．26 0．12 PLI65548 265．00 CQB13491 264．87

CQBO9469 289．57 1999．1．11 289，623 2002．6．27 0．05 PLI8975フ 287．89 CQB13492 286．89

CQBO9471 309．39 1999．1．11 309，477 2002．6．27 0．09 PLG74051 311．66 CQBI3493 312．97

CQBO9295 330．18 1998．12．8 330，266 2002．6．27 0．09 PLG74038 328．65 CQB13494 329．86

CQBO9296 343．95 1998．12．8 344，013 2002．6．28 0．06 PLG74047 344．36 CQBI3482 344．51

CQBO9297 353．88 1999．1．4 353．8貧7 2002．6．28 0．01 PLI65547 354．55 CQB13483 350．79

CQBO9298 363．80 1999．1．4 363，815 2002．6．28 0．01 PLL82801 365．80 CQB13485 366．06

CQBO9299 379．26 1998．12．14 379，403 2002．6．29 0．14 PLJ26641 381．77 CQB13486 381．64

CQBO9300 389．36 1998．12．14 389，440 2002．6．30 0．08 PLM23930 394．68 CQB13487 394．85

CQBO9472 409．13 1998．12．18 409，199 2002．6．30 0．07 PLJ44683 407．71 CQB13488 406．66

CQBO9467 439．47 1998．12．18 439，494 2002．了．2 0．02 PLL82804 438．05 CQB13495 437．04

第五世代 CMDL COB12407 202．49 2002．1．3

（未使用） CQB12406 206．54

CQB12439 239．90

CQB12437 269．45

CQB12451 290．47

COB12450 320．09

CQB12433 339．84

CQB12434 354．48

CQB12435 363．73

COB12436 374．22

COB12446 384．67

CQB12447 399．21

CQB12448 417．51

CQB12449 449．44
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表一3　NOAAで検定された第五世代の標準ガス濃度値と第四世代で測定された値の比較結果。

鼻
一
i

第五世代

ボンベ番号

NOAAの

検定値

2002年1月
　　（A）

第四世代　　　　測定の

による測定　　　標準偏差値

（検定前）

2001年6月

　　（B）

第四世代　　　　測定の

による測定　　標準偏差値

（検定後）

2002年6月

　　（C）

第四世代　　　　測定の

による測定　　標準偏差値

（検定後）

2002年12月

　　（D）

NOAA検定値と

第四世代による

　測定値の差

（A）一（（B）＋（C））／2

CQB12407 202．49 202．00 0．02

CQB12406 206．54 206．39 0．01 206．39 0．01 206．40 0．01 0．15

CQB12439 239．90 239．72 0．01 239．72 0．01 239．72 0．01 0．18

CQB12437 269．45 269．36 0．01 269．34 0．01 269．35 0．01 0．10

CQB12451 290．47 290．36 0．01 290．35 0．01 290．37 0．01 0．12

CQB12450 320．09 320．09 0．01 320．04 0．01 320．07 0．02 0．03

CQB12433 339．84 339．78 0．01 339．73 0．01 339．74 0．10 0．08

CQB12434 354．48 354．46 0．00 354．45 0．01 354．45 0．01 0．03

CQB12435 363．73 363．72 0．01 363．70 0．01 363．72 0．01 0．02

CQB12436 374．22 374．15 0．00 374．15 0．01 374．15 0．01 0．07

CQB12446 384．67 384．55P 0．01 384．53 0．01 384．54 0．01 0．13

CQB12447 399．21 399．15 0．01 399．14 0．01 399．15 0．01 0．07

CQB12448 417．51 417．38 0．01 417．37 0．01 417．36 0．01 0．14

CQB12449 449．44 449．51 0．02 449．48 0．03 449．47 0．01 一〇．05
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1986年11月から1997年8月までの間の旧検定システムで得られた測定データファイルと検定ボンベのリスト（第一世代）。表一4（a

フ654321日付容量ファイル名
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3
3
3
3
3
4
3
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
3
3

0
0
0
1
1
1
1
1
1
0
1
1
1
0
0
1
0
1
1
0
1
1
－
1
1
3
1
1
1
1
1
0
0
1

6
6
6
5
0
0
0
0
0
6
5
0
0
6
6
5
6
0
0
6
5
0
0
0
0
6
0
0
0
0
0
6
6
5

1
1
ー
ー
2
4
2
4
4
1
1
2
4
1
－
1
1
2
4
1
1
4
2
2
4
1
4
2
4
2
4
1
1
1

4
4
4
4
3
3
3
3
3
4
4
3
3
4
4
4
4
3
3
4
4
3
3
3
3
4
3
3
3
3
3
4
4
4

4，352i86／11／22
9，984i86／11／22
16，896i86／11／22

16，896186／11／23

14，592i86／11／23

14，592i86／11／23

14，592187／02／26

14，592i87／02／26

5，120i87／02／26
16，896i87／02／26

16，896i87／02／27

14，592i87／03／11

14，592187／03／12

5，632i87／03／30

18，176i87／03／30

18，176i87／03／30

18，176i8フ／03／31

15，616i87／04／01

15，616i87／04／02

18，176i87／05／21

18，432i8マ／05／21

15，616i87／05／22

15，616i87／05／22

15，616i87／07／06
15，616187／07／0フ

22，016i87／07／20

5，120i87／08／26
15，8フ2i87／08／26

15，872i87／08／26

15，616i87／09／17

15，872i87／09／17

5，632i87／12／07
18，176i87／12／0フ

18，176i8フ／12／08

PP8611，FIR

P8611．FIR

S8611．SEC

SS8611．SEC

W8611．THR

WW8611，THR

W8702X，THR

WW8702X．THR

PP8702．FIR

S8702．SEC

SS7802，SEG

W8703．THR

㎜8703．THR

PP8703．F玉R

Sフ803，SEC

SS7803，SEC

T7803，SEC

W8704．THR

W躍8704，THR

S8705．SEC

SSB705，SEC

W8705．THR

WW8705．THR

W8707．THR

WW8707X．THR

DEMOO7，SEC

W8708．THR

WW8708．THR

WS8708．THR

W8709．THR

WW8709．THR

PP8712、FIR

S8フ12，SEC

SS8712．SEC

4163

3
7
3

6
2
ρ
U

』
T
』
T
4

4127

4163

4163

4127

4163

6
2
4
4

0
0
0
2
0
0
0
0
0
2
2
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
■

4
5
7
1
4
7
4
5
7
1
1
7
5
7
5
7
1
4
4
7
4
7
5
5
フ
5
7
1
4
7
5
7
■

3
3
3
4
3
3
3
3
3
4
4
3
3
3
3
3
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
3
3
3
3
一

諸
㎝
爵
野
。
3
。
3
離
留
m
釧
爵
瓢
馴
留
引
呂
留
留
α
…

1
4
6
1
1
1
1
4
6
1
1
1
4
6
4
6
－
1
－
1
1
6
4
4
6
4
6
1
1
1
4
6
一

4
3
3
4
4
4
4
3
3
4
4
4
3
3
3
3
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
4
4
4
3
3
■

1
2
2
3
1
1
1
1
1
3
3
－
3
3
2
2
3
1
1
1
1
2
2
3
3
3
3
3
1
1
3
3
一

〇
〇
〇
6
0
0
0
0
0
6
6
0
0
0
0
0
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
0
0
0
0
薗

3
4
6
1
3
6
3
4
6
1
1
6
4
6
4
6
1
3
3
6
3
6
4
4
6
4
6
1
3
6
4
6
・

3
3
3
4
3
3
3
3
3
4
4
3
3
3
3
3
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
3
3
3
3
一

0
1
1
1
0
3
0
3
3
1
1
3
1
1
1
1
1
0
0
3
0
1
1
1
1
1
1
1
0
3
1
1
曹

5
0
0
5
5
6
5
0
0
5
5
6
0
Q
O
O
5
5
5
6
5
0
0
0
0
0
0
5
5
6
0
0
㎜

1
3
5
1
1
1
1
3
5
1
1
1
3
5
3
5
1
1
1
1
1
5
3
3
5
3
5
1
1
1
3
5
曹

4
3
3
4
4
4
4
3
3
4
4
4
3
3
3
3
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
4
4
4
3
3
■

1
2
2
0
1
1
1
1
1
0
0
1
3
3
2
2
0
1
1
1
1
2
2
3
3
3
3
0
1
－
3
3
一

〇
〇
〇
5
0
0
0
0
0
5
5
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
曹

2
3
5
1
2
5
2
3
5
1
1
5
3
5
3
5
1
2
2
5
2
5
3
3
5
3
5
－
2
5
3
5
一

3
3
3
4
3
3
3
3
3
4
4
3
3
3
3
3
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
3
3
3
3
曹

0
1
1
0
0
1
0
1
－
0
0
1
1
1
1
1
0
0
0
1
0
1
－
1
1
1
1
0
0
－
1
工

6
0
0
6
6
5
6
0
0
6
6
5
0
0
0
0
6
6
6
5
6
0
0
0
0
0
0
6
6
5
0
0
・

引
器
訓
須
器
潮
訓
器
器
訓
飢
盤
3
2
器
器
烈
畠
選

8，1フ6i87／12／09

5，616i87／12／10

5，616i87〆12／11

5，632i87／12／25
8，176i88／01／07
8，176i88／01／08

8，176i88／01／07
5，616i88／01／08

5，616188／01／09

5，632i88／03／15

8，176i88／03／15

8，176i88／03／15
5，616i88／03／16
5，616i88／03／16

5，872188／04／05

5，616i88／04／06

5，632i88／06／13

8，176i88／06／13

8，176i88／06／14

8，176i88／06／15
8，176i88／06／17
5，360188／06／23
5，872i88／06／24

5，616188／07／06

5，616188／07／06
r5，616i88／07／07

5，616i88／07／08

5，632i88／09／19
8，176188／09／19
8，176i88／09／19
15，872188／09／20

15，616188／09／20

ST8712，SEC

W8712．THR
㎜8フ12．「「HR

TEST87．FIR

S8801X，SEC

SS8801X，SEC

ST8801X．SEC

W8801X．THR

㎜8801X．THR

P8803，FIR

S8803．SEC

SS8803．SEC

W8803．THR

WW8803．THR

W8804．THR

㎜8804．THR

PP8806．FIR

S8806．SEC

SS8806，SEC

ST8806，SEC

SR8806．SEC

W8806．THR

㎜8806．THR

W8807，THR

WW8807，THR

WS8807．THR

WT8807，THR

P8809．FIR

S8809．SEC

SS8809．SEC

W8809．THR

㎜8809．THR

一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用S T　D検定 海　洋 関　係 その他の検定 備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名
説　　　　明 1ファ仙書き換え：撚嫌たファイルt跡特く）

1986．11．21 不明 記録はあるがファイルなし

1986．11．22 PP8611，fi　r 失敗？

1986．11．22 P8611，fi　r

1986．”．22 S8611，sec 記録なし：試験？

1986，“．23 SS86“，sec 記録なし二試験？

↓86．“．23 W8611，thr RA送り

↓86．11．23 ㎜「8611。THR RA送り

↓86．02．26 W8702，thr RB送り 3302→3303：3402→3403

i86，02，26 ww8702．thr RB送り 3502一・3503：3602一・3603

198フ．2．27 PP8702，fir

1987．2．2フ S8702．sec

1987，2．27 SS7802．sec

τ87．03．11 W8703．thr RA戻り

言87．03，12 …8703，thr RA戻り

1987，3．30 PP8703．fi　r

1987，3．30 S7803，sec
1987．3．31 SS7803．sec

1987．3．31 T7803．sec
87．04．01 W8704．thr

87．04．02 ㎜8704．thr

1987，5．21 S8705．sec

198フ，5．22 SS8705．sec

三87。05．22 W8705．thr RA送り

↓87，05．22 ㎜8705，thr RA送り

87．07，071 W8707．thr RB戻り

87，07．07↑ ㎜870フ，thr RB戻り 3502一→350313602→3603

198フ．7．20 DEMOO7．sec

1987，8．26 W8708．THR RB送り

87．08，26↓ 鼎8708．thr RB送り

87．08，27↓ WS8フ08，thr RB送り

了87．09，17 W8709，thr RA戻り

τ87．09．18 …8709．thr RA戻り

1987．12．7 PP8712，fir

1987，12．8 S8712．sec

1987．12．8 SS8フ12．sec

198フ．12．8 Sτ8712．sec 記録はあるがファイルなし

1987。12．9 St8712，sec

↓87，12．10 W8712．thr RA送り

↓87，12．11 ㎜8712．thr RA送り

1987．12．25 TEST87．fi　r

1988．1．7 S8801．sec 年違い87→88

1988。1．8 SS8801，sec 年違い87一→88

1988．1．8 ST8801．sec 年違い87→88
88．01．09↑ 四8801，thr RB戻り 年違い87→88

88．01，09τ 糊8801．thr RB戻り 年違い8フ→88

1988，3．15 P8803，fir

1988．3．15 S8803．sec

1988．3．16 SS8803．sec

88．03，16↓ W8803．thr RB送り

88．03，16↓ 糊8803．thr RB送り

↑88，04．05 W8804．thr RA戻り

τ88．04．06 ㎜8804，thr RA戻り

1988，6．13 pp8806．fi　r

1988．6．13 s8806．sec

1988，6．14 ss8806，sec

1988．6．15 st8806．sec

1988，6．17 SR8806．sec

二88．06．23 脚8806，thr RA送り

↓88．06．24 ㎜8806，thr RA送り

88．07、06曾 W8807．thr RB戻リ

88，07、06τ 熈8807、thr RB戻り

88，07．07↑ WS8807，thr RB戻り

88，07．08↑ WT880ア，thr RB戻り

1988．9．19 P8809．fir

1988，9．19 S8809，sec

1988，9．20 SS8809．sec

88，09，20↓ 恥8809，thr RB送り

88．09，20↓ ㎜18809．thr RB送り

1
“
N
ー



“
Oo

一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定
説　　　　　明

備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名
1ファイル書き換え、書き換えたファイルは其が付G

↑88．10．11 W8810，thr RA戻り

↑88．10．12 ㎜8810．thr RA戻り

τ88．10．12 WS8810，thr RA戻り

1988，11．28 P8812．fir

1988．11．28 S8811，seC

1988．11．29 SS8811．sec

1988．11．29 SR8811．sec

88．11．30 WK8811，thr 気象研

88，“，3Q KK88“，thr 気象研
88．12．01 K8812．thr 気象研

88．12．01 KK8812．thr 気象研

88，12．02 KM8812．thr 気象研

↓88．12．19 W8812，thr RA送り

i88．12．20 ㎜8812．thr RA送り

1989．1．11 P8901，fir

1989，1．12 PP8901．fir

1989．1．12 S8901．sec

1989．1．13 SS8901．sec

1989．1．13 ST8901，sec 資料なし＝再測定？

89，01．17 W8901，thr RB戻り

89，01．17 糊8901．thr RB戻り

89．01．18 WS8901，thr RB戻り

1989．3．11 P8903，fir

89．03．12 不明 記録はあるがファイルなし

1989，3．13 S8903．sec

1989，3．13 SS8903，sec

89，03，13↓ W8903，thr RB送り

89．03，141 ㎜8903，thr RB送り

89．03，14ユ WX8903．thr RB送り

1989，4．4 TEST．fir
1989。4．5 W8904．sec

1989．4．5 ST8904，sec

1989．4．6 SS8904．sec

↑89．04．06 W8904．thr RA戻り

重89．04，0フ 鼎8904．thr RA戻り

89，04．10 JF8904，thr 比較用

89，04．11 JS8904，thr 比較用

1989．6．5 P8906，fir

1989．6．5 S8906，sec

1989．6．6 SS8906．sec

↓89，06．07 W8906．thr RA送り

89，06．07 JF8906，thr 比較用

189，06．08 糊8906，thr RA送り

89．06．08 JS8906．thr 比較用

89，07．Q4↑ W89Q7．thr RB戻り

89．07．04丁 剛8907，thr RB戻り

89．07．05 MB8907．thr 重量法ボンベ
89．07．06 MS8907．thr 重量法ボンベ

1989．9．14 PA8909．fir

1989．9．14 P8909．fir 失敗？

1989，9．16 S8909．sec

1989．9．17 S8909B，sec

89，09，181 W8909A．thr RB送り

89．09，19↓ W8909B．thr RB送り

89，09．19 W8909M．thr 重量法ガス検定

↑89，10．11 W8909B2．thr RA戻り 名変更（W8909B．thr）

↑89．10．12 W8909C，thr

1989．12．13 P89121，fir

一次詰め替え 89年11～12月）

1989，12．14 S89121，sec

1989．12．14 S89122．sec

1989．12．15 S89123．sec

↓89．12．15 W89121，thr RA送り

189，12．15 W89122．thr RA送り

89．12．16 W89124．thr 東北大比較＋観測用STD 測定ボンベ判別不可（不使用推奨）

89，12．16 C89121，thr 東北大比較

1989，12．22 p89122，fir

1989，12．23 p89123，fir

1989，12．23 s89122A．sec 名変更（s89122．sec）

1989，12．24 s89123B，sec 名変更（s89123，sec）

フナイル名　容量i日付
W8810，丁卜IR

WW8810．THR

WS8810．THR

P8812．FIR

S8811．SEC

SS8811，SEC

SR8811．SEC

WK8811．THR

KK8811．THR

K8812．THR

KK8812，THR

KM8812．THR

W8812．THR

WW8812．THR

P8901．FIR

PP8901．FIR

S8901．SEC

SS8901．SEC

S1「8901．SEC

W8901．THR

WW8901．丁日R

WS8901．THR

P8903．FIR

S8903，SEC

SS8903．SEC

W8903．THR

WW8903，THR

WX8903，THR

TEST．FIR
脚8904、SEC

Sτ8904．SEC

SS8904．SEC

W8904，THR

㎜8904，THR

JF8904．THR

JS8904，THR

P8906．FIR

S8906．SEC

SS8906，SEC

W8906．THR

JF8906，THR

㎜8906．THR

JS8906．THR

W890フ．THR

WW8907．THR

MB8907，THR

MS8907．THR

PA8909．FIR

P8909．FIR

S8909．SEC

S8909B．SEC

W8909A，THR

W8909B．THR

W8909M，THR

W8909B2．THR

W8909C．THR

P89121．FIR

S89121．SEC

S89122，SEC

S89↑23．SEC

W89121．THR

W89122，THR

W89124．THR

C89121．THR

P89122．FIR

P89123．FIR

S89122A，SEC

S89123B，SEC

15，616i88／10／11i

15，616i88／10／12i

15，360i88／10／12i

5，632i88／11／281

18，176：88／11／28i

18」76188〆“／28i
18，176i88／11／29i

15，360i88／11／2gi

15、8フ2i88／11／30i

15，616i88／12／01i

15，360i88／12／01i

l5，872188／12／021

15，616：88／12／1gi

15，616i88／12／20i

9，728i89／01／11i

5，632i89／01／12i
18、176i89／01／121

18，176i89／01／12i

10，752i89／0V13i
15，616i89／01／17i

15，616：89／01／171

15，616i89／01／18i

5，632i89／03／11i

18，176i89／03／12i

18，176i89／03／131

15，616i89／03／13i

15，616i89／03／14i

15，360i89／03／14i

　5，632i89／04／04i

18，176i89／04／05i

18、176189／04／051

18，176i89／04／06i

15，616i89／04／06i

15，360i89／04／07i

18，176i89／04／10i

17，920i89／04／11i

　5，632189／06／05i

18，176i89／06／05i

18，176i89／06／06i

15，616189／06／06i

18，t76189／06／07i

15，616i89／06／07i

1フ，920189／06／081

15，616i89／07／04i

15，616i89／0フ／04i

　9，216i89／07／05i
53，760i89／07／05i

　5，632i89／09／14i

　5，632i89／09／14i
18，176i89／09／16i

17，920i89／09／、6i

18，1フ6i89／09／18i

i46，336i89／09／18i

17，920i89／09／19i

19，968i89／10／11i

15，360i89／10／11i

　6，656i89／12／13i

18，176i89／12／131

i27，136189／12／14i
13，312i89ノ↑2／15i

18，176i89／12／τ4i

15，616189／12／15i

I8，176i89ハ2／15：

15，616i89／12／16i

5，632i89／12／22i

5，632i89／12／231

18」76i89／12／23i
18，1フ6189／12／24i

1 2 3 4 5 6 7

3201i3302i3301i340213401i3501i
3401i3502i3501i3602i3601i3701i
3201i3302i3301i3402i3401i3501i
4160i4150i4151i4163i4164i4127i
4160：320η　4150：3301：4151：3401：4163i
41511350114163136011416413了0“4127i
4160i3201i415013301i415113401i4163i
3301i3401i　K17フi3501i　K176i3601i
3301i3401i　K177i3501i　K176i3601i
3301i3401i　K17713501i　K176i36011
3401i　K177i3501i　K176i3601i3701i
3401i　K177i3501i　K176i3601i3フ01i
3301：330213401i3402i3501：3601i
3401i3501：3502：360113602137011
4160i4150i4151i4163i4164i41271
4160i4150i415↑i4163i4164i412フi
4160i3201i4150i3301i41511340114163i
4151i3501i416313601i4164i3701i41271
415“3501i4163i3601i416413701i41271
320113301i330313401i3403i35011
3401　：　　3501：　　3503：　　36011　　3603　：　　3701　1

320U3301：3303：3401：3403：3501：
4160i4150i415114163i4164i412フi

4160i3201i4150i3301i4151i3401i4163i
4151i3501i4163i3601i4164i3701i4127i
3201i330313301i3403i3401i3501i
340113503i3501i3603i3601i3701i
3401　；　　35031　　35011　　36031　　3601　；　　3701　；

4160i415014151：4163：4164：4127：
4160i3201i4150i3301i4151i3401i4163i
4151i3501i4163i3601i4164i370114127i
4160i3201i4150i3301i4151i3401i4163i
3401i3501i3502i360“360213フ01i
330113302i3401i340213501i360“
3301：3401i　O657i3501i　O656i　O655i3601i
3401：0657：0656：3501：0655i3601：37011
4160i415014151：4163：4164：4127：
4160i3201i4150i3301i4151i3401i41631
4151i3501i4163i360114164i3701i4127：
3301i330213401i3402i3501i3601i
330“340“065マi　O656i350“0655i360“
3401i3501i3502i3601i3602i3701i
3401i　O657i　O65613501i　O65713601i37011
3201　：　　3303：　　3301：　　3401　1　　3403　：　　350τ　：

3401i350113503i3603：3601：3701：
4051i　O657i4038i　O656i404↑i　O655i4047：
4038i4041i　O657i　O656i4047i　O655i4044：
4160i4150i4151i4163i416414127i
4160i4150i4151i416314164i4127i
4160i3201i4150i3301i4151i3401i41631
4151i350Ii4163i360“4164i3701i4127i
3201：3301：3272：3303：3401：3403：3501i
3401i350113503i3601：3603137011
340U　O657i3501i　O656i3601i　O65513701：
3401i3402i3501i3502i3601i3602i3701i
3201i3271i330113302i3401i3501i
416014150i4151i4163i4164i4127i

416013201i415013301i4151i340114163i
4151：3501：4163：3601：416413フ01：41271
4160i32011415014151141631
32011327η3301i3302i3401i3402i3501：
3401i3602i3501i3502i3601i3701i
3201i33G2i3302i3402i3402i　O657i3502i
3401i　O655i3501i　O656i3601i3701i
4160i4150i4151i4163i41641412フ1
4160i4150：41511416314164i41271
416013201：415013301：415113401：41631
415113501：416313601：4164」一．370114127i
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一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定 備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　臼 ファイル名
説　　　　明 ｛ファイル継換え：書巌えたファイ1レは翼が付く）

1989．12．26 R8911A，sec 海洋二次ガス

1989，12．26 R8911B，sec 海洋二次ガス

1989，12．2フ R8911C．seo 海洋二次ガス

1989，12．27 R8911D，sec 海洋二次ガス

1989．12．28 R8911E．sec 海洋二次ガス

90．01．05貫 WS9001．thr RB戻り 3301－330313401→3403：3501一・3503

90．01．06τ W9001B．thr RB戻り

1990，1．8 09001A．thr 海洋観測用 記録はあるがファイルなし

1990．1．10 09001F．THR 海洋観測用 330ppm観測用ガス
1990．1．11 09001M，thr 海洋観測用
1990，1．12 090010，thr 海洋観測用

1990，3．1 PS9003．fir

1990．3．1 SS9003，sec

1990，3．2 S9003B．sec

1990，3．2 S9003C．sec

90．03，03i W9003A．thr RB送り

90．03，05↓ W9003B．thr RB送り

90，03，05↓ W9003C，thr RB送り

1990．3．8 WgOO3D．THR

90．03．06 C9003A．thr 東北大比較用帰着分検定 名変更（C89121，thr）

1990．3．フ S9003D．sec

90，03．08 WC9003．thr 比較ガス東北大検定品 名変更（W9003A．thr）

90．03．09 W9003F．thr

1990，3．12 S9003A，sec

1990．3．19 090D3，thr 海洋観測用
1990，3．22 09003B，thr 海洋観測用、

1990．3．26 9003D1．thr 海洋観測用

T90，03，28 W90036。thr RA戻り

τ90．03．28 W9003H，thr RA罠り

↑90．03．29 W90031，thr RA戻り

↑90．03．30 W9003J．thr

1990。4．2 90035A，thr 海洋観測用
1990，4．5 9004A．thr 海洋観測用
1990，4．6 9004B，thr 海洋観測用
1990．4．9 9004C．thr 海洋観測用

1990．5．28 PS9005，fir

1990．5．28 S9005A．sec

1990，5．29 S9005B．sec

1990，5．30 S9005C．sec

↓90．06．01 W9006A．thr RA送り（3272一・3271）

↓90．06．02 四9006B．thr RA送り（3272→3271）

三90．06．04 W9006C，thr RA送り

↓1990／6／5 D9006D．THR RA送り

90．06、25T W9006E．thr RB戻り

90．06．26↑ W9006F，thr RB戻り

90，06．26↑ W9006G．thr RB戻り

90，06．27 C9006A，thr 比較ガス試験
90，06．28 C9006B．thr 比較ガス試験

1990．7．30 P9007A．sec SIO向け1次標準ガス
1990．7．31 P9007B，sec SIO向け1次標準ガス
1990．7．31 P9007C．sec SIO向け1次標準ガス

1990，9．4 P9009A．fir

1990，8．9 9008A，thr 海洋観測用
1990，8．10 9008B．thr 海洋観測用
1990．8．13 9008G，thr 海洋観測用
1990，8．14 9008D，thr 海洋観測用
1990，8．15 9008E．thr 海洋観測用
1990．8．16 9008F，thr 海洋観測用

1990．9．4 S9009A．sec

1990，9．5 S9009B．sec

1990．9．5 S9009C．sec

1990，9．5 S9009D，sec

9Q．09．06↓ W90Q9《．thr RB送り

90，09．06↓ W9009B，thr RB送り

90．09．07 C9009A．thr 比較ガス試験

丁90．09．26 W900D．thr RA戻り

190．09．26 W9009E．thr RA戻り

190，09．26 W9009F．thr RA戻り

1990，10．29 9010A，thr 海洋観測用

1990．10．30 9010B．thr 海洋観測用

ファイル名　i容　量i日　付

R8911A．SEC　i18，176i89／12／26

R8911B．SEC　i18，176i89／12／26

R8911G，SEC　i18，1了6189／12／27

R8911D，SEC　i18，176i89／12／27

R8911E，SEC　i！5，616i89／12／28

WS9001X，THR　i19、968i90／01／05

W9001B，THR　i15，616i90／01／06

0900IF．τHR

O9001”，THR

O90010．THR

PS9003．FlR

SS9003．SEC

S9003B。SEC

S9003C．SEC

W9003A．THR

W9003B，THR

W9003C，THR

W9003D．THR

C9003A．THR

S9003D，SEC

WC9003．τHR

W9003F，丁”R

S9003A．SEC

OgOO3，THR

O9003B．THR

9003D1．THR

W9003G．THR

W9003H，THR

W90031．THR

W9003J．THR

90035A，THR

9004A．THR

9004B．THR

gOO4C．THR

PS9005．FIR

S9005A，SEC

S9005B，SEC

S9005C．SEC

W9006AX．τHR

W9006BX．THR

W9006C，THR

W9006E．THR

W9006F，THR

W9006G．THR

CgOO6A．THR

C9006B．THR

P9007A，SEC

P9007B．SEC

P9007C，SEC

P9009A，FIR

9008A，THR

9008B，THR

9008C．THR

9008D，THR

9008E，THR

9008F．THR

S9009A．SEC

S9009B．SEG

S9009C，SEC

S9009D．SEC

W9009A．THR

W9009B．THR

C9009A．THR

W900D．THR

W9009E．THR

W9009F，THR

9010A，THR

9010B．THR

　1

i3092i
i3092i
i3Q861
i3087
i3089
i3201
i340↑

i18，176i90／01／10i

i18，176i90／01／11i

i18，176i90／01／12i

　5，632i90／03／01i

l18，176i90／03／01i

　9，216igG／03／02i

i13，055i90／03／02i

　7，936190／03／03i

　7，936190／03／05i

　7，936i90／03／05i

　9，216i90／03／08i

　8，960i90／03／06i

i11，008i90／03／0フi

　4，864i90／03／08i

　7，936i90／03／0gl

i54，016190／03／12i

l18，176i90／03／1gi

l27，136igO／03／22i

i27，136i90／03／26i

i15，616i90／03／28i

i13．056i90／03／28i

i15，616i90／03／2gi

i15，616190／03／30i

i27，136i90／04／021

i27，136i90／04／05i

i23，296i90／04／06i

i26，880i90／04／09i

　5，632i90／05／28i

i18，176i90／05／28i

i18」76i90／05／2gi

i18，176i90／05／30i

i18，176i90／06／01i

i18，176i90／06／021

i15，872i90／06／04i

　　　i90／06／05i
i15，616i90／06／25i

i15．616i90／06／26i

i15、360i90／06／26i

i18，”6i90／06／27i

l18，1フ6i90／06／28i

i18，176i90／07／30i

i18，176i90／07／31i

i10，496i90／07／31i

5，632igO／09／04i

i27」36i90／08／0gi

i2フ」36i90／08／10i

i27，136igO／08／13i

i26，880i90／08／14i

i23，296i90／08／151

123，296i90／08／161

i18，1フ6i90／09／04i

i27，136i90／09／04i

i18，176i90／09／05i

i15，616i90／09／05i

l27，136i90／09／05i

l15，360i90／09／06i

il8，176i90／09／07i
i18，176i90／09／251

　8，960i90／09／26i
i11，264i90／09／26i

i23，296igO／10／2gi

l27．392190／10／30i

　2　　3　　4　　5　　6　　7
・4151i4163i3084i4164i3091i4127i
　4151i4163i3084i4164i3091i4127i
。3085i4160i4玉50i3090i415“41631
i4163i3088i3089i416014150i4151i
：　　4163：　　3088：　　4160：　4150：　4151：

i3303：330113403：3401：3503i3501i
i3503i3501i3603i3601i3701i

3201i3501i3060i3058i305gi
3068i3301i3090i306gi3070i
3601i3062i3063i3064i3092i
4160i415014151i4163i41641
4160：3201：4150：3301：4151：

4151i350“416313601141641
4160i4163i4150i4151i3201i
320113303i3301i3403i3401i
3401i3603i350113503i3601i
3401i3603i3501i3503i3601i
3201i3272i3301i　O657i3401i
3301i　O657i3401i　O655i3501i
4160　：　　3201　1　　41501　　33011　　4151　1

3201i327213301i　O657i3401：
320可i3403i3301i3303i3401i
4151i3501i4163i3601i4164i
308フ13090i3085i308gi30681
3085i3091i3090i3086i3058i
3086i3084i3064i3063i30621
3201i3501i3302i3402i3301i
3201　：　　3301：　　3302：　　34011　　3501　1

3401135021350113602i3601i
340η350213501i3602i3601i
3086i4038i403gi3092i3084i
3085i3091i3090i3086i4040i
4036i3090i3087i4037i3085i
3090i3084i3086i3091i3065i
4160i4150i415114163i41641
4160　：　　32011　　41501　　3301：　　4151　1

4151i3501：416313601：41641
4127i3フ01i4164i360Ii41631
3201i32フ113301i3302i3401i
3201i327113301i3302i3401i
340113602i3501i3502i3601i
3401i3501i3502i3601i3602i
340113503i3501i3603i3601i
3401　1　　3503：　　3501：　　3603：　　3601　：

3201i3203i3303：3301i3401i
3301i　O657i3401i　O656i350η
3401i　O657i3501i　O65613601i
4160i　O208i4150i　O210i4151i
4151i　O212i4163i　O204i4164i
4164i　O205i　O206i4127i
4160i4150i415114163i4164i
3085　1　　3091：　　3086：　　30901　　4035：

3085i3091i3086i3090i4035i
3087i4037i4036i3068i3085i
3086i3091i3062i4038i403gl
3086i3066i3084i3092i3064i
308フi3069i3085i3090i3057i
3201i3301i3401i4163i4151i
3201i3301i3401i4163i41511
3701　：　　4151：　　360，1　　35011　　41271

4151i4163i4164i4127i3601i
3272i330313403i350113401i
3401i3701i3603i350313601i
657i656i655i3701i3601i
3502i3602i3701i360Ii3501i
3302i3402i3501i340Ii3301i
3201：3301：3401i3501：3302：
3090：　　3085旨　　308フ1　　30681　　3069｝

3085t3090」30霞L．3091三3煕」．．

3401i3301i
3085i3201i
3084i3701i
41271

3401：41631
3701i4127i

3501i

3701i

3701i

O656i

O656：

34011

3501i

3501i

3701i

3070i

305gi

3092i

340“

350了i

3601i

4163i

O655i

4127：

3069i

3060i

3091i

3701i

3701i

3091i4041：
4035i4034i
308gi

3066i3067i
4127i

3401：4163i
3701i4127i

3501i4151：
3402i35011
3402i3501i
3701i

3701i

37011

370て1

35011

0655i36011
0655i3701：
020gi4163i
O213i4127i

4127：

3058140341
3058i4034i

30goi3089：
3092i3084：
3091i

308gi

4150i4160i
4150：4160i
4164：4量63i
3501i

3301i3201：
3501i

350Ii3401i
34011

32011

30891
305714034i
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一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定
説　　　　　明

備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名
（ファイル書搬え書き猷たファイ1レ繊が付O

1990，10．31 901㏄，thr 海洋観測用

1990．11．1 9010D．thr 海洋観測用

1990，12．3 P9012A，fir

1990，12．3 S9012A．sec

1990．12．4 S9012B，sec

↓90，12．05 W9012A，thr RA送り

ユ90．12．06 W9012B，thr RA送り

1990．12．10 9012A．thr 海洋観測用

1990，12．11 9012B．thr 海洋観測用

1990，12．12 9012C，thr 海洋観測用

1990．12．13 9012D，thr 海洋観測用

1990．12．19 P9012B．fir

1990，12．19 P9012C，flr

1990．12．20 S9012C．sec

1990，12．21 S9012D，sec

1990、12．25 S9012E．sec

90．12．26↑ W9012C，thr RB戻り

90，12．27↑ W9012F，thr RB戻り

90．12．28↑ W9012E，thr RB戻り

91，01．07曾 W9101A．thr RB戻り 年違い90→91

91，01．08↑ W9101C．thr RB戻り 年違い90→91

191．01．08 W9101A．sec 埼玉

191．Ol．09 W9101B，sec 埼玉

！91，01，10 W9101C．sec 埼玉

↓91．01．11 W9101D．sec 埼玉

二次詰め え（91年1～3月）

1991．3．13 P9103A．fir

1991．3．15 P9103D，fir

1991，3．16 S9103A，sec

1991，3．18 S9103C，sec

91，03，19↓ W9103A．thr RB送り

91．03，20↓ W9103B．thr RB送り

91．03，20↓ W9103C，thr RB送り

91，03．25 C9103A，thr 比較ガス試験 不良ファイル

91．03，27二 W9103AS．thr 埼玉 名変更（W9103A．thr）

91．03，28↓ W9103DS，thr 埼玉 名変更酬9IO3D，thr）

1991．3．26 J9103A，THR 温セン 403，402を検定

91．03．29 J9103B．thr 温セン 403，402，656を検定

τ91，04，01 W9104A，thr 埼玉

τ91，04，02 W9104B，thr 埼玉

T91．04．03 W9104C．thr 埼玉

1991，4．4 W91040，THR 埼玉R←3戻り 失敗？

重91．04．04 W9104F．thr 埼玉RA－3戻り

1991，4．11 W9104H．τHR 埼玉
1991，4．12 W9104LTHR 埼玉 途中で停止

↑91．04．05 W9104Aw，thr RA－3戻り 名変更創9104A，thr）

90，04．10 W9104G．thr 埼玉

90，04．12 W9104J．thr 埼玉

1991．4．15 P9104A，fir

1991，4．16 P9104B．fir

1991，4．16 S9104B，sec

1991，4．17 S9104C．sec

1991，4．18 S9104D．sec

1991．4．19 S9104E．sec

1991．4．20 S9104F，sec
1991．4．22 S91046，sec 新旧1次標準ガス比較
1991，4．23 S9104H。sec 新旧1次標準ガス比較
1991．4．24 S9104L　sec 新旧1次標準ガス比較

91，05．20 C9105A，thr 比較ガス試験 破損ファイル？

1991．6．28 P9106A．sec 新旧1次標準ガス比較

1991．6．29 P9106B，sec 新旧1次標準ガス比較
1991，フ．2 P9106E，sec 新旧1次標準ガス比較

1991．7．3 P9106J．sec 新旧1次標準ガス比較

1991．7．22 P9107B，fir

1991，7．22 P9107D．fir

1991．12．2 P9112B，fir

ファイル名　容量・日付　1　2　3　4　5　6　7
9010C，THR　l23，296：90／10／31：3086i

9010D．THR　19，20090／11／01i3057i
P9012A．FIR　　　　　5，632　190／12／03　』　　41601

S9012A，SEG　18，176：90／12／03・4160i
S9012B．SEC　18，176’90／12／04i4151i
W9012A，τHR・，4，096，90〆12／05：3301i

W9012B，THR　11，776i90／12／0613502i

9012A．THR　26，88090／12／10i30691

iiiilil　iii！iii…iilii儲iii

P9012B，FIR　5，63290／12／19141601

P9012C．FIR　5，632：90／12／19：4160i
S9012C，SEC　18，176190／12／20i41601
S9012D．SEC　17，920　90／12／21i4127i
S9012E．SEC　18，”6190／12／25i4160i
W9012C，THR　11，520190／12／26i3201Pl

W9012F．THR　4，86490／で2／2η3201i
W9012EJHR　8，960，90／12／28i3503i
W9101AX．THR　4，864190／01／0フi35031
W9101CX．THR　15，61690／01／0713503i

W9101A，SEC　18，17691／01／08i8514：
W9101B．SEC　l5，616191／01／0gi4038i
W9101C，SEC　15，61691／01／10i8514i
W910ID．SEC　17，92091／01／11i407gi

P9103A，FIR　5，632i
P9103臥FIR　5，632i

S9103A．SEC　i8，176i
S9103C，SEC　18，176i
W9103A．THR　17，152i
W9103B，THR　8，1921
W9103C，THR　8，704i

C9103A．THR　　256i
W9103AS．THR　18，4321
W9103DS，THR　18，176i

J9103A，THR　8，960i
J9103BTHR　11，5201

W9104A．THR　18，176i
W9104B，THR　18，176i
W9104C，THR　15，616i

liliiili

C9105A，THR　　　　　4，864

P9106A，SEC　18，176i
P9106B．SEC　18，4321
P9106ESEC　18，1了6i

P9106J，SEC　17，920i
P9107B．FIR　5，632i
P9107D、FIR　5．632i
P9112B，FIR　5，632i

3091i3062i3092i3064i30841
3090i3089i308713085i
41507　　415I　l　　41631　　4164：　　412フ：

3201i4150i3301i4151i3401i41631
4163i416414馨27i37σ1i3601i3501i
327“3302i3402i360重i35Qli34QIl
3602i3701i3601i3501i3401i
3087i3070：3089：3090：3085：4036i

i§ilii§ii羅lii§lii§iiliiiii

415014151i4163i4164i4127i

4150：415114163i4164i4127i
4150i4151i4163i340113301i3201：
416414163i4151i3501i3601i3701i
4｛50i4151i4163i3401i330“320“
3301i3401：3501i3503i3403i3303i
3301i3401i3501i3403i3303i
360313701i3601i350Ii34011
3603i3701i3601i350113401i
3603i3701i3601i3501i34011
404614079141641416314151i4150i
4048i4127i4164i4163i4151i
4046i4164i4163i4151i4150i
4038i4048i4127i416414163i4151i

91／03／13i4160i4150：4151：
91／03／15i4160i4150i41511
91／03／峯6i4薫60i3201i415Ql
91／03／18i4151i3501i4163i
91／03／1gi3201i32721330”
91／03／1gi3201：330113272i
91／03／2013301i3401i3503i
91／03／25i3201i3301i3401i
91／03／27i32011033413301i
91／03／2813301i　O349i3401i

9責／03／26i32011B403i3301i
91／03／2gi3201i3301i3401i
91／04／01i330“3401i350“
9コ／04／02i3201i3301i3401i

91／04／03i3201：3301：3401：
91／04／04i4046i407gi34021
91／04／04i4046i407gi3402i
91／04／11i4046i4079i3501i
91／04／12i3501i3401i3301i
91／04／05i320113301：3401：
91／04／10i4046i407gi3501i
91／04／12i4046i407gi35011
91／04／15i4160i4150i41511
91／04／16i416014150i4151i
91／04／16i4160：4150i4151i
91／04／1714160i4150i4151i
91／04／18i31ア1i3201i3301i
91／04／1gi3401i3501i3601i
91／04／20i370113601：4151：

91／04／22i208i210i20gi
91／04／23i4151i4163i4164i
91／04／24i4151i41641205i

91／06／28i4163i4164：4127：

91／06／2gi20gi212i204i
91／07／02i20gi4163i212i
91／07／031211　208i4160i
91／07／2214160i4150i4151i
91／07／22　1　41601　　4150：　　4151：

91／12／02i4160i415014151i

4163：416414127i
4163i4164i41271
330“415“3401i4163i
3601i4164i3701i4127i
3303i3401i3403i350“
3403i3401：3501i
350塀3603136011
3501i655i656i657i
O338i3401i　O349i3501i
O35813501i　O370i3601i
3401i　B402i3501i
3501i　A6561B403i　B4021
360“4048i4038i4079i
3501i4079i4046i8514i
35011407914046i
350113401i3301i3201i

3501i340Ii3201i330η
3401i330113201i
320114046i4079i
3501：3602：350213302i
340聾330113201i
3401i3301i3201i
4163i4164i4127i
4τ6314164i4127i
4163i3301：32011
4163i3301i320113重711
4163i4151i4150i4160i
4127i4164i4163i41511
4163i4164i41271
4163i4151i4150i4160i
4127i204i2121
21314127i4163i

213：204：2121　209i
213i4127i4164i4163i
4164i204i4127i213i
210i415014151i20gi
416314164i4127i
416314164141271
4163i4了64i4127i
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表一4（b）1986年11月から1997年8月までの間の旧検定システムで得られた測定データファイルと検定ボンベのリスト（第二世代）。

一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定 備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名
説　　　　　明 〔ファィル書き換え：書き換えたファイ1レはK鮒（｝

一次STD変更 JMA86→JMA91
1991，5．1 P9105B，fir

1991，5．1 P9105C，fir

1991，5．1 P9105A，fir

1991．5．2 P9105D．fir

1991．5．2 P9105F．fir

1991．5．2 P9105G，fir

1991．5．2 P9105E．fir

1991．5．7 S9105A，sec

1991，5．8 S9105B，SEC 二次ガス値付け 前日と同じ組み合わせ
1991．5．9 S9105C．sec 二次ガス値付け

1991．5．10 S9105D．sec 二次ガス値付け
1991．5．13 S9105E．sec 1991．5．15 二次ガス値付け

R9105A．sec 海洋二次ガス
1991．5．16 R9105B．sec 海洋二次ガス
1991，5．17 R9105C．sec C9105A．thr 海洋二次ガス

91，05．20 比較ガス試験 失敗？

1991，5．22 9105A．thr 海洋検定
1991．5．23 9105B．thr 海洋検定 ファイル大きすぎ
1991，5．23 9105C。thr 海洋検定
1991，5．24 9105D．thr 海洋検定
1991．5．27 9105F，thr 海洋検定
1991．5．27 9105E．thr 海洋検定
1991．5．28 9105H，thr 海洋検定
1991．5．28 9105G，thr 海洋検定

↓91．06．06 W9106CS．thr 埼玉 名変更（W9106C．thr）

191．06．0フ W9106DS．thr 埼玉 名変更（W9106D．thr）

↓91．06．10 W9106ES，thr 埼玉 名変更（W9106E，thr）

↓91，06．11 W9106A．thr 綾里
191．06．12 W9106B．thr 綾里
↓91．06．13 W9106C，thr 綾里
↓91，06．14 W9106D．thr 綾里
191．06．15 WglO6E，thr 綾里

91，06，17r W9106F．thr 埼玉
91．06．18↑ W9106G．thr 埼玉 W

1991，6．20 9106A，seG 海洋二次ガス
1991．6．20 9106B．seo 海洋二次ガス
1991．6．21 9106C．seG 海洋二次ガス

91．07．04↑ W9107B．thr 綾里 W
91，07，05τ W9107D，thr 綾里 W

1991．7．30 9107A，thr 海洋検定
1991，7．31 9107B．thr 海洋検定
1991，8．1 9107c，thr 海洋検定
1991．8．2 9107D、thr 海洋検定

91．08，13↓ W9108B．thr 埼玉 W
91，08，141 W9108D．thr 埼玉 w
↑91．08．21 W9108F，thr 埼玉 W
191．08．22 W9108H．thr 埼玉 失敗？ W
191．08．23 W91081，thr 埼玉 失敗？ W

91，09，12↓ W9109B．thr 綾里 W
9i．09，131 W9109D．thr 綾里 w

91，09．17 C9可09A，thr 比較用 C
91．09．20 C9109B．thr 温セン比較 C
91．09．21 C9109C．thr 温セン比較 C

↑91，10．04 W9110B，thr 綾里 W
τ91．10，05 W911㏄．thr 綾里 W

191，10．23 W9110A．thr 埼玉 w
191．10．24 W9110CS，thr 埼玉 名変更（W911㏄，thr） w
91．10，291 W9110D．thr 埼玉 w
91．10，30r W9110E．thr 埼玉 W

1991．10．31 9110A．thr 海洋検定 9
1991，11．1 9110B，thr 海洋検定 9
1991，11．5 9110C，thr 海洋検定 9
1991，11．6 9110D．thr 海洋検定 9
1991．”．11 9111A．thr 海洋検定 9
1991．11．12 9111B．thr 海洋検定 9
1991，11．13 9111C，thr 海洋検定 9
1991．11．15 9111D．thr 海洋検定 9

ファイル名　容量i日付

P9105B．FIR　3，8401
P9105C．FIR　　4，864i
P9105A，FIR　3，840i
P9105D．FIR　3，840i
P9105F，FIR　3，840i

P9105G．FIR　3，840i
P9105E、FIR　4，864i
S9105A，SEC　18，176i
S9105B．SEC　　9，216i
S9105C，SEC　19，968i
S9105D．SEC　18，176i
S9105E，SEC　17，920i
R9105A．SEC　i27，136i

R9105B・SEC　i23，296i

R9105C．SEC　19，712i
C9105A，THR　　　　　4，864

9105A，THR　i23，2961
9105B．THR　i352，フ68i

9105C．丁日R　i25，344i

9105D．THR　i20，992i

9105F・THR　i23，552i
9105E汀HR　i26，880i
9105H，THR　i23，0401
9105G．丁目R　i23，040i

W9可06C，THR　15，616i
W9106DS．THR　18，176i
W9106ES，THR　18，176i
W9106A．THR　18，1761

W9106B・THR』i29，952i

W9106C汀HR　18，176i
W9106D．THR　18，176i
W9106E．THR　i21，760i
W9106F，THR　18，176i
W9可06G，THR　i29，952i

9106A．SEC　i2フ，136i
9106B，SEC　i27，136i

9106C・SEC　i27，136i
W9107B．THR　18，176i
W910フD，THR　13，3121

9107A．THR　i27，136i
9107B．THR　i27，136i
9107C，THR　i27，136i
9107D、THR　i27，136i
W9108B，THR　11，520i

W9108D．THR　3，328i
W9108F．THR　8，448i
W9108H．THR　　1，792i
W9108LTHR　　1，280i
W9109B．THR　18，176i
W9109D．THR　15，616i
C9109A，THR　17，920i

C9109B・THR　9，216i
C9109C，THR　15，360i
W91r10B，THR　18，176i
W9110C．THR　15，360i
W9110A．THR　4，864i
W9110C．THR　11，520i
W9110D．THR　15，616i
W9110E，THR　11，264i

911QA・THR　l23，040i
9110B．THR　i23，040i
9”OC．THR　i23，040i
9110D，THR　i23，040i
9111A．THR　27，136i
9111B．THR　i23，296i
9111αTHR　i23，296i

9111D・THR　：23，2961

91／05／011

91／05／01

91／05／01

91／05／021

91／05／02i

91／05／02i

91／05／02i

91／05／07i

91／05／08i

91／05／0gi

91／05／10i

91／05／13i

91／05／15i

91／05／16i

91／05／1η

2
3
3
4
7
7
8
8
6
7
0
1
2
3
4
5
7
8
0
0
1
4
5
0
1
1
2
3
4
1
2
3
2
3
7
0
1
4
5
3
4
9
0
1
1
5
6
1
2
3
5
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2
2
2
2
2
2
2
2
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0
1
1
1
1
1
1
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2
2
2
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2
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1
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08
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／
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
「
9
9
9
9
9
9
曹

1　　　2

204　　213
207　　211
204

204　　213i

204　　213：
204　　213　：

204，213i
3501i3601i
3501’3601i
3201　3301i
210　　20g　i
207　　211i

210　　209：

204i2051

3087i3070i
309“　3056i
3091i3086i
3092i3063i
320115547i
3401i33011
3301i3401i
3501i3601i
3201i　O332i
3301i3401i
3201i3301i
3271i33021
3201　：　　33011

3201i33011
3201i3301i
3201i3301i
3201i3301i
9316i5266i
O208i　O210i
3087：0211i

O204i　O213：
320113303i
3401i35011
3201i5547i
3401i3057i
3301i3401i
3501i3601i
3201：3301i

3501i36011
3201i4593i
3301i3401i
3201i3520i
3501i3401i
330113401i
3201：0657i
3201　：　　3301　1

3301i　O403：
3201i3302i
3301i3401i
3301i3601i
3501i3601i
3501i37gi
3201：33011

35G1i36011
3301i4040：
9757i5547i
3068i4035i
3021i6642i
9757i5547i
3301i3065i
3501：3601i

3 4 5 6 7

208　210i209　2121
　　　210i209　212i
208　　210i

　　　210i209　212i
205i　　　　　212i
205　1　　206　1

205：206i　　　2121
205i206i3701i3601i35011
3フ01i206i205i2131204i
3701i206i205i213i　204i
3401i204i212i209i210i
212i204i3401i3301i3201i
208i210i5547i9757i5548i
212　：　　204　1　　3086　1　　3090：

206i9フ56i213i

3085i3090i308gi4036i
305gi30B5i3090i3086i
3085i3090i3067i4040i
3084i3086i3091i4038i
4037i30691975715548i
306013061i975715547：305フi
3601i3501i4041i3066i
306419フ56i403gi3701i
3301i　O338i3401i3501i
3501i3601i　O366i　O356i　O346i
3401i350112157i8222i4170i
3402i3501i3401i3301i3201i
340113501：3402：3302132711
340113501i3602i350213402：
3401i3501i3402i3302i3271i
3401i3501i3302i3271i
3401i3501i9316i8411i4073i
5304i3601i3501i3401i3301i
O209i　O212i6641i3090i6642i
O208i　O210i3085i3089i　O207i
O205：020613092：3084：3091i

3301i3403i3401i3503i3501：
3603i3601i3701i
5548i3068i306gi4037i9757i
5547i9757i3061i3060i3301i
3065i4041i3601i3066i3501i
3064i3062i9756i4039i3701i
340113501：034510340i
3701：9756i9255：6690：3128i
3301i4170i3401i8222i350B
3501i360112157i822214170i
3301i3401i3501i215フi
3403i3301i3303i3272i3201i
3503i3501i3603i3601i
3301i　O656i3401i　O655i3501i
O403：340110495i350111494i
3401：3501i　O495i36011
3301i3402i3401i3502i3501i
3602i3501i　O103i3601i
3401i3501i368i34gi344
388i3701i9756i　408i
3601i385i3701i9756i403i
340：345i3401i3501i
30631　　4038ミ　　9756ξ　　3了01　1

3501：3601i403413401i
305gi3056i3301i3401i
55481975715547i3021i
5548i4035i3070i4036i9757i
3057i3401i3301i3058i
3501i3601i3067i3401i
3062i3091：9756：3701i
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一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用S TD検定 海　洋 関　係 その他の検定
説　　　　明

備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名
1ファイル書き換え書き換えたファイ1レはKが付G

1991．11．19 P9111C．fir

1991，11．19 P9111A，fir

1991．11．19 P911¶E．fir

1991．11．20 S9111B，sec

1991．11．21 S9111C．sec

1991．11．22 S9111E，sec

1991，11．25 S9111F．sec

1991．11．26 S9111G．sec

1991．11．2ア S9111H，SEC

↓91，12．02 W9112A，thr 綾里

↓91．12．04 W9112B．thr 綾里
91．12，09↓ W9112A．thr 埼玉 名変更（W9112A．THR）

91．12，11↓ W9112C．thr 埼玉 ファイルなし

91，12，10ユ W9112BS、thr 埼玉 名変更（W9112B，THR）

91，12，17旦 S9112A．thr 埼玉 フアイルなし

91，12．18工 S9112D．thr 埼玉

91，12．21↑ W9112C．thr 綾里

91．12．24τ W9112D．thr 綾里

91．12，11↓ W9112C，thr 埼玉 名変更（S9112C．thr）IW9112D．thrと同

91，12．25 W9112DS，thr 埼玉 名変更（W9112D．THR）

↓91．12．26 S9112AS．thr つ 名変更〔S9112Athr），脚9112E．thrと同

91，12．26 W9“2E．thr 埼玉

191．12．27 S9112Ak．thr 気象研 名変更

191．12．28 S9112B，thr 気象研

二次標準ガス変更
1992，3．3 S9203A．sec

1992．3．4 S9203B．SEC 中断IS9203Bでやりなおし

1992．3．4 S9203C．sec

92，03，05↓ W9203A，thr 綾里

92，03，06↓ W9203B．thr 綾里

1992．3．9 9203A．sec 海洋二次ガス

1992，3，IO 9203B．sec 海洋二次ガス

1992．3．23 9203A．thr 海洋検定

1992．3．24 9203B，thr 海洋検定

1992，3．24 9203C，thr 海洋検定

1992．3．25 9203E，thr 海洋検定

1992．3．25 9203D，thr 海洋検定

1992，3．26 9203F．thr 海洋検定

1992，3．26 9203G．thr 海洋検定
1992．3．27 9203C．sec 海洋二次ガス

1992，3．27 9203H，thr 海洋検定

τ92，03．30 W9203C．thr 綾里

τ92．03．31 W9203D．thr 綾里

1992．4．1 9204A．thr 海洋検定

1992．5．19 P9205D．fir

1992，5．19 P9205B．fir

1992，5．19 P9205C，fir

1992．5．20 S9205A．sec

1992，5．21 S9205B、sec

1992．5．22 S9205C，sec

1992．5．25 S9205D．sec

1992．5．26 S9205E，sec

1992，5．27 S9205F，sec

1992．5．28 S9205G．sec

1992．5．28 9205A．thr 海洋検定

1992，5．29 9205B．thr 海洋検定

1992．6．1 9205C．thr 海洋検定

1992．6．2 9205D．thr 海洋検定

工92，06．03 W9206A．thr 綾里 W
↓92．06．04 W9206B．thr 綾里 w

92．06．05 C9206A．thr 化検

92，06．08 C9206B，thr 化検

92，06．11 C9206C．thr 化検

92．06．12 C9206D．thr 化検

192，06．17 C9206E．thr 化検

1992．6．18 C9206F．THR 化検 失敗？

正92．06，19 C9206G，thr 化検

↓92，06．25 C9206h，thr CMDL
↓92．06．26 C92061．thr CMDL

92．06．29↑ W9206C．thr 綾里 W

ファイル名　容量日付
P9111C，FIR

P9111A．FIR

P911IE．FIR

S9111B．SEC

S9111C．SEC

S9111E．SEC

S9111F．SEC

S9111G．SEC

S9111H，SEC

W9112A．THR

W91重2B．τHR

W9112AS．THR

3，840i91／11／19
4，864i91／11／19．

4，608i91／11／19

18，176：91／11／20

18，176i91／11／21・

18，1フ6i91／11／22

18，176i91／11／25

18，176i91／”／26

18，432i91／11／27。

18，176i91／12／021

15，616i91／12／04：

15，616：91／12／09

1 2 3 4 5 6 7

　　　　　　　210i208i211　207i
　　　　212i204i213i205i206i
209　212i210i208i211i
208　210i3201i209i3301121213401i
212　204：35011213：3601：3701：　205i
204　4164：412フ：213：205：9756i206i
210　4151i20gi4163：664Il212i　2041
211　208i554714160i210i4150i2091
207　5548i211i9757i208i6642i210：
3201　3301i3271i3302i3401i3402i3501i
3301　3401i3502i350Ii3602i360“
3201　3301i3128i3401i3105i3501i

W9112BS．THR　15，616i91／12／10　3501　75741360115835137019756：3092i

S9112D．THR

W9112C　THR

W9112D，THR

W9112CS，THR

W9112DS．THR
S9112AS，丁卜IR

W9112E．TUR

S9112Ak．THR

S9112B，THR

C
C
C
R
R
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
R
R
　
R
R
R
C
C
C
C
C
C
C
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R
R
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R
R
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C
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H
H
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H
H
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S
S
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T
E
E
H
H
H
H
H
H
H
E
H
T
T
H
F
F
F
S
S
S
S
S
S
S
日
日
H
H
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
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S
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T
T
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T
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■
■
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T
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■

A
B
C
A
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■
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ー
，
、
■
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C
D
■
D
B
C
A
B
C
D
E
F
G
r
■
■
■
A
B
A
B
C
D
E
F
G
汁
L
α

3
3
3
3
3
A
B
A
B
C
E
D
F
G
C
H
3
3
A
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
A
B
C
D
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

0
0
0
0
0
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
5
5
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2
2
2
2
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
2
0
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
0
0
0
0
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

9
9
9
9
9
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
9
9
2
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
2
2
2
2
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

S
S
S
W
W
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
W
W
g
P
P
P
S
S
S
S
S
S
S
9
9
9
9
W
W
C
C
C
C
C
C
C
C
C
W

6，656i91／12／18，

18，432i91／12／21’

18，432i91／12／24

18，432i91／12／25

18，432：91／12／25：
15，360i91／12／26i

15，360igV12／261
18，176i91／12／27

15，360i91／12／28：

18，176i92／03／03

7，424i92／03／041

17，920i92／03／04覧

18，176i92／03／05

18，176i92／03／06

19，456i92／03／09：

27，136i92／03／10i

23，552ig2／03／231

23，040192／03／24

23，296i92／03／24i

23，296i92／03／25i

23，296i92／03／25i

23，296i92／03／26i

23，296i92／03／261

19，456i92／03／27i

23，040i92／03／27i

15，616i92／03／30i

15，616i92／03／31i

19，456192／04／0“

3，840i92／05／1gi

3，840192／05／19i

4，608i92／05／1gi

15，360i92／05／20i

15，872i92／05／21i

17，920i92／05／22i

18，176i92／05／25i

18，432i92／05／26i

18，432i92／05／27i

18，176192／05／281

2了，136i92〆05／28i

2フ，136i92／05／2gi

19，456i92／06／01i

27，136i92／06／021

18，176i92／06／03i

15，360ig2／06／04i

18－176i92／06／05i

15，616i92／06／08i

15，616i92／06／11i

15，616i92／06／12i

15，8フ2i92／06／17i

6，656i92／06／18i

15，360192／06／19i

18，176：92／06／25i

15，616i92／06／26i

l5，616192／06／29i

3501i380i3601i395i3701i410i97561
3301i3401i3603i3501i3503i3601i
3201i3303i3301i3403i3401i3501i
3301i4287i5381i3401i3501i4823i36011
3301i4287i5381i3401i3501i4823i3601i
3501　：　　3601：　　1044：　　3701：　　9756：　　8514：

350“360“1044137011975618514i
O210i7118：020gi4733i711610212i　O204：
20gi21217216i20414736i213i

210　3201i20gi3301i212，3401i204i
2121204i3501i213i3601i205i3701i
212i20413501i213i3601i3701：205i
3201：3272：3303：3301：3403：3401：3501i
495i3301134011350313501：3603：36011
0204i　O213i　O206i9756i　O205i
O207i　O211i　O208i　O210i6642i975715548：
330“3066i350“360“3067i34C“
3301i4034i404013601i3501i3401i
350113601i4038i3091i9756i37011
4035i3070i5548i6642i3201i9フ57i
4039　：　　30631　　9フ56：　　3601　：　　3501　：　　3701　：

30691403615548：664213201：9757i
9757i5547i3056i3061i3301i3401i
207　211i5547i210i2081
3060i305gi97571554713401i3301i
320113301i3302i3401i3402i3501i
3301i3401i3501i3502i3602i3601i
9757i3058i3401i3301i55471
　　　　　　　205　：　　204　：　213　：　　206：

　　　　　　　210：207：211　208i
212　20gi210i204i2131
206　205i213i204i3701i9765i
20612051213i204i3701i9765i
212　204i213i205i3601i3501i3401i
212　204i213i205i3601i3501i3401i
212　204i213i205i3601i350113401i
2081210：209：212：330113201：5547i
207　211：208：210：5547：975715548i
554814036i3068i4037i6642i320観97571
3301i404014041i3065i3601i3501i3401：
9フ57i5547i3401i3301i30571
3501i3701i3062i9756i4038i3064i3601i
3201i3301i340113501i3402i3302i3271i
3201i3301i3401i3501i3602i35021
5547　1　　3201：　　3301：　　34011　　340　　：　　　3201

3401i3501：345：3601：3456：3701i
6554i3201i3301i3401i340i320i
6554i320i3201i340i3301i3401i
340113501i360i36011380i37011
6554i320i3201i340i3301i3401i
6554i320i3201i340i3301i3401i
1413i3301i3763i3401i3501i　IO5113601i
3201　：　　1413：　　33011　　3763：　　3401　：　　3501　：

320U330313301：3403：340！」．．3501L

獅
懸
卑
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薄
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ー

一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定 備　　　考

検　定　日 フアイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名
説　　　　　明 〔ファイル髄換え，舘換えたファイルはXが付G

92．06．30丁 W9206D．thr 綾里

τ92、07、01 C9207A、thr CMD　L
τ92．07，02 C9207B．thr CMD　L
lg2．07，03 M9207A．thr 気象研
↑92．0フ．06 M9207B，thr 気象研
192．07．07 M9207C．thr 気象研
192．07．08 M9207D．thr 気象研
↑92．07．09 M920フE，thr 気象研

二次標準ガス変更 海洋と一体化
1992．9．2 S9209A．sec

1992，9．3 S9209B．sec

1992，9．3 S9209C，sec

1992．9．4 S9209D，sec

1992．9．7 9209A．thr 海洋検定
1992，9．8 9209B，thr 海洋検定

92．09，09↓ 四9209A，thr 綾里

92．09，10↓ W9209B．thr 綾里

↓92．09．1i W9209C，thr 綾里

92．09．14 W9209D，thr 南鳥島
92．09．16 W9209E．thr 南鳥島
92，09．17 W9209F．thr 南鳥島

τ92，09，21 C9209A，thr 化検

192．09．22 C9209B．thr 化検

1992，9．24 920gc，thr 海洋検定
1992．9．25 9209D．thr 海洋検定

192．09．28 W9209G．thr 綾里

τ92，09．29 W92091，thr 綾里
192．09．30 S92092．thr 埼玉

↓92，11．16 W9211A，thr 南鳥島
192．11．17 W9211B．thr 南扁島
↓92，11．18 W9211C．thr 南鳥島

↓92，11．19 W9211D，thr 南鳥島
↓92．11．25 W9211E．thr 綾里

ユ92．11．26 W9211F，thr 綾里 エラー？
1992，12．10 9212A．thr 海洋検定

1992，12．11 9212B．thr 海洋検定

1992．12．14 9212C，thr 海洋検定

1992，12．15 9212D，thr 海洋検定

1992．12．16 9212E．thr 海洋検定
1992．12．1フ 9212F．thr 海洋検定

93．01．05↑ W9301A，thr 綾里
93，01．06↑ W930IB，thr 綾里

193．03．01 S93035．thr 埼玉

lg3．03．02 S9303B．thr 埼玉
93．03，09↓ W9303B，thr 綾里

93．03，10t W9303C，thr 綾里
193，03．15 S9303C．thr 埼玉

193．03．16 S9303D．thr 埼玉

193．03．17 S9303E．thr 埼玉

193．03．24 W9303F，thr 綾里

↑93．03．25 W9303G．thr 綾里
↑93，03．25 W9303H，thr 綾里

↑93．03．26 W9303Lthr 綾里

1993，4．1 9304A，thr 海洋検定

1993．4．2 9304B．thr 海洋検定
1993．4．5 9304C．thr 海洋検定

1993，4．6 9304D，thr 海洋検定
1993．4．8 9304E．thr 海洋検定
1993，4．12 93046，thr 海洋検定
1993．4．13 9304H．thr 海洋検定
1993．4．14 9304Lthr 海洋検定

93．04，281 W9304A．thr 南鳥島
93，04．30↓ W9304B．thr 南鳥島
1993．5．11 W9305A．THR 綾里 9サイクルで中止？
93．05．12 W9305B，thr 南鳥島
93，05．13 W9305C．thr 南鳥島
193．05．17 W9305D．thr 綾里

↓93．05．18 W9305E．thr 綾里
↓93，05．19 W9305F，thr 綾里

1993，527 9305A．thr 海洋検定

ファイル名　容量i日付
W9206D．THR

C9207A．THR

C920フB，THR

M9207A．THR

M9207B，丁日R

M9207C，THR

M9207D．THR

M920フE．THR
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S
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C
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W
W
W
W
W
W
W
W
9

15，360i92／06／30i

15，616i92／0フ／01i

13，056i92／07／02i

13，312i92／07／03i

15，360：92／07／06i

17，920i92／07／07i

17，920i92／07／08i

”，920i92／07／ogi

17，920i92／09／02i

15，360i92／09／03i

15，360i92／09／03i

，18，432192／09／04i

17，920ig2／09／07i

17，920i92／09／08i

17，920i92／09／0gi

15，360i92／09／10i

15，360i92／09／111

15，360192／09／14i

17．920i92／09／16i

17，920i92／09／17i

15，616i92／09／211

15，616i92／09／22i

18，176i92／09／24i

18，176i92／09／25i

17，920i92／09／28i

15，360i92／09／29i

12，800i92／09／30i

17，920192／11／161

17，920i92／11／17i

15，872i92／11／18i

15，360i92／11／1gi

17，920i92／11／25i

i106，240i92／11／261

，17，920ig2／12／1Gi
17，920i92／12／11i

15，360i92／12／14i

15，360i92／12／15i

15，360i92／12／16i

15，360i92／12／17i

18，176i93／01／05i

15，616i93／01／06i

l5，616i93／03／01i

18，176i93／03／02i

18，176i93／03／0gl

l15，616i93／03／10i
13，312i93／03／15i

15，872i93／03／16i

15，616i93／03／17i

18，176i93／03／24i

18，432i93／03／24i

15，872i93／03／25i

15，616i93／03／25i

17，920i93／04／01i

15，616i93／04／02i

17，920193／04／05i

。18，1フ6i93／04／06i

17，920i93／04／08i

17，920i93／04／12i

18，176i93／04／13i

17、920i93／04／14i

15，616i93／04／28i

17，920i93／04／30i

14，848i93／05／11i

15，360i93／05／121

17，920i93／05／13i

1フ，920i93／05／17i

，15，616i93／05ハ8i

15，616i93／05／1gi

12，800193／05／271

2 3 4 5 6 7

3301i3401i3503i350113603i3601i
320111141i3301i1376i3401i3501i
3301i3401i3501i1105i3601i
5548i7238i9757i6642i5547i
975フ　1　　72201　　6642：　　7222：　　55471　　3201　：

3201：フ118：91531330114733：340113501i

3301i7116i3401：7216i7122i350113601：
350Ii4736i3601iフ226i3701i9756i47401

5548i207i9757i211i3201i208i210i
208i210i33011209i3401i212i
2091212i3501i204i3601i2131
204：3701：213：6641：205：206：9756i
5548i3069：4037：3201：3301：9757：3068i

3201i306013061i3057i3401i3501i3301：
3201i3301i404014043i3401i4046i3501：
3401i3501i3503i360113603i3701i
3401i3501i　O460i3601i192413701i
340113501i4788i360↑i1925i3701i
3201：330111494i4フ38i3401i478513501i
3201：3301：4782：4784：3401：478713501i
3201：3459：3301：3458i3401：3501：
3501i3457i3601i3701i3456i6641i
35011404Ii3066i340113065i370U36011
3601i3701i6641i3064i403gi3062i9756i
3301i3271i3302i3401i3402i3501i3601i
3401i3501i3502i3602i3601i3701i
4044i4054i6641i　O626i9756：
3201：3301：149414783：3401：478513501i
3201：330114782：4784：3401i4887i3501i
340H3501i　O460i360111924i3701i
3401i3501i4788i3601i1925i3701i
3401i3501i3402i3502i3601i3602i3701i
3301i3271i3401i3302i350113601i
3401i350“4041i306了i3088i3601i3701i
3601i3701i664114038i3064i9756i3063i
5548　：　　40361　　4035：　　97571　　3201　：　　3301　：

5548i306813070：9757：3201：3301：
3201i3061i3058i330113401i3501i
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3401i3501i3503i3601i3603i3701i
404113128i404フ19255i4044i4054i
4044i9278：4054i6098i6641：6260i9756i
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3301i3276i3307i3401i3407i3501i36011
3301i32フ1i3302i3401i3402i3501i3601i
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一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定
説　　　　明

備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名
〔ファイル盤換え：髄換えたファイ1レはK鮒G

93．06．17↑ W9306A、thr 綾里

93．06．18↑ W9306B，thr 綾里

1993，6．22 P9306B．fir

1993．6．22 P9306A，fir

1993．6．23 S9306A，sec

1993．6．24 S9306B，sec

1993，6．25 S9306C．sec

1993，6．28 P9306D，fir

1993，6．28 P9306C．fir

1993，6．30 S9306D．SEC 中断：S9707Aでやりなおし

1993．7．1 S930了A，sec

1993，7．2 S9307B．sec
93，0フ．05 C9307A，thr 温セン

↑93，07．06 W9307A．thr 南鳥島

τ93．07．07 W9307B．thr 南鳥島

才93，07，08 W9307C．thr 南鳥島

『93．07，09 W9307D，thr 南鳥島

193．0フ．12 W9307E．thr 南鳥島

1993，8．3 9308A．thr 海洋検定

1993，8．4 9308B，thr 海洋検定

1993．8．5 9308C，thr 海洋検定

1993，8．6 9308D，thr 海洋検定

1993．8．9 9308E，thr 海洋検定

93，08，23↓ W9308A．thr 綾里

1993．8．24 W9308B，THR 綾里 やり直し

93．08，251 W9308G，thr 綾里

↓93，08．30 W9308D，thr 南鳥島

↓93．08．31 W9308F，thr 南鳥島

93．09．01 W9309A．thr 南鳥島

93．09．02 W9309B．thr 南鳥島

一次 準ガス検定時の使用濃度みなし更新1993　09
1993，9．3 S9309A．sec

1993，9．7 S9309B．sec

1993，9．8 S9309C，sec

1993，9．9 S9309D．sec

1993，9．21 9309A、thr 海洋検定

↑93，10．04 W9310A．thr 綾里

193．10．05 W9310B，thr 綾里

93．10．06 W9310C．thr 旧1次（2次STD）
93．10．07 W9310D，thr 旧1次（3次STD）
93．10．08 W9310E．thr 旧1次（4次STD）

↓93．11．02 W9311A．thr 南鳥島

↓93．”．04 W9311B，thr 南鳥島

↓93．“．05 W9311C，thr 南鳥島

↓93．”．08 W9311D，thr 南鳥島

ユ93，11．15 」93”A．thr 日航

193．11．16 J9311B．thr 日航

葦993．11．22 9311A，thr 海洋検定

1993，11．24 9311B．thr 海洋検定

1993．11．25 9311C．thr 海洋検定

1993，11．26 9311D．thr 海洋検定 ファイル大きすぎ

↓93，11．29 W9311E．thr 綾里

↓93．11．30 W9311F．thr 綾里

93，12，08曾 W9312C，thr 南鳥島

93，12．10 W9312E．thr 南鳥島

93．12．11 W9312F．thr 南鳥島

1993，12．12 W9312G，THR 南鳥島

1993，12．13 S9312A，sec

93，12，！3 W9312H，thr 南鳥島

1993，12．14 S93魔2C，sec

1993，12．14 S9312B．sec

1993．12．15 S9312D，seG

93，12．17↑ W9312J．thr 綾里

93．12．17r W9312K．丁陛R 綾里

1995．1．5 9501A，thr 海洋検定 年違い94→95

1995．1．6 9501B，thr 海洋検定 年違い94－95ファイル大きすぎ

1995，1．9 9501．thr 海洋検定 年違い94→95

1995，1．11 9501D．thr 海洋検定 年違い94－95ファイル大きすぎ

94．03より二次 準ガス　新
1994，3．1 S9403B．sec

ファイル名　容量i日付
W9306A．τHR

W9306B，THR

P9306B，FIR

P9306A．FIR

S9306A，SEC

S9306B．SEC

S9306C．SEC

P9306D，FIR

P9306C，FIR

S9306D．SEC

S9307A．SEC

S9307B，SEC

C9307A，THR

W9307A．THR

W9307B．THR

W9307C，THR

W930フD．THR

W9307E，THR

9308A．THR

9308B，THR

9308C，THR

9308D，THR

9308E，THR

W9308A，THR

W9308B．丁卜1R

W9308C，THR

W9308D，THR

W9308F．THR

W9309A，THR

W9309B．THR

S9309A，SEC

S9309B、SEC

S9309C，SEC

S9309D．SEC

9309A．THR

W9310A，THR

W9310B．THR

W9310C．THR

W9310D，THR

W9310E．THR

W9311A，THR

W9311B．THR

W9311C．τRR

W9311D．THR

J9311A，丁卜IR

J9311B．THR

9311A，THR

9311B．THR

9311C．THR

9311D。THR

W9311E．THR

W9311F，τHR

W9312C，THR

W9312E，THR

W9312F，THR

W9312G．THR

S93で2A，SEC

W9312卜葦．THR

S9312C，SEC

S9312B，SEC

S9312D．SEC

W9312J，THR

W9312K，THR

9501AX，THR

9501BX，THR

950可X．THR

9501DX．THR

S9403B．SEC
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O208　1　　02101　　3301；
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020gi　O2蕃2i3501i
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3401i3501i3504i
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3301i3274i3305i
3301i3274i33051
3401i3501i3067i
3201i3057i3058i
3201　1　　3301　1　　3061：

5548i4037：30691
3601i370Ii6641i
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32711　　3302：

3502：　　35011

4163i3501i
4160i3301i
4160i3301i
3501i35051
3501i3504i
3273i3304i
32741　　3305：

0340134011
0349i　O350i
3501i3067i
3061i330Ii
4036i4035i
9756i3091i
3501i3502i
32711　　3401：

3272i34011
3276i3307i
350Ii3403i
3501i3507i
O212i35011
3501i3507i
O210i3301i

O2071　　97571

0213i3701i
3275i3306i
350Ii3506i
554814036i
5548i　g363i
3701i6641i
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4 5 6 7
3401i3506i3501i36011
360113606i3701i
O210i　O209i　O212i
O210i

O209：3401i　O212：

02091340110212i
O211i3201iO208i　O210i
O213i　O205i　O206i

O213i　O205i

664110205i　O206i97561
6641i　O205i　O20619756i
O204i3601i　O213i
3501：B403i36011

3601：360513701i
3601i3604i37011
3401i3404i3501i3601：
34011340513501i3601i
3401i3405i350113601i
3066i3065i3601i3701i
3401i350Ii330T：
30891　　3401　1　　3501　1

3070：9757：3201i3301i
403gi3091i9756i30631
3401i3403i3501i3601：
360113606i3701i
3601i3606i3701i
3601i3604i3701i
3601i3605i37011
340113404：3501：3601i
3401：3405：3501i36011

0204i360110213i
6641i　O205i　O206197561
0211i3201i　O208i　O210i
O209i3401i　O212i
3601i3701i
340113402i35011360Ii
3602：3601：3フ01i

4164i3601i4127i3701：
415014151i3401i35011
415014151i3401i3501i
3601i3605i3701i
3601i3604i3701i
3401i340413501i3601i
340113405：3501：3601i
3501：036113601i
3501i3601i　O372i37011
4034i4041i3601i3フ01：
30891305gi3401i3501i
3068i9757i3301i3201i
4040i664113601i37011
3601i3602i37011
330213501：3402：3601i
3303：350U3601i
3401i3407i3501i3601i

3503i3601i3603i3701：
3601i3607i370Ii
O204i3601i　O213i
3601i360713701i
O209i3401i　O2121
0211：320餌020810210i
664110205i　O206i9756i
3401i3406i3501136011
360マi3606i3701i
306gi975フi3201i33011
93641975マi320“3301i
3064i9366i9365i9756i
4038i9756i3091i403gl

17，920194／03／01020413701」021旦L．、6641：020巨」、．975610206i
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一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用s’rD検定 海　洋 関　係 その他の検定 備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名
説 σアイ曙き換え：書き猷たファイル1よ鮒く）

1994，3．2 S9403C，sec

194．03．03 A9403B、thr 愛知
194，03．04 A9403C，thr 愛知

1994．3．7 S9403E．sec

1994，3．8 S9403F．sec

1994，3．8 S9403G．sec

94．03．09三 W9403B，thr 綾里

94，03，091 W9403C．thr 綾里

1994．3．IO N9403A、THR NEDO N9403B．TBRでやりなおし

94，03．10 N9403B，thr N　E　DO
94，03．11 N9403D，thr N　E　DO
94．03，！1 N9403E、thr N　E　DO

94，03．13 N9403F，thr N　EDQ
94，03．14 N9403G，thr N　E　DO

1994．3．15 9403A．thr 海洋検定

1994，3．16 9403B，thr 海洋検定 ファイル大きすぎ

1994，3．16 9403C，thr 海洋検定

1994，3．17 9403D．thr 海洋検定
1995，3．20 9503A．thr 海洋検定 年違い94圃95
1995．3．22 9503B，thr 海洋検定 年違い94→95

1994．3．23 S9403A，THR 埼玉 中断

1995．3．23 9503C．thr 海洋検定 年違い94一畔95

lg4，03．24 S9403B．thr 埼玉
lg4，03．25 S9403C、thr 埼玉

1995．3．27 9504D．thr 海洋検定

↑94，03．28 四9403D．thr 綾里

1994，3．29 W9403E．THR 綾里 途中で停止

↑94．03．30 尉9403，thr 綾里
1994．5．16 9405A．thr 海洋検定
1994，5．17 9405B．thr 海洋検定

1994，5．18 9405C，thr 海洋検定

1994，5．19 9405D，thr 海洋検定

94．05，23↓ W9405A、thr 南鳥島

94，05，24↓ W9405B，thr 南鳥島

94，05．25↓ W9405C，thr 南鳥島

94．05，26↓ W9405D．thr 南鳥島

↓94．05．31 W9405E．thr 綾里

94．06．01 W9406A，thr 綾里

1994．6．2 9406A，thr 海洋検定

1994．6．3 9406B．thr 海洋検定

1994．6．6 9406C．thr 海洋検定

1994，6．7 9406D，thr 海洋検定
lg4，06．13 」9406A．thr 日航

194．06．14 J9406B，thr 日航

1994．6．21 P9406A，fir

1994，6．21 P9406B，fir

1994．6．22 P9406D．fir

1994，6．22 P9406C，fir

94，06．29 尉9406B，thr 旧1標準2次標準による
94．06．30 W9406C，thr 旧、標準2次標準による

↑94．07．11 胃9407A，thr 南鳥島

τ94，07，12 W9407B．thr 南鳥島

1994，7．14 W9407C．τHR 綾里

94，Q7．18t W9407D．thr 綾里

94．07．19↑ W9407E．thr 綾里

94．08，301 W9408A．thr 綾里

94．08．3U 脚9408B。thr 綾里

1994．9．19 9409A，thr 海洋検定
1994．9．20 9409B．thr 海洋検定

1994，9．21 9409C，thr 海洋検定
1994．9．22 9409D，thr 海洋検定

1994，10．17 9410A．thr 海洋検定

1994．10．18 9410B．thr 海洋検定

1994．10．19 9410C．thr 海洋検定

1994．10．20 9410D，thr 海洋検定

194，10．24 W9410A．thr 南鳥島

194．10．25 W941㏄．thr 南鳥島

194．11．01 W9411A，thr 綾里

rg4．11．02 W9411B，thr 綾里

19941116 P9411B　fir

ファイル名　容量i日付

C
R
R
C
C
G
R
R
R
R
R
R
R
R
　
　
　
　
R
R
R
R
R
R
　
R
R
　
　
　
　

R
R
R
R
R
R
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R
R
R
R
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R
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R
R
R
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R
R
R
R
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H
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H
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R
H
H
H
H
H
H
R
R
R
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I
I
I
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H
H
H
H
H
H
H
H
R
R
R
R
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R
R
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H
H
H
I

S
T
τ
S
S
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T
T
T
T
T
T
τ
T
H
H
H
H
T
T
T
τ
T
T
H
T
T
H
H
H
H
H
T
T
下
T
T
T
H
H
H
H
T
T
F
F
F
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τ
τ
T
T
τ
τ
T
T
H
H
H
H
H
H
H
H
T
T
T
T
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T
T
T
T
　
　
　
　
　
　
T
　
　
T
T
T
T
T
　
　
　
　
　
　
T
T
T
T
　
　
　
　
　
　
　

，
　
　
　
　
　
　
　
丁
T
T
T
T
T
T
τ

q
B
α
E
E
α
臥
α
へ
B
似
E
［
α
　
　
　
瓦
瓦
へ
瓦
B
α
臥
E
　
　
　

へ
B
α
臥
E
ヘ
　
　
　
ヘ
巳
へ
巳
臥
α
巳
C
八
鼠
α
臥
巳
ん
E
　
　
　
　
　

八
C
へ
巳
B

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
へ
巳
α
臥
A
B
3
G
3
3
α
3
3
＆
へ
B
α
匝
5
5
5
5
5
6
へ
B
α
臥
6
6
6
6
6
6
6
6
フ
7
7
7
7
8
8
へ
B
α
臥
へ
B
α
臥
0
0
1
1
1

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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3
3
3
3
3
3
0
3
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0
0
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5
5
5
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0
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0
0
0
0
6
6
6
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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9
9
9
9
0
0
0
0
1
－
1
1
1

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
0
0
0
0
0
0
4
0
4
4
0
4
4
4
0
0
0
0
4
4
4
4
4
4
0
0
0
0
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
0
0
0
0
1
1
1
－
4
4
4
4
4

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
4
4
4
4
5
5
9
5
9
9
5
9
9
9
4
4
4
4
9
9
9
9
9
9
4
4
4
4
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
4
4
4
4
4
4
4
4
9
9
9
9
9

S
A
A
S
S
S
W
W
憾
N
N
N
N
N
9
9
9
9
9
9
S
g
S
S
g
W
W
W
9
9
9
9
W
W
W
W
W
W
9
9
9
9
J
J
P
P
P
P
W
W
W
W
W
W
W
W
W
9
9
9
9
9
9
9
9
W
W
W
W
P

：13，056i94／03／02i

l13，056194／03／03i
13，312i94／03／04i

15，360i94／03／07i

，15，616194／03／081

18，432i94／03／08i

I8，176i94／03／0gi

15，360i94／03／Ogi

，15，8フ2i94／03／10i

17，920194／03／Ioi

237，312i94／03／11i
可2，800i94／03／11i

l15，360ig4／03〆13i

17，920i94／03／14i

15，616194／03／15i

225，792i94／03／15i
l7、920i94／03／16i

1フ，920i94／03／17i

17，920i95／03／20i

18，176195／03／22i

i41，216ig4／03／23i

17、920i95／03／23i

15，616i94／03／24i

945，248i94／03／25i
17，920195／03／27i

17，920i94／03／28i

i20，736i94／03／29i

15，616i94／03／30i

17，920194／05／161

17，920i94／05／17i

17，920i94／05／18i

17，920i94／05／1gi

15，360i94／05／23i

18，176i94／05／24i

書5，616i94／05／25i

18，176i94／05／26i

18，432i94／05／31i

15，360i94／06／01i

15，360194／06／02i

l2，800i94／06／03i

13，312i94／06／06i

l12，800i94／06／07i
15，360i94／06／13i

18，176194／06／14i

4，608i94／06／211

118、176i94／Q6／21i
ll，520i94／06／22i

18，176i94／06／22i

17，920i94／06／2gl

18，1マ6ig4／06／30i

18，176i94／07／11i

15，872i94／07／12i

18，176i94／07／14i

15，872194／07／18i

18，176i94／07／1gi

18，176i94／08／30i

15，872i94／08／31i

17，920i94／09／1gi

17，920194／09／20i

17，920i94／09／21i

17，920i94／09／22i

15，360i94／10／1フi

15，360i94／10／18i

15，872i94／10／1gi

I5，360i94／10／20i

15，360i94／10／241

18，176i94／10／25i

18，432i94／11／01i

15，616i94／11／02i

　3，840194／11／16i

1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7

020gi　O212i　O204i3601i　O213i
3601i370116641i9756i2634i
360li3701i6641i9756i2634i
O209i350馨i　O212i　O204i3601i　O213i
O20813301102101340110209102121
5548：0207：9フ57：0211：3201i　O208i　O210i
3301i340113606i3275i3501i3306i3601i
3401i3501i3403i3601i3503i3フ011
5548i3486i975了13201i3358i3301i
5548i3486i9757i4050i3201i3358i3301i
3601i3701i3479i664119756i3359i
3601i3701i6641i9756i．3480i
71董1　1　　0348：　　5548：　　97571　　4050：　　3201　：

320113301：348213401：723gi　O51gi3501i

3201i3061i3301i308gi3401i350η
3401i3501i3067i4041i3601i3701i
3601i3701i6641i4040i9756i3064i3091i
5548i4035i4036i3068i975フ13201i3301i
3401i3501i3084i9379i3089i3601i3701i
3201i3301i9374i3067i4040i3401i3501i
3201：33011184213401：1841i35011
554819363i3087：3068：975アi320113301i
3201i3301i1842i3401i1841i3501i
3601i1837i3フ01i664Ii2506i9756i2505：
3601i3701i6641i3064i9365i4038i9756i
3301i3401i3271i3302i3501i3402i3601i
3401i3501i3502i3601i3602i3701i
3401i3501i3502i3601i3602i3701i
34011350113066：403413088i3601：3701i
3201i3301i3056i3057：3058i340”3501i
5548i403フi306913070i9フ5フi3201i33011
360113701i6641i3062i9756i3063i403gl
3401i3501i3507i3601i3607i3701i
340員3403i3501i3503i3601i3603i3フ011
3301i3272i3303i3401i3501i3601i
3301i3276i3307i340113407i3501i3601i
330113271：33021340113402：350113601i
340113501i35021360113602i370租
3401i3501i404Ii3065i3601i370Ii
3201i306113301i3401i3501i
3601i3701i6641i9756i3091i
5548i4036i975了i320“33Gli
3301i　O340i3401i3501i　O361i3601i
3401i　O349i　O350i3501i3601i　O3フ2i3701i

O207：0211i　　　　O208：0210：
0208102101020gi　Q212i
　　　　　　　O204i　O213i　O205i　O2061
020gi　O212i　O204i　O213i　O205i

340η4163i3501i4164i3601i4127i3701i
320U416Qi3301i4150i3401i4151i3501i
3301i3273i3401i330413404i3501i3601i
3401i3501i3504i3601i3604i3フ01：
3401：36061350113406：36011350613701i
3401i3275i3501i3306：3601137011
340113606i3501i3406i3601i3506137011
3401i3406i3501i3506i3601i3606i37011
3301i3275i3306i3401i3501i3601i
3401i350113066i306513088i3601i3フ01i
3201i3301i3058i3057i3056i3401i3501i
5548i4037i3070i3069i9757i3201：3301i
360お3701：664113062：9フ56：4039：3063i
3401i3501i308gi4034：360113701i
3201i3060i4040i3301i3401i3501i
5548i3087i4036i9757i3201i3301i
3601i37011664114038i9756i3091i
3301i3273i3304i3401i3501i36011
3401i34041350書i3504i3601i360413701i
3301i3271i3302：3401：3402：3501i3601i
340113501i3502：3601：3602：3701i
　　　　　　　O20生し．．0213三〇20曼j．．02061
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一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定
説　　　　　明

備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名
（ファィル書き換え・書き換えたファイ1レはX棚く）

1994．11．16 P9411A，fir

1994．11．1フ S9411A．sec

1994．11．18 S9411B，sec

1994．11．21 P9411D．fir

1994，11．21 P9411C，fir

1994．11．24 S9411C．sec

1994．11．25 S9411D．sec

1994．11．30 S9411E，sec

94 11より一次標準ガス濃度みなし更新
94，12．12↑ W9412A．thr 南鳥島

94．12．13↑ W9412B．thr 南、鳥島

94，12．14↑ W9412C，thr 南鳥島

1994．12．16 W9412E，丁目R 南鳥島 途中で停止

94．12．19↑ W9412F．thr 南鳥島

1994，12．20 9412A，thr 海洋検定

1994，12．21 9412B．thr 海洋検定

1994．12．26 9412C．thr 海洋検定

1994．12．2フ 9412D，thr 海洋検定

1994．12．28 9412E，thr 海洋検定

1996．1．5 9512E，thr 海洋検定 年違い94→95

1996．1．8 9512F．thr 海洋検定 年違い94－95
1995．1．24 H9501A，SEC 1次新1日比較P2，P3 年入力間違い：失敗

1995．1．25 H9501B，SEC 1次新旧比較P2，P3 年入力間違い1ファイル名S－H

1995，1．26 H9501D，SEC 1次新旧比較P2，P3 年入力間違い：ファイル名S－H

195．01．27 A9501A，thr 愛知 年入力間違い
1995．1．30 H9501F．SEC 1次新旧比較P2，P3 年入力間違い：失敗

1995．1．30 H9501E，SEC 1次新旧比較P2，P3 年入力間違い1失敗
1995，1．30 H9501G．SEC 1次新旧比較P2，P3 年入力間違い：失敗

1995．1．31 H95011．SEC 1次新旧比較P2，P3 年入力間違い1ファイル名S－H

1995．1．31 H9501H．SEC 1次新旧比較P2，P3 年入力間違い：ファイル名S－H

↓95，02．01 W9502B．thr 綾里

↓95，02．02 W9502C，thr 綾里

95．02．23↑ W9502D．thr 綾里 年違い94→95

95．02．24↑ W9502E．thr 綾里

95，02．2フ↑ W9502F，thr 綾里

Ig5．03．06 S9503A．thr 埼玉 年違い94→95
Ig5，03．07 S9503B，thr 埼玉 年違い94→95
Ig5，03．13 J9503A，thr 日航 年違い94一→95

lg5，03．14 J9503C，thr 日航 年違い94→95

↓95．05．15 W9505B．thr 綾里

↓95．05．16 W95Q5C，thr 綾里

↓95，05．17 W9505E．thr 南鳥島

↓95．05．18 W9505F．thr 南鳥島

↓95．05．19 W9505G．thr 南鳥島

↓95，05．22 W9505H，thr 南鳥島

1995，6．13 W9506A．THR 南鳥島 3601→3501

τ95．06．14 W9506B．thr 綾里

195．06．15 W9506C，thr 綾里

1995．6．19 9506A．thr 海洋検定

1995，6．20 9506B，thr 海洋検定

1995．6．21 9506C．thr 海洋検定

1995，6．22 9506D．thr 海洋検定

↑95，07．03 W9507A，thr 南鳥島

T95．07，05 W9507B．thr 南鳥島

↑95，07．04 W9507C．thr 南鳥島

1995．7．7 P9507A．fir

1995．7．10 B9507B，fir

1995．7．10 P9507C，fir

1995、7．11 P9507D．fir

1995．7．12 S9507A，sec

1995．7．1フ S9507B．sec

1995，7．18 S9507C．sec

1995．7．20 S9507D．sec

95，07より二次標準ガス濃度みなし更新
↓95．08．23 W9508A．thr 綾里

ユ95．08．24 W9508B．thr 綾里

曾95．09．18 W9509A．thr 綾里

↑95，09．19 W9509B．thr 綾里

1995，9．25 9509A．thr 海洋検定

1995．9．26 9509B．thr 海洋検定

ファイル名　　容　量　　日　付

P9411A．FIR

S9411A．SEC

S9411B，SEC

P9411D，FIR

P9411C　FIR

S9411C，SEC

S9411D、SEC

S941IE．SEC

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
C
C
R
C
C
C
C
C
　
　
R
　
　
R
R
R
R
　
　
　
　
　
R

R
R
R
R
R
　
　
　
　
　

R
E
E
E
H
E
E
E
E
E
R
R
H
R
R
H
H
日
H
R
R
R
R
R
R
H
R
R
　
　
　
　
R
R
R
R
R
R
R
C
C
C
C

H
H
H
H
H
R
R
R
R
R
R
H
S
S
S
T
S
S
S
S
S
H
H
T
H
H
T
T
T
T
H
H
H
H
H
H
T
H
H
R
R
R
R
H
H
H
I
I
I
I
E
E
E
E

T
T
T
T
T
H
H
H
H
H
H
T
甲
臼
■
　
甲
■
，
X
’
T
T
■
T
T
、
甲
臼
■
丁
T
T
T
T
T
■
T
T
H
H
H
H
T
T
T
F
F
F
F
S
S
S
S

　
　
F
　
■
　
■
T
T
T
T
T
T
　
■
X
X
X
X
X
X
X
　
．
X
　
，
　
ー
X
　
、
　
■
X
X
X
X
　
’
　
，
　
、
　
■
　
■
　
臼
X
　
’
　
，
T
T
T
T
　
■
　
■

A
B
C
E
F
　

■
■
臼
ー
X
X
A
B
D
A
F
E
G
l
H
B
C
D
E
F
A
B
A
C
B
C
E
F
G
H
A
B
C
甲
臼
r
、
A
B
C
A
B
C
D
A
B
C
D

2
2
2
2
2
A
B
C
D
E
E
F
1
1
－
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
5
5
5
5
5
5
6
6
6
A
B
C
D
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
Q
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
6
6
6
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

4
4
4
4
4
1
1
1
－
1
1
1
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
0
0
0
0
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

9
9
9
9
9
4
4
4
4
4
5
5
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
5
5
5
5
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

W
W
W
W
W
9
9
9
9
9
9
9
H
H
H
A
H
H
H
H
H
W
W
W
W
W
S
S
J
J
W
W
W
W
W
W
W
W
W
9
9
9
9
W
W
W
P
B
P
P
S
S
S
S

W9508A，THR

W9508B，丁鴇R

W9509A．THR

W9509B．THR

9509A，丁卜IR

9509B．丁卜IR

4，608i94／11／16
15，872194／11／17

17，920i94／11／18

4，864i94／11／21

11，520i94／11／21

15，360i94／11／24

17，920i94／11／25

15，872i94／11／30

18，176i94／12／12

18，432i94／12／13

15，616i94／12／14

13，312i94／12／16

15，616i94／12／19

17，920i94／12／20

17，920ig4／12／21

17，920i94／12／2観

17、920i94／12／2フ

17，9201i994．12，28

15，360i1995．1．5

15，616i1995・1・8

17，920i95／01／24

15，360i95／01／251

15，872i95／01／261

13，056i95／01／271

11，520i95／01／30

18，176i95／01／30

4，864i95／01／30，

8，704i95／01／31i

17，920i95／01／31i

18，176i95／02／01i

15，872i95／02／02i

18，176ig5／02／23：

15，616i95／02／24

18，176i95／02／27

15，616i95／03／061

18，176i95／03／071

15，616i95／03／13i

18，176i95／03／14i

18，176i95／05／15i

15，616i95／05／16i

18，176i95／05／17i

18，432i95／05／18i

15，616i95／05／1gi

15－616i95／05／22i

15，616i95／06／13i

15，616i95／06／14i

18，176i95／06／15i

18，176i95／06／1gl

17，920i95／06／20i

l8，176i95／06／21i

I7，920i95／06／22i

4－096i95／07／03i

18，176i95／07／05i

15，616195／07／06i

18，176i95／07／07i

4，864i95／07／10i
8，704i95／0フ／10i

2、048i95／07／11i

18，176i95／07／12i

15，616195／07／17i

15，872i95／07／18i

18，176i95／07／20i

18，176i95／08／23i

15，872ig5／08／24i

18，176i95／09／181

15，616i95／09／1gi

15，360i95／09／25i

15，616195／09／26i

2 3 4 5 6 7

020gi　O212i　O204i　O213i　O205i
O209i3501i　O212i　O204i3601i　O213i
O204i3701i　O213i6641i　O205i9756i　O206i
　　　　　　　O208i　O210i　O209i　O212i
O207　：　　0211：　　0208：　　0210：

0208i3301：0210：3401：0209：0212：
5548i　O20719757i　O211i3201i　O20810210：
020813301i　O210i3401i　O20gi　O212i

3301i3274i3305i340113405i
3301i3272i3303i3401i3403i
3401：3501i3503i3601i36031
3401　：　　35011　　3505：　　36011　　3605：

3401i3501：350513601：3605：
3401i3501i4034i308gi3088i
3401i3501i3084i937gi9381i
3201i3067i3301i9374i9378i
3201i3301i4040i3060i3058i
308フi5548i4036i3069i9757i
554819983i　O107i975713201i
5548　：　　9364：　　9878：　　9757：　　3201　1

5954i　O207：5953：0211：5939：
5954i　O207i5953i　O211i593gi
O208i5956i　O210i5952i　O20gi
360Ii3701i6641i5226i9756i
O209i5959i　O212i5050i　O2041
0209i5959i　O212i5950i　O204i
O209：5959i　O212i5950i　O204i
O204　：　　02131　　5952：　　02051　　5954　：

020gi59591021215950i　O2041
3301i3401i3271：3302i3501i
3401i3601i3502i3701i3602i
330“　3275i33Q6i340“3406i
3301i3275i3306i3401i3501i
3401i3406i3501i3506i3601i
3301：1842i3401i1841：35011
3601　：　　1837：　　3701：　　6641：　　2506　：

3301i　O340：3401：3501i　O361：
3401i9662i1770i3501i3601i
3301i32フ5i3306i3401i3406i
3401i3501i3506i3601i3606i
3301i3274i330513401i3405i
330Ii3272i3303i3401i3403i
340113501i3505i3601i3605i
3401　：　　3501：　　35031　　36011　　3603：

3401i3501：350213701i3602i
3401i3601i3502i3701i3602i
3301i3401i3271i3392i3501i
3401i3501i9876i4041i3088i
3201i3301i9875i3058i306Ii
9878i5548i4036i3069i97571
3601：3701i6641i9877i3091i
3301　：　　32761　　33071　　3401：　　3407　：

3301i3276i3307i3401i3407：
3401i3501i3507i3601i3607i
O20910212i　O204i　O213i　O205i
　　　　　　　O204i　O213i　O205i
　　　　　　　O208i　O210i　O209i
O207i　O211i　O208i　O210i
5548：020フi9757i　O211：3201i
O208　1　　3301：　　0210：　　3401：　　0209　1

020gi3501：0212：0204i3601：
0204i3701i　O213i6641i　O205i

3501i3601i
3501i3601i
37011

3701：

3701：

3601i3701i

3601i3701：
3401i35011
3401i3501i
3201i3301i
3301i

330I　l

O208：0210i

O208i　O210：
0212i

5951i　O213i
5951i　O213i
5951i　O213i
O2061

5951：0213i

3402i3601：
6641i

350“3601i
3601i

360613701i
3601i

9756：2505i
36011

1774i3701：

3501i360η
3701i

3501i3601i
3501i3601i
3701i

3フ01：

6641：

6641i

3402i3601：
360113701i
3401i3501i
3201i3301i
403gi9756i

350”36011
3501i3601i
3701i

0206i

O212i

0208i

O212：

02131

9756i

3301　3271i3302i3401i3402i3501i
3401　3502i360“3602i370“664“
3301　3275i3306i3401i3406i3501i
3401　3501：350613601i3606：3701i
3401　　　3501：　　40411　　9381：　　3601　1　　3701　：

3401　350119984i3088i3601」37011

0210i

0206：

3601i

3601i

獅
齢
卑
謡
黒
露
藩
鑑
礁

鵠
δ
中

N
O
O
“



㎝
N

一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定 備　　　考

検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名
説　　　　　明 （ファイル書き換え・書き換えたファイ1レはXが付G

1995．9．27 9509G．thr 海洋検定
1995．9．28 9509D，thr 海洋検定
1995．9．29 9509E．thr 海洋検定
1995，10．2 9509F．thr 海洋検定

1995．10．3 9509G，thr 海洋検定
1995，10．4 9509H．thr 海洋検定

195，10．16 W9510A．thr 南鳥島

こ95．10．17 W9510B．thr 南鳥島

95．11．07 J95”A，thr 日航

95．11．08 J9511B．thr 日航

rg5．11．27 W9511A．thr 南鳥島

↑95．11．28 W9511B．thr 南鳥島
1995．12．5 S9512A．sec

1995，12．6 S9512B．sec

1995，12．7 S9512G，sec

1995．12．8 S9512D，sec

1995，12．25 9512A．thr 海洋検定

1995．12．26 9512B．thr 海洋検定

1995．12．27 9512C．thr 海洋検定

1995，12．28 9512D．thr 海洋検定
1996．1．9 9512G，thr 海洋検定
1996，1．10 9512H，thr 海洋検定

↓96．01．15 W9601A．thr 綾里

196．01．16 W9601B，thr 綾里

↑96，02．05 W9602A，thr 綾里

τ96．02，06 W9602B．thr 綾里

1996，2．19 SA602A．THR 埼玉 記述なし
Ig6．02．20 SA602B，thr 埼玉
『96，02，21 SA602C．thr 埼玉

1996．3．4 S9603A．SEG 中断IS9603Bでやりなおし

1996，3．5 S9603B．sec

1996，3．6 S9603C．sec

1996．3．フ S9603D，sec

1996．3．8 S9603E．sec 中断：S9603Fでやりなおし

1996．3．8 S9603F，SEC

96．03．11 N9603A，thr N　E三DO
1996，3．12 N9603B．THR NEDO 記述なし

1996．3．13 N9603C．THR NEDO 記述なし
1996．3．14 N9603E．THR NEDO 記述なし
Ig6，03．19 A9603H，thr 愛知

1996，3．18 N9603G．THR NEDO 記述なし

96．03．18 N9603F．thr N已DO
96．03．19 N9603H，thr N　E　DO

1996，3．19 N96031．THR NEDO 記述なし
1996．3．21 SA603A，THR 埼玉 記述なし
196．03．22 SA603B。thr 埼玉
Ig6．03．25 SA603C，thr 埼玉

1996，3．27 SA603D，THR 埼玉 記述なし

96，03．28 N9603J．thr N　E　DO

96．03．29 N9603K．thr N　E　DO
1996．4．2 9604B．thr 海洋検定

1996．4．1 9604A，thr 海洋検定
1996．4．2 9604D，thr 海洋検定

1996．4．2 9604C．thr 海洋検定
1996．4．3 9604E．thr 海洋検定

1996，4．4 9604F，thr 海洋検定
1996．4．4 9604G．thr 海洋検定

1996．4．5 P9604C．fir

1996，4．5 P9604E．fir

1996，4．5 P9604A．fir

1996．4．5 9604H．thr 海洋検定

1996．4．8 P9604B．fir

96．04．08 H9604A，sec 【旧1次で新1次比較】
96，04．09 H9604B．sec 【旧1次で新1次比較】
96．04．10 H9604C．sec 【旧1次で新1次比較】
96，04．10 H9604D．sec 【旧1次で新1次比較】

ファイル名　　容　量　　日　付

9509C，τHR

9509D．THR

9509E，THR

9509F．丁目R

9509G、τ日R

9509け．THR

W9510A，THR

W9510B，THR

J9511A．THR

J9511B．THR

W9511A，THR

W9511B．THR

S9512A．SEC

S9512B，SEC

S9512C，SEC

S9512D．SEC

9512A．THR

9512B．THR

9512C．THR

9512D，THR

9512G．THR

9512H．THR

W9601A．THR

W9601B，THR

W9602A．THR

W9602B，THR

SA602A．THR

SA602B．THR

SA602C．THR

S9603A．SEC

S9603B，SEC

S9603C．SEC

S9603D，SEC

S9603E．SEC

S9603F．SEC

N9603A．THR

N9603B，THR

N9603C．THR

N9603E．THR

N9603G，THR

N9603F．τHR

N9603H，THR

N96031．THR

SA603A．THR

SA603B、THR

SA603C．THR

SA603D．THR

N9603J．THR

N9603K．THR

9604B，THR

9604A．THR

9604D．THR

9604C，THR

9604E．THR

9604F．THR

9604G．丁卜IR

P9604C．FIR

P9604E，FIR

P9604A．FIR

9604H．THR

P9604B．FIR

H9604A，SEC

卜19604B．SEC

H9604C．SEC

H9604D．SEC

15，616，95／Q9／27i

15，360195／09／281

15，36095／09／29i
15，36095／10／02i
15，360・95／10／031

15，360i95／10／041

15，616匿95／10／16i

18，176　95／10／17i

15，616、95／11／0フi

18，176i95／11／08i

15，616『95／11／27i

18，17695／11／28i
15，616，95／12／05i

18，176i95／12／06i

18，432195／12／07i

15，61695／12／08i
18，432　95／12／25i

13，056i95／12／26

15，360i95／12／27i

15，872i95／12／28i

15，36096／01／0gi
19，968i96／01／10

15，360i96／01／15i

18，432i96／01／16i

15，61696／02／05i
18，176：96／02／06’

15．616i96／02／19

15，616i96／02／20

18」76’96／02／21i

18，176i96／03／04吐

18，176i96／03／05

15，616i96／03／06

15，616i96／03／0フi

フ，680i96〆03〆081

18，176i96／03／08

18，176i96／03／11

13，312i96／03／12

13，312i96／03／13

15，616i96／03／14

13，312　96／03／18i

15，616，96／Q3／18：

18，176i96／03／191

15，61696／03／19i
18，17696／03／21i

15、616、96／03／22：

18，176i96／03／25

15，872196／03／271

12，80096／03／28i
15，616　96／03／29i

18，176i96／04／01

18，176：96／04／01

17，920596／04／02i

18，17696／04／02i
17，920i96／04／03

18，176i96／04／04

18，176i96／04／04

6，144i96／04／05
13，312i96／04／05

6，656i96／04／05

17，920i96／04／05

12，800i96／04／08

12，800ig6／04／08

6，144i96／04／09
11，264i96／04／10

4，608i96／04／10

1 2 3 4 5 6 7

320113301i3058i　g378i3401i3501i
3201i3301i9374i9875i3401i350“
5548i3069i9364i9757i3201i3301i
5548i4036i9363：9757i3201i3301i
3601：3701：6641：9366：4039：9756：
360113701：6641：998613091：9フ56i
3201i3276i3301i3307i3401i3501i
3401i3407i3501i350フi3601i3607i37011
3301i1771i3401i3501i176gi3601i
3401i9662i1770i3501i3601i　l7フ4i3701i
3301i3273i3304i3401i3501i3601i
3401i3404i3501：3504i3601i3604i3701i
O208　：　　33011　　0210：　　3401　：　　0209　：　　0212：

554810207：9フ5710211：3201：020810210i
O204i3701i　O213i6641i　O205i9756102061
020gi3501i　O212i　O204i3601i　O213i
340113501i9381i9876i　O106i3601i3701：
3401i3501i9379i360“3701i
3201i3301i3061i　O105i3401i3501i
3201i3301：998819378i3401i3501i
3601　1　　3701：　　66411　　9987：　　98フ71　　97561

3601：3701i6641i936610108：97561
3401i3275i3306i350113601i3701i
3501i3406i3601i3506i3701i3606i6641：
3401i3502i3601i3602i3701i6641i
3301i3271i3302i34011340213501i3601i
3301i5165i3401i5172i3501i3601i
3301i5165i3401：5172i3501i3601i
3601：521”3701：66411516419756：5210i
O204i3701i　O213i6641102051975610206i
O204i3フ01i　O213i6641i　O205i9756i　O206：
020gi3501i　O212i　O204i3601i　O213i
O208i3301i　O210i3401i　O20gi　O212i
5548i　O2G了i9了5斜021“3201i　O208i　O21Gi
5548i　O20719757i　O211i3201i　O208i　O210i
5548i　OO24i9757：4050i3201i　OO25i3301i
OO23　：　　5548：　　9757：　　4050：　　3201　：

002315548i9757i40501320U
3201i3301i　OO2613401i　OO27i3501

0023i5548i9757i4050i3201i
3201i3301i　OO261340員0027i35011
3601i3ア01i　OO30i6641i3870i9756i
3601i、3701i6641：0029：9756i　OO28i

3601：183713701：6641：2506：9756：
3301：1842i3401i1841：3501：3601i
360η1837i3701i6641i2506i9756i
3301i1842i3401i1841i3501i3601i
OO23i5548i9757i4050i3201i
3601i3フ01i6641i　OO2gi9756i　OO28i
3601i3701i6641i　O108i　O147i9877i
3601i3701i6641：9987i9366i9986i
3401：3501：0106：0146：9876：36011
3401：3501i937gi9984：9381：3601i
3201i3301i9988i9378i9374i3401i
3201i9874i3301i　O105i9875i3401i
554819363i9983i9364i9フ57i3201i
　　　　　　　O208i　O210i　O209i　O212i

O207i　O211i　O208i　　　　　O210i
O209：0212：0204：0213i　O205i
5548　1　　9878：　　0107：　　01441　　9757　：　　3201　：

　　　　　　　0204i　O21310205：0206i
O204i　O213i5952i　O205i5654i　O206i
O20gi594gi　O212i5950i　O204i5951i
O208i5946i　O210i5942i　O20gi　O212i
5944i　O207i5943i　O211i593gi　O208i

002gi

2505i

2505：

9756i

9756i

3701i

3701i

35011

3501：

3301i

3301i

0213i

0210i
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表一4（c）1986年11月から1997年8月までの間の旧検定システムで得られた測定データファイルと検定ボンベのリスト（第三世代）。

一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定 備　　　考

検　定　日 フアイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名
（ファィ耀き換え＝盤換えたファイルrよ鮒く）

1次標準ガス更新 2次ガス充填S2－2～4，S2－10，11（旧1次を2次ガスとして使う）

96／04／11 P9604G．fir

96／04／11 P9604H，flr

96／04／11 P9604F．fir

96／04ハ2 P9604L　fir
96／04／12 H9604H．sec 【新1次で旧1次比較】

96／04／15 S9604B，sec

96／04／16 H9604G，詑c 【新1次で旧1次比較】
96／04／17 H9604F．sec 【新1次で旧1次比較】
96／04／18 H9604E．sec 【新1次で旧1次比較】

96／04／18 S9604A，sec

96／04／19 H9604L　sec 【新1次で旧1次比較】
96／04／22 H9604J．sec 【新1次で旧1次比較】
96／04／25 J9604A．thr 日航

96／04／26 J9604B．THR

96／04／30 W9604A，thr 綾里

96／05／01 J9605A，THR

96／05／02 W9605A，thr 綾里

96／06／04 W9606A．thr 綾里

96／06／05 W9606B．thr 綾里

96／06／06 W9606C．thr 南鳥島

96／06／07 W9606D，thr 南鳥島

二次ガス更新S3－5～S3－9

96／06／12 S9606A．SEC 記述なし？

96／06／13 S9606B，SEC 記述なし？

96／06／14 S9606C，SEC 記述なし？

96／06／17 S9606D．SEC 記述なし？

96／06／18 S9606E．SEC 記述なし？

96／06／19 S9606F．SEC 記述なし？

96／06／20 S9606G，SEC 記述なし？

96／06／21 S9606H．SEC 記述なし？

96／06／24 S96061．SEC 記述なし？

96／06／25 S9606J．SEC 記述なし？

96／06／28 9606A，thr 海洋検定
96／07／01 9606B，thr 海洋検定
96／07／02 9606C．thr 海洋検定

96／07／03 9606D．thr 海洋検定

96／07／16 W9607B，thr 綾里

96／07／17 W9607A．thr 綾里

96／08／12 W9608A，thr 南鳥島

96／08／苛3 W9608B．thr 南鳥島

96／08／14 W9608C，thr 南鳥島

96／08／16 W9608D．thr 南鳥島

96／08／20 9608A．thr 海洋検定

96／08／22 9608B，thr 海洋検定

96／08／23 9608C，thr 海洋検定
96／08〆26 9608D．thr 海洋検定
96／08／27 9608E，thr 海洋検定
96／08／28 9608F，thr 海洋検定

96／08／30 9608G，thr 海洋検定

96／09／02 9608H．thr 海洋検定

96／09／10 9609A，thr 海洋検定
96／09／11 9609B，thr 海洋検定
96／09／13 9609C，thr 海洋検定

96／09／18 9609D．thr 海洋検定

96／09／25 W9609A．thr 綾里

96／09／27 W9609B．thr 綾黒

96／10／03 W9609C，thr 綾里

96／10／28 W9610A，thr 南鳥島 失敗？

96／10／29 W9610B．thr 南鳥島 失敗？

96／10／30 W9610C．thr 南鳥島 失敗？

96／10／31 W9610D．thr 南鳥島 失敗？

96／11／25 W9611A，thr 予那国？ 失敗？

96／11／26 W9611B．thr 予那国？ 失敗？

96／11／2フ W9611C，thr 予那国？

96／11／28 W9611D．thr 綾里

96／11／29 W9611E，thr 綾里

96／12／02 P9612A．fir

ファイル名　容量日付

P9604G，FIR

P9604H．FIR

P9604F．FIR

P96041．F1R

H9604H，SEC

S9604B．SEC

H9604G．SEC

H9604F，SEC

H9604E，SEC

S9604A，SEG

H96041．SEC

H9604J，SEC

J9604A．THR

J9604B．THR

W9604A．THR

J9605A．THR

W9605A．THR

W9606A，THR

W9606B，丁日R

W9606C。丁卜｛R

W9606D．THR

C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
　
　
　
　
R
R
R
R
R
R
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
R
R
R
R
H
H
H
H
H
H
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
－

S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
H
H
H
H
T
T
T
T
T
T
H
H
H
H
H
H
H
H
日
H
H
H
τ
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
τ
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
T
T
T
T
■
，
冒
■
■
、
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
、

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
，
■
■
臼
B
A
A
8
C
D
、
甲
■
，
『
■
■
，
’
，
，
、
A
B
C
A
B
C
D
A
B
C
D
E
A

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
A
B
C
D
7
7
8
8
8
8
A
B
C
D
E
F
G
H
A
B
C
D
9
9
9
0
0
0
0
1
1
1
1
1
2

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
6
6
6
0
0
0
0
0
0
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
0
0
0
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
0
0
0
0
6
6
6
6
6
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
6
6
6
6
9
9
9
9
9
9
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
9
9
9
9
W
W
W
W
W
W
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
P

1 2

　4，608i96／04／11i

　4，608i96／04／11i5942i594gi
11，264i96／04／1115944i5943i
17，920ig6／04ハ2i

17，920i96／04／12i5950i5951i
15，616i96／04／15i59501595でi

11，264i96／04／16i5942i594gi
18，可76i96／04／17i593gi　O210i
11，264196／04／18i5944i　O207i

18，176i96／04／18i5944i5548i
18，1フ6i96／04／1gi5944i　O207i
11，264i96／04／22i5939i　O2101

18，176i96／04／25iO210目771i
塗10，176196／04／26i　O20gi96621
15，616ig6／04／30i　O212i3502i
18，176i96／05／01i　O20gi9662i
18，176i96／05／02i　O210i3271i
18，432i96／06／04i　O209i3275i
15，616i96／06／0510212i　O204i

18，176i96／06／06iO20913404i
き5，616i96／06／0フi320110210i

13，056i96／06／12

13，056i96／06／13

15，616i96／06／14’

15，616i96／06／17i

l5，616i96／06／18i

15，616i96／06／1gi

18，176i96／06／20：

15，616i96／06／21

15，616i96／06／24i

18，176i96／06／25i

l7，920i96／06／28i

17，920i96／07／01i

18，176i96／07／021

18，176i96／07／03i

15，616i96／07／16i

15，616i96／07／1フi

2，304i96／08／12i

2，304i96／08／13i

2，304i96／08／14i

4，864i96／08／16i
17，920i96／08／20i

15，360ig6／08／22i

15，872i96／08／231

18，176i96〆08／26i

17，920i96／08／27i

15，360i96／08／28i

18，176196／08／30i

15，360i96／09／02i

I2，800i96／09／101

13，312i96／09／11i

12，800i96／09／13i

12，800i96／09／18i

2，304i96／09／25i

2，304ig6／09／27i

4，864i96／10／03i

8，960i96／10／28i

2，560i96／10／2gi

11，776i96／10／30i

4，864196／10／31i

8，96096／11／25i
4，864196／1V261
15，616i96／11／27i

15，872i96／11／28i

18，432｝96／11／291

6，656』96／12／021

3 4 5 6 7

593gi594615942i594gi
5950i5951i5952i
593915946i

5950i595“5952i59541
5952i　O205i5954i　O206i
6641：5952：595419756：0213i
O212i5950i　O204i5951i
594615942i　O20gi594gi5946i
5943i　O2”i593910208i59461
9757i59431593gi3201i5946i
5943i　O211i5939i　O208i
5946i5942i　O209i5949102で3i
O209i1770i　O212：0598i　O213i

O212：176gi　O204117741
0204i360210213i　O205i　O2131
0212i176gi　O204i17ア4i　O204i
O20gi3302i3402i　O212i　O213i
3306i　O212i3406i　O204i
3506i　O213i3606i6641i　O213i
O212i3504i　O204i3604i
3273i33041020910212t

5950i3701i5951i5952i59541
5950i3701i5951i5952i5954i
5942i594gi3501i5950i3601i
5942i594913501i5950i3601i
5939i59461330斜　5942i3401i
5939i5946i　O210i5942i　O209i
5942：594910212i595qO204：
5950i5951i6641：5952i9756i
5950i5951i664115952i9756i
5944i5548i9フ57i5943i593gl
3601i3701i6641i　O10819366i
554810107i9364i　O144i9757i
3201i3301i9988i9875i　O105i
3401i3501i9935i　O106i9876i
3301i3275：3401：330613406：
3601i3701i6641i9756i　O203i
3301i3274i3305i3401i3405i
3301i3272i3303i3401i3403i
340113501i3505i3601i3605i
3401i350113503i360馨i36031
3401i3501i9985i9876i9984i
340113501i　O14610106：3601i
3201i9874：9875：3301i3401：
3201i9374i9378i　OIO5i3301i
5548i　O10710144i9983i9757i
5548i9363i98フ8i9757i3201i
3601i3701i6641i9877i　O108i
3601i3701i6641i9987i9986i
3201i3301i9988i3401i35011
340113501i9935：360η37011
5548i936419757i3201i3301i
3601i3フ01i6641i9366i9756i
3501i3502i3601i3602i37011
3301i3401i3271i3302i3501i
3501i3502i3601i3602i3701i

59511
5951i

594gi

594gi5951i
O2131
5954i

5954i5946i
3201i9756i
9877i3301i
320113501i
3401i37011
3601i3601i
3501：

　　　3601：
3501i3601i
3501i
3701i

3701i370Ii
3601i

3フ01：

3501：3501i

3401i33011
32011

3301i97561
0147i
9756i

6641i3601i
3402i
664I　i

3501　3601i3510i3701i361016641i
3501　3601i3502i3701i3602i664113601i
3301　3401i32ア1i3302i3501i3402i
　　　　　　　5944：5943：5939：5946i

鴎
懸
車
囲
ヨ
黙
書
鑑
蛤

銀
ホ
中

N
O
O
心



㎝
鼻

一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定 備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名
〔ファイ膳鹸え盾き諏たファイノレは其が付く）

96／12／02 P9612C，fir

96／12／02 P9612B．fir

96／12／03 P9612E．fir

96／12／03 S9612B．sec

96／12／03 P9612D．fir

96／12／04 S9612A．sec

96／12／05 S9612C．sec

96／12／06 S9612D．sec

96／12／11 W9612F．thr 南鳥島

96／12／12 W9612A，thr 予那国？

96／12／13 W9612C．thr 予那国？

96／12／16 9612A．thr 海洋検定

96／12／17 9612B，thr 海洋検定

96／12／18 9612C．thr 海洋検定 紙プリントのみ

96／12／↑9 9612D．thr 海洋検定 紙プリントのみ

96／12／20 S9612E．sec

96／12／24 W9612B，thr 予那国？

96／12／25 W9612E，thr 南鳥島

96／12／26 W9612D．thr 予那国？
97／01／0フ J9701A．THR 日航

97／01／08 J9701B．THR

97／01／10 9701A，thr 海洋検定

97／01／13 9701B．thr 海洋検定

97／01／14 9701C．thr 海洋検定

97／01／16 9フ01D，thr 海洋検定
97／01／18 19701A，THR

97／01／20 【9701B．THR

9フ／01／22 19701C．THR

97／02／06 W9702A，thr 綾里

97／02／10 W9702B．thr 綾里

97／02／27 9702A．thr 海洋検定

97／02／27 9702B，thr 海洋検定

97／02／28 9702C，thr 海洋検定

97／03／03 9702D，thr 海洋検定
97／03／04 SA703A，thr 埼玉

97／03／05 SA703B．thr 埼玉

97／03／12 H9604K．sec 【新1次で旧1次比較】

97／03／12 P9703B．fir

97／03／12 P9703A，flr

9フ／03／13 S9703A．sec

97／03／14 S9703B，sec

9刀03ハフ S9703C，sec

97／03／18 S9703D，SEC

97／03／19 W9703A，thr 比較検定

97／03／21 P9703C．fir

97／03／21 H9604L、sec 【新1次で旧1次比較】

97／04／07 W9704A，THR 綾里 失敗？

97／04／08 W9704B．thr 綾里
97／04／09’ W9フ04C．thr 綾里

97／04／25 A9704A，thr 愛知

97／04／30 J9704A．thr 日航財団

97／05／01 J9705A．thr 日航財団

97／05／02 W9705A，thr 南鳥島

97／05／06 W9705B，THR 綾里

97／05／07 W9705C．thr 南鳥島

97／05／15 W9705D．thr 綾里
9フ／05／16 W9705E．thr 綾里

97／06／16 W9706A，THR 綾里

97／06／2フ S9706A．FIR

97／07／07 W9707A．THR 綾里
9フ／0フ／08 冊9707B，THR 綾里

97／07／09 W9707C．THR 綾里

97／07／10 W9フ0フD．THR 綾里

97／07／11 S9707A．SEC

97／07／14 S9707B．SEC

97／07／15 S9707C．SEC

97／07／29 970フA，thr 海洋検定 紙プリントのみ

97／0フ／30 9707B．thr 海洋検定 紙プリントのみ

97／07／31 9707C，thr 海洋検定 紙プリントのみ

97／08／01 9707D，thr 海洋検定 紙プリントのみ

ファイル名　容量i日付
P9612C．FIR

P9612B，FIR

P9612E．FIR

S9612B．SEC

P9612D、FIR

S9612A，SEC

S9612C．SEC

S9612D，SEC

W9612F．THR

W9612A．THR

W9612C．THR

9612A．THR

9612B，THR

C
R
R
R
R
R
　
　
　
　
R
R
R
R
R
　
　
　
　
R
R
C
R
R
C
C
C
C
R
R
C
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
C
C
C

E
H
H
H
H
H
R
R
R
R
H
H
H
H
H
R
R
R
R
H
H
E
I
I
E
E
E
E
H
I
E
H
H
日
H
H
H
H
H
H
H
H
H
I
H
H
日
H
E
E
E

S
T
T
T
T
T
H
H
H
H
T
T
T
T
T
H
H
H
H
T
T
S
F
F
S
S
S
S
T
F
S
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
F
T
T
T
T
S
S
S

　
　
　
　
　
，
T
T
T
T
■
、
，
，
■
T
T
T
T
F

E
B
E
D
A
B
．
，
ー
■
A
B
C
A
B
’
，
，
ー
A
B
K
B
A
A
B
C
D
A
C
L
A
B
C
A
A
A
A
B
C
D
E
A
A
A
B
C
D
A
B
C

2
2
2
2
1
1
A
B
C
D
1
－
1
2
2
A
B
C
D
3
3
4
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
6
6
7
7
7
フ
7
7
7

1
1
1
1
0
0
1
1
1
1
0
0
0
0
0
2
2
2
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

6
6
6
6
7
7
0
0
0
0
フ
7
7
7
7
0
0
0
0
7
7
6
7
7
7
7
7
7
7
7
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
フ
7
7
7
7
7
7
7

9
9
9
9
9
9
7
7
7
7
9
9
9
9
9
7
フ
7
7
A
A
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

S
W
W
W
J
J
9
9
9
9
1
1
1
W
W
9
9
9
9
S
S
H
P
P
S
S
S
S
W
P
H
W
W
W
A
J
J
W
W
W
W
W
W
S
W
W
W
W
S
S
S

6，656i96／12／02i

6，656i96／12／02i

6，656i96／12／03i

15，616i96／12／03i

6、656i96／12／031

18，176i96／12／04i

18，176196／12／05i

15，616i96／12／06i

15，616196／12／11i

18，1フ6i96／12／12i

15，616i96／12／13i

17，920i96／12／161

17，920i96／12／17i

15，616i96／12／201

4，096i96／12／24i

18，176i96／12／25i

15，616i96／12／26i

18，176i97／01／07i

15，616197／01／08i

17，920i97／01／101

17，920i97／01／13i

17，920i97／01／14i

17，920i97／01／16i

18，1フ6i9フ／01／18i

18，176i97／01／20i

18，432i97／01／22i

15，616i97／02／06i

18」フ6i97／02／10i

17，920i97／02／2η

18，176i97／02／27i

1フ，920i97／02／28i

1了，920i97／03／03i

15，872ig7／03／04i

18，176i97／03／051

3，584i97／03／12i

3，584i97／03バ2i
3，840i97／03／12i

18，176i97／03／13i

18，176i97／03／14i

18、176ig7〆03／171

18，1フ6i97／03／18i

18，176i97／03／19i

4，864197／03／21i

4，864i97／03／211

3，840i97／04／07i

18，176i97／04／08i

15，872i97／04／ogi

13，056i97／04／2与i

18，176i97／04／30i

15，616i97／05／01i

I8，176i97／05／02i

15，872i97／05／06i

15，61619フ／05／07i

18，176i97／05／151

15，616i97／05／16i

13，056i97／06／16i

3，584i97／06／27i
15，616i97／07／07i

18，176i97／07／08i

18，176i97／07／0gi

↑5，616i97／0フ／10i

18，176i97／07／11i

18，176i97／07／14i

18，176i97／07／15i

1 2 3 4

　　　　　　　5950i595対
5942i59491595015951i
　　　　　　　593gi5946i
5939i5946i3301i5942i
594415943i5939：
55481594419757i59431
5942i594913501i5950i
5950i5951i6641i5952i
3401i3501i3507i3601i
3301i327gi3401i3310i
350裾3601i3510i3701i
3401i3501i9985i98フ6i
3401：3501i　O106：9935i

5 6
5952i59541

5942i

3401i594gi

7

5939：3201：5946i
3601i3701i5951i
5954i97561
3607i370Ii
3501i3410i3601i
3610i6641i
9379i3601i3701i
9984i3601：3701i

593gi5946i3301i5942i3401i594gi
3301i3277i3401i3308i3501i3408i3601：
3301i3277i3401i3308i3501i3408i3601i
3501i3508i3601i3608i3701i6641i
3301i7404i3401i490i3501i6839i36011
350113601：0598：3701：6550：6641：
360ロ3701i6641i9986；010819877i97561
3601i3701i6641i9366i9987i936519フ56：
5548i9363i　O10719982i9757i3201i33011
5548i　O144i9983i9364i9フ57i3201i3301i
3401i1988i3501i　I55gi3601旨223i3701i
340111988i3501i1559i3601i1223i3701i
3401i1988i350111559i3601i1223i3701i
3401　：　　3501：　　35061　　3601：　　3606：　　3701　1

33011327513401i330613406135G昌360“
3401i3501i9985i9935i9984i3601i3701：
3201i3301i　O105i　O270i9874i3401i3501：
3601i3701i6641i9987i9366i　O271i9756i
5548i　O144i9364i　C26gi9757i320“3301i
3301i5165i340115172i3501i3601i
3601i5211i3701：6641i5164i9756i5210i
5944　1　　5943：　　　　　　　　　5939：　　5946　1

594415943i　　　5939：59461
5950i5951i　　　　　5952i5954i
5548i5944i9757i5943i593gi3201i59461
593gi3201i5946i3301i5942i3401i594gi
59421594gi3501i5950i360113701i5951i
5950i3701i5951i6641i5952i5954i9756i
3601i　O204：3フ01：0213i6641i　O205i9756i
5939　：　　5946：　　5942：　　5949：　　59501

5939：5946i5942i594gi5950i
3301i3276i340113307i3407i3501i3601：
3301i3276i3401i3307i3501i3407i36011
3401i3501i3507i3601i360フi3701i
3601i3701i6641i　O695i9756i
3401i177013501i1769i3601i1774i3701i
3301i1771：3401117フOi350113601：
330113401：3275：3306：3501：3406：3601i
3501i3601i3506i370113606：6641i
3501i3601i3506i3701i3606i6641i
3301i3401i3271i3302i3501i3402i3601i
3501i3601i3502i3701i3602i6641i
3301i9276i3401i3501i36011
3301i3401i3501i3601i
330113273i3304：3401i3501i3601i
3401：3404：3501：3504：3601：360413701i
3301：3272i3401i3303：3501：3403i3601i
3501i3601i3503i3701i3603i66411
594gi5950i　O204i5951i　O213i　O205i5952i
5946i　O210i5942i　O20gi594gi　O212i5950i
5946i　O210i5942i　O20gi594gi　O212i5950i
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一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用S TD検定 海　洋 関　係 その他の検定 備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　目 ファイル名
説　　　　　明 （ファイル書き換え：書き換えたファイ1レは1鮒G

97／08／04 9707E，thr 海洋検定 紙プリントのみ
97／08／05 9707F　thr 海洋検定 紙プリントのみ
97／08／06 9フ07G　thr 海洋検定 紙プリントのみ
97／08／07 9707H　thr 海洋検定 紙プリントのみ

97／08／08 S9708A．SEC

97／08／11 S9708B，SEC

97／08／12 S9708C，SEC

97／08／13 S9708D．SEC

97／08／14 P9708A．FIR

97／08／14 S9708E．SEC

97／08／15 P9708C．FIR

97／08／15 P9708B，FIR

ファイル名　容量日付

S9708A，SEC

S9708B．SEC

S9708C．SEC

S9708D．SEC

P9708A．FIR

S9708E，SEC

P9708C、FIR

P9708B，FIR

19，968i97／08／08

18，176i97／08／11

15，872　97／08／12

15，616　　97／08／13

3，84097／08／14i
13，056　97／08／141

3、840　97／08／15i

3，840　97／08／15i

2 3 4 5

5944i5548i9757i5943i593gi
5946i3301i594213401i594gi
594915950i3601i3701i5951i
5950i5951i6641i595215954i
　　　　5939：　　5946i59431
5944i5943i593gi4683i5946i
　　　　　　　5950i5951i5952i
5942i5949i5950i5951i

6 7

1181i器

ll器i

59441

5954i

1
㎝
q
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表一5 1997年3月から2003年2月までの間の新検定システムで得られた測定データファイルのリスト。

一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定
備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名
説　　　　　明

199フ，3．28 19970328．B1 試験？

1997，3．31 19970331．C1 試験？

199フ，5．12 199フ0512．A1 試験？

1997，5．13 19970513，A1 試験？

1997，5．13 199フ0513．A2 試験？

1997．5．14 19970514．B1 試験？

1997．6．26 199フ0626，Cl ウ

1997，9．19 19970919．c1

1997．9．22 19970922．c1

1997．9．24 19970924．c1

1997．9．30 19970930．B1 皿1→皿2、皿1→∬11

1997，10．1 19971001．B1 皿1r皿2、皿1→M
1997．10．2 19971002．B1 皿1→皿2、皿1→W1
1997．10．3 19971003．B1 皿1→皿2、皿1→四1

1997．10．4 19971004．B1 皿1→皿2、皿1一→N1

1997、10．6 19971006．B1 皿1→皿2、皿1→W1
199フ．10．7 1997100フ．B1 皿1叫皿2、皿1→四1

1997，10．7 1997で007．B2 皿1→皿2、皿1→∬バ

1997．マ0，8 19971008．B1 皿1→皿2、皿1叫四1

1997，10．9 19971009．B1 皿1一皿2、皿1→】V1

1997．10．13 19971013．B1 皿1→皿2、皿1榊N1
1997，10．14 19971014．A1

1997．10．14 19971014．B1 皿1→皿2、皿1→∬ハ

1997．10．15 19971015．A1

1997．10．15 19971015，A2

1997，10．15 19971015．B1 皿1一皿2、班1→四1

1997，10．16 19971016，A1

1997，10．16 19971016．A2

199フ．10．16 19971016．C1 W1を2次として使用
1997．10．17 19971017，A1

1997．10．17 19971017．CI 1顎を2次として使用

1997．10．18 1997マ018，C1 W1を2次として使用
199了．10．2G 19971020．C1 IV1を2次として使用

1997，10．21 19971021．G1 π1を2次として使用

1997．11．25 199フ1125，C1 四1を2次として使用

1997．11．26 19971126，C1 IV1を2次として使用

1997，11．27 19971127．C1 四1を2次として使用

1997，11．28 1997員28，C1 四1を2次として使用

1997．12．11 19971211，C1 W1を2次として使用
199フ，12．12 199フ1212．C寺 】V1を2次として使用

1997．12．12 19971212．C2 N1を2次として使用
1997，12．15 199フ1215．C1 IV1を2次として使用

1997．12．16 19971216．C1 四1を2次として使用

1997，12．18 199刀218，C1 海洋検定

1997，12．19 19971219．C1 海洋検定

1997，12．22 199フ1222．C1 海洋検定

1997．12．24 19971224，C1 海洋検定

1998，1．13 19980113．B1 IE1向皿2

1998，1．14 19980114．B1 皿1一・皿2

1998．1．16 19980116．BI 皿1一・班2

1998，1．19 19980119．cO π1を2次として使用

1998．1．19 19980119，C1 W1を2次として使用
1998、1．20 19980120．C1 四1を2次として使用

1998．1．29 19980129．B1 皿1→IV1（使用後検定？）

1998，1．30 19980130．B1 皿1→1引（使用後検定？）

1998．2．10 19980210，Cl

1998．2．12 19980212．C1

1998．2．16 19980216．C1 海洋検定？

1998．2．17 19980217．Cl 海洋検定？

1998．2．18 19980218．C1 海洋検定？

1998．2，書9 19980219．C1 海洋検定？

1998，3．10 19980310．G1 海洋検定

1998．3．11 19980311，C1 海洋検定

1998．3．12 19980312．C1 海洋検定

1998，3．13 19980313．C1 海洋検定

1998．3．23 19980323，C1

1998．3．24 19980324．C1

1998．3．25 19980325，C1
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一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定 備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名
説　　　　　明 （ファイル書瀬え膚き換えたファイ1レ1鋤｛付G

1998．4．13 19980413，A1

1998．4．13 19980413．A2

1998．4．14 19980414．A1

1998，4．14 19980414．A2

1998，4．15 19980415，A1

1998，4．15 ig980415，A2
1998．4．20 19980420．CI

1998．4．21 19980421，Cl

1998．4．22 19980422．C1

1998，4．27 19980427．B1 皿1→皿2

1998．5．6 19980506．B1 皿1一・皿2

1998，5．7 19980507．B1 皿1→皿2

1998．5．8 19980508．B1 皿1一・皿2

1998．5．” 199805”，Bl 皿1嶋皿2
1998，5．12 19980512．B1 皿1→皿2

1998．5．18 19980518．C1 海洋検定

1998．5．19 19980519．C1 海洋検定
1998．5．20 19980520．C1 海洋検定
1998．5．21 19980521．C1 海洋検定

1998，6．8 19980608．C1

1998．6．9 19980609．C1

1998．7．14 19980714．C1 MY戻り

1998，フ．15 19980715，C重 ”Y戻り

1998．7．16 19980716．C1 W戻り
1998．8．10 19980810．C1 R戻り
1998．8．17 19980817．C1 海洋検定
1998，8．18 19980818．C1 海洋検定
1998．8．書9 19980819，C1 海洋検定

1998．8．20 19980820．C1 海洋検定
1998．8．21 19980821，C1 海洋検定
1998．8．24 19980824，C1 海洋検定
1998，8．25 19980825，C1 海洋検定
1998．8．26 19980826，C1 海洋検定

1998．8．27 19980827．C1 海洋検定

1998．9．1 19980901，A1

1998．9．2 19980902．A1

1998．9．3 19980903，A1

1998．9．9 19980909．A1

1998．9．10 19980910．A1

1998，9．11 19980911，A1
1998，9．16 19980916．C1 Y戻り
1998．9．17 1998091フ．C1 Y戻り

1998．10．6 19981006．C1 MRI

1998．10．7 19981007．C1 MRI

1998．10．8 19981008．C1 YR送り

1998．10．12 19981012．C1 M送り
1998．10．13 19981013．G歪 YR送り

1998．10．19 19981019，C1 M送り
1998．で0．26 19981026．B1 皿1艸皿2

1998．10．27 19981026．B2 皿1一・皿2

1998，10．28 19981028．B1 皿1→皿2

1998，11．6 19981106．B1 皿1嚇皿2

1998，11．12 19981112．B1 皿1→皿2

1998．11．13 19981113．B1 皿1艸皿2

1998．11．16 19981116．C1 R戻り
1998．11．17 19981117．C1 R戻り
1998，12．1 19981201．CI 海洋検定
1998．12．2 19981202．C1 海洋検定
1998．12．3 19981203，C1 海洋検定
1998，12．4 1998雀204．C1 海洋検定
1998，12．7 19981207，G1 海洋検定
1998．12．8 19981208．C1 海洋検定
1998，12．9 19981209．C1 海洋検定

1998．12．10 19981210．C1 海洋検定

1998，12．14 19981214．C1 M戻り
1998．12．15 19981215，C1 M戻り
1998，12．16 19981216．C1 閉戻り

1998．12．21 19981221，C1 R送り
1999，1．4 19990104．C1 R送り

1999，1．21 19990121．B1 皿1叫皿2
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一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用S TD検定 海　洋 関　係 その他の検定
説　　　　　明

備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名
（ファイ略き換え：書き換えたファイ1レは其が付く）

1999．2．10 19990210．C1 1989．12．26 R8911A．sec YR戻り

1999．2．12 19990212．C1 1989．12．26 R8911B．sec YR戻り

1999．3．1 19990301．Cl 1989．12．2フ R8911C．sec 海洋検定

1999．3．2 19990302．C1 1989．12．27 R8911D．seG 海洋検定

1999，3．3 19990303．G1 1989，12．28 R8911E，sec 海洋検定

1999，3．4 19990304．C1 海洋検定

1999．3．5 199903G5．C1 海洋検定

1999．3．8 19990308．C1 1990．1．8 09001A，thr 海洋検定

1999，3．9 19990309．C1 1990．1．10 09001F．THR 海洋検定

1999．3．10 19990310．C1 1990．1．11 09001M．thr 海洋検定

1999，3．29 19990329．C1 1990．1．12 090010．thr M送り
1999．3．30 19990330，C1 愛知、埼玉

1999．3．31 19990331，Cl 愛知、埼玉

1999，4．13 19990413．C1 R送り
1999．4．14 19990414．C1 R送り
1999．4．15 19990415，Cl R送り

1999．4．19 19990419．A1

1999，4．20 19990420，A1

1999，4．20 19990420．A2

1999．4．21 19990421．A1

1999，4．22 19990422，A1

1999，4．23 19990423，A1

1999．4．23 19990423，A2

1999．5．13 19990513．B1 皿1一・皿2

1999．5．17 19990517．B1 1990．3．19 09003．thr 皿1一・皿2

1990．3．22 09003B．thr 1999，5．18 19990518．C1 MRI

1990，3．26 9003D1，thr 1999．5．19 19990519．C1 MRI

1999，5．24 19990524．C1 YR戻り

1999．5．25 19990525．C1 YR戻り

1999．5．26 19990526．C1 YR戻り

1999，5．27 19990527．C1 YR戻り

1999，5．31 19990531．C1 1990，4．2 90035A，thr 海洋検定

1999．6．1 19990601．C1 1990，4．5 9004A．thr 海洋検定

1999．6．2 19990602．C1 1990．4．6 9004B．thr 海洋検定

1999，6．3 19990603．C1 1990．4．9 9004C，thr 海洋検定

1999，7．21 19990721．C1 M戻り、YR送り

1999．フ．22 19990722．C1 M戻り、YR送リ

1999，7．23 19990723．C1 M戻り、YR送り

1999．7．26 19990726．C1 M戻り、YR送り

1999．7．2フ 1999072フ．C1 M戻り、YR送り

1999．7．28 19990728，C1 海洋検定

1999．7．29 19990729．C1 海洋検定

1999．7．30 19990730．C1 海洋検定

1999．8．2 19990802．C1 海洋検定

1999．8．4 19990804．B1 皿1→皿2

1999．8．5 19990805．B1 皿1→皿2

1999，8．9 19990809．Cl 四』IV2、四1→皿1

1999，8．10 19990810．C1 M→W2、四1→皿1
1999．8．11 19990811．C1 ∬11→∬12、四1→皿1

1999，8．12 19990812．C1 N1→W2、M→皿1
1999．8．13 19990813．C1 ハ71→W2、N1→皿1

1999．8．16 19990816．C1 WMO

1990，8．9 9008A，thr 1999，8．17 1999Q817．Gl 欄0

1990．8．10 9008B．thr 1999，8．18 19990818．C1 WMO

1990，8．13 9008C，thr 1999，8．19 19990819．C1 WMO

1999，8．23 19990823．B1 1990．8．14 9008D．thr W1→N2、N1・→皿1

1999，8．24 可9990824．B1 1990，8．15 9008E．thr ∬11→W2、M→皿1

1999．8．25 19990825．B1 1990．8．16 9008F．thr M→N2、四1一→皿1

1999，8．26 19990826．B1 四1→W2、M→皿1
1999、9．6 19990906．B1 皿1一・N董

1999，9．7 19990907．B1 皿1哨W1

1999，9．8 19990908．B1 皿1→1▽1

1999，9．9 19990909．B1 皿1→w1

1999，9．10 19990910．B1 皿1一・1▽1

1999，9．11 19990911．C1 四1構皿1

1999．9．12 19990912．C1 N1一・皿1

1999、9．13 19990913．C1 1▽1→皿1

1999，9．14 19990914．C1 W1吋皿1

1990．10．29 9010A．thr 1999，9．15 19990915．C1 N1一・皿1

19901030 9010B．thr 1999、9．2フ 19990927，C1 MRI
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一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用S TD検定 海　洋 関　係 その他の検定
説　　　　　明

備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 σアイ峰き換え1繋諏たファイ1レ1翻付く1

1990．10．31 9010C，thr 1999．9．28 19990928．C1 MRI

1990．11．1 9010D．thr 1999，9．29 19990929．C1 MRI

1999，9．30 19990930．C1 MRI

1999．9．30 19990930．C2 MRI

199910．4 19991004．C1 皿等→W1、皿1→皿2

1999，10．5 19991005．C1 皿1一ゆW1、皿1→皿2

199910．6 19991006．C1 皿1→1▽1、皿1同皿2

1999．10．7 19991007．C1 1990，12．10 9012A．thr 皿1→M、皿1一→皿2

1999．10．8 19991008．C1 1990，12．11 9012B，thr 皿1→IV1、皿1→1皿2

τ999．10、12 19991012．C1 1990，12．12 9012C．thr 皿1一→M、皿1→皿2

1999．10．、3 19991013，b1 1990，12．13 9012D　thr w1一→班～

1999．10．14 19991014．B1 W1→皿1

1999．10．15 19991015．B1 1▽1一・皿1

1999．10．16 19991016．B1 ∬71一・皿1

199910．17 19991017．B1 1▽1一→皿1

1999．10．18 19991018C1 YR戻り（皿1で値付け）

1999．10．20 19991020、C1 YR戻り（皿1で値付け）

1999．10．21 19991021．B1 M送り（W1で値付け）

1999．10．22 19991022．B1 M送り（Mで値付け）

1999．11．8 19991108．B1 IV1→N2

1999．11．9 19991109．B1 W1→1▽2

1999．旨．10 19991110B1 】V1→W2

1999，11．11 19991111．B1 M－W2
1999，11．12 19991112．B1 W1・→N2

1999．1129 19991129．B1 M一・N2

1999．11．30 19991130．B1 1▽1→W2

1999．12．1 19991201．B1 W1一・1▽2

1999．12．2 19991202B1 M吋1▽2

1999，12．3 19991203．B1 1▽1→∬72

1999．12．4 19991204．C1 Y送り

1999，125 19991205．C1 Y送り
1999．12．13 19991213．C1 海洋検定

1999，12．14 19991214．01 海洋検定

1999．12．15 19991215．C1 海洋検定

1999，12．16 19991216．C1 海洋検定

1999，12．20 19991220．C1 海洋検定

2000．1．4 20000104．Cl YR送り

2000、1．5 20000105．C1 YR送り

2000．1．12 20000112．C1 M戻り、エコモ（lmで値付け）

2000．1．13 20000113．C1 M戻り、エコモ（皿1で値付け）

2000．1．14 20000114，C1 M戻り、エコモ（皿で値付け）

2000，2．7 20000207，C1 MR戻り（皿1で値付け）

2000，2．8 20000208．C1 MR戻り（1田で値付け）

2000．2．24 20000224．C1 Y戻り（皿1で値付け）

2000．2．25 20000225．C1 Y戻り（皿1で値付け）

2000，2．28 20000228．C1 愛知、埼玉

2000，2．29 20000229．Cl 愛知、埼玉

2000，3．1 20000301，C1 海洋検定

20003．2 20000302．Cl 海洋検定

2000，3．3 20000303．C1 海洋検定

2000．3．6 20000306．C1 海洋検定

2000，3．7 20000307．C1 海洋検定

2000．3．8 20000308．C1 海洋検定

2000．3．9 20000309，C1 海洋検定
2000．3．14 2000D314．B1 MRI

2000，3．15 20000315．B1 MRI

2000，3．16 20000316．B1 MRI

2000．4．5 20000405．C1 RM送り

2000．4．6 20000406．C1 RM送り

2000，4．11 20QOQ4U．Cl RM送り

2000，5．8 20000508．C1 R戻り（皿1で値付け）

2000，5．9 20000509．C1 R戻り（nl1で値付け）

2000，5．10 20000510．B1 酬一・1▽2

2000．5．11 20000511．B1 1▽1→N2

2000．5．15 20000515．B1 N1一・IV2

2000．2．16 20000516．B1 ∬η→N2

2000．2．17 20000517．B1 N1→N2
2000．2．18 20000518．B1 W1→W2
2000．5．23 20000523．B1 N1一→N2

2000．6．9 20000609．C1 海洋検定
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一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定 備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名
明 （ファイ鷹搬え艇駄たファイ’レは翼が付（1

2000．6．28 20000628．C1 M戻り（皿1で値付け）

2000．6．29 20000629．C1 M戻り（皿1で値付け）

200Q．7．4 2QOOO704，C1 M戻り（W2で値付け）

2000，7．5 20000705，C1 M戻り（n12で値付け）

2000．7．26 20000726，C1 R送り
2000．7．27 20000フ2フ，CT R送り
2000．8．9 20000809．C1 Y送り戻り
2000，8．10 20000810．C1 Y送り戻り
2000，8．21 20000821．C1 海洋検定

2000．8．22 20000822．C1 海洋検定

2000，8．23 20000823．C1 海洋検定

2000．8．24 20000824．C1 海洋検定

20GO．8．30 20COO83G，C1 R戻り
2000，8．31 20000831．C1 R戻り

2000．9．4 20000904．C1 皿1→W1

2000．9．5 20000905．C1 皿1→1▽1

2000，9．6 20000906，C1 皿1一棚71

2000．9．7 20000907，C1 皿1→W1

2000．9．8 20000908．C1 皿1→四1

2000，9．9 20000909，BI 1▽1嚇皿1

2000．9．菅0 20000910．B1 Wl→皿1

2000．9．11 20000911．B1 W1一・皿1

2000，9．12 20000912．B1 Iv1→m1

2000．9．13 20000913．B1 ∬71→皿1

2000．10．9 2000τOO9，C1 ”送り

2000，10．10 20001010．Gl ”送り

2000，10．11 20001011．B1 MRI

2000．10．12 20001012．B1 MRI

2000，10．13 20001013．B1 MRi

2000，11．5 20001105．C1 R送り戻り
2000．11．6 20001106．C1 R送り戻り

2000．11．27 20001127，C1 Y送り戻り、”戻り

2000，11．28 20001128．C1 Y送り戻り、M戻り

2000．12．4 20001204，C1 Y送り戻り、闇戻り

2000，12．25 20001225．C1 R戻り
2000．12．26 20001226．C1 R戻り
2001．1．4 20010104．C1 R送り
2001．1．5 20010105，C1 R送り
2001．1．6 20010106．C1 R送り
2001，1．22 20010122．C1 海洋検定

2001，1．23 20010123．C1 海洋検定

2001．1．24 20010124．C薯 海洋検定

2001．1．25 20010125．C1 海洋検定

2001，1．26 20010126．C1 海洋検定

2001．2．18 20010218．C1 愛知、埼玉

2001，2．19 20010219．C1 愛知、埼玉

2001，3．13 20010313．B1 陪RI

2001，3．18 20010318．B1 ”RI

2001，3．19 200篭0319、Bl 闇RI

2001．3．20 20010320．C1 R送り戻り
2001．3．21 20010321．C1 R送り戻り
2001．3．22 20010322．C1 海洋検定

2001．3．22 20010322．c2 海洋検定

2001，3．23 20010323．C1 海洋検定

2001．3．26 20010326．C1 海洋検定

2001．3．26 20010327．C1 海洋検定

2001，4．3 20010403．C1 YM送り

2001，4．4 20010404，C1 YM送り

2001．5．14 2GO10514．Bl 1▽1唖N2

2001．5．15 20010515．B1 四1→爪72

2001，5．16 20010516．B1 N1→四2

2001．5．21 20010521．B1 N1叫W2
2001，5．22 20010522．B1 1▽1→W2

2001．5．23 20010523．B1 1▽1→ハ72

2001，5．24 20010524．B1 四1→E72

2001，5．28 20010528，C1 YR戻り

2001，5．29 20010529．C1 YR戻り

2001．6．4 20010604．C1 R送り
2001，6．5 20010605．C1 R送り

2001，6．12 20010612．Bl 四1→V1『
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一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定
説

備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名
明 1ファイル礎換え1盤猷たファイ1レはK鮒く｝

2001．6．13 20010613．B1 N1一・V1

2001．6．14 20010614．B1 N1→V1
2001，6．18 20010618．B1 W1一・V1

2001，6．19 20010619．B1 W1→V1
2001，6．20 20010620．B1 IV1→V1
2001，6．21 20010621．B1 W1一→V1

2001．6．25 20010625．G1 海洋検定

2001．6．26 20010626．c1 海洋検定

2001．6．27 20010627．C1 海洋検定

2001，6．28 20010628．c1 海洋検定

2001．7．2 20010702．B1 検定装置特性稠査

2001，7．2 20010702．B2 検定装置特性調査
2001，7．3 20010702．B3 検定装置特性調査
2001．7．3 20010703．B1 検定装置特性調査
2001，7．4 20010703．B2 検定装置特性調査

2001．7．11 20010711．C1 納戻り

2001．7．12 20010712．C1 隅戻り

2001．7．16 20010716．B1 W1→W2
2001．7．17 20010717．B1 館1一・四2

2001．7．18 20010718．B1 1▽1一→四2

2001．7．23 20010723．B1 WI→W2
2001．7．23 20010724．B1 四1一・W2

2001，7．24 20010724．B2 W1→1▽2

2001，7．25 20010725．B1 N1叫四2

2001．フ．30 20010730．B1 ∬71－W2

2001．7．31 20010731．B1 W1→W2
2001．8．1 20010801．C1 YR送り

2001，8．2 20010802，C1 YR送り

2001，8．16 20010816，C1 YR戻り

2001．8．20 20010820．C1 YR戻り

2001．8．21 20010821．C1 YR戻り

2001．8．27 20010827．c1 海洋検定

2001，8．28 20010828．c1 海洋検定

2001，8．29 20010829，C1 海洋検定

2001．8．30 20010830．C1 海洋検定

2001，8．31 20010831，C1 海洋検定

2001．10．1 20011001．B1 W1一・W2

2001，10．2 20011002．B1 NP1一φW2

2001，10．3 20011003．B1 N1－IV2

2001．10．9 20011009．B1 ハ71→W2

2001．10．10 20011010．B1 W1→∬72

2001．10．16 20011016．B1 W1→四2

2001，10．17 200“017．B1 IV1鱒W2

2001，10．30 200芽1030．C1 闇送り

2001．10．31 20011031，C1 柵送り

2001，11．1 20011101．C1 YR送り

2001。11．6 20011106，C1 YR送り

2001，11．14 20011114．C1 海洋検定

2001，11．15 20011115，G1 海洋検定

2001．11．16 200川16．C1 海洋検定

2001，11．19 200川19．C1 海洋検定

2001．”．26 20011126．B1 酬R1

2001，11．27 20011127．B1 MRI

2001、“．28 200“128．B1 帖RI

2001．12．5 20011205．C1 脈戻り

2001，12．6 20011206．C1 駅戻り

2001，12．10 20011210．C1 海洋検定

2001．12．11 20011211。Cl 海洋検定

2001，12．12 20011212．B1
IV1鱒IV2－1、納一・四2－2

2001．12．17 20011217．B1 W1→W2－1、W1→W2－2
2001，12，で8 20011218．B1 IV1→N2－1、M噌∬12－2

2001，12．19 20011219．B1 W1噂W2－1、W1一∬12－2

2001、12．20 20011220．B1 M瞬四2－1、W1鱒W2－2
2001，12．20 20011221．B1 W1一レW2－1、四1噂W2－2

200准．12．21 20011222．B1 M－W2－1、M→W2－2
2001，12．25 20011225．B1 W1→W2－1、N1一・W2－2

2001．12．27 20011227，C1 海洋検定

2001．12．28 20011228，C1 海洋検定

2002．1．7 20020107，Bl M一・W2－1、M→ハ12－2

2002．1．8 20020108．B1 W1一・N2－1W1→W2－2
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一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用S ’rD検定 海　洋 関　係 その他の検定
説　　　　　明

備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 フアイル名
σアイ曙韻え：舘撒たファイルiよ翼鮒く）

2002．1．8 20020109，C1 Y戻り（W2一1で値付け）

2002．1．9 20020111．B1 M噂！▽2－1、W1噂1V2－2

2002，1．10 20020112。C1 Y戻り（∬12司で値付け）

2002，1．14 20020114．B1 W1鱒W2－1、M同W2－2

2002，1．15 20020115．B1 M圃W2－1、M噌W2－2
2002，1．16 20020116．B1 N1→N2－1、W1一ひW2－2

2002．1．17 2002011フ．B1 M噂W2－1、W1叫N2－2

2002．1．22 20020122．B1 M叫N2－1、M噂W2－2
2002，1．23 20020123．B1 W1一・W2一重．N1噂四2－2

2002．1．27 20020127．B1 M嚇N2－1、！V1一→W2－2

2002．1．28 20020128．B1 W1→四2－1、M噂四2－2

2002．1．29 20020129．B1 M一ゆ！▽2－1、M－N2－2

2002，1．30 20020130．B1 M一・∬12－1、IV1哨∬12”2

2002，1．31 20020131．C1 Y渓り（W2h2で比較）

2002，2．1 20020201，C， Y戻り（W2－2で比較）

2002．2．4 20020204．C1 海洋検定

2002．2．6 20020206．G1 海洋検定

2002．2．フ 20020207．C1 海洋検定

2002，2．11 20020211，C1 新R送り

2002，2．12 20020212．C1 新R送り

2002．2．13 20020213．C1 新R送り

2002．2．唱3 20020214．C1 新R送り

2002，2．14 20020215．B1 新R送り（爪月で測定）

2002．2．25 20020225，C1 愛知、埼玉

2002．2．26 20020226．C1 愛知、埼玉

2002，2．28 20020228．C1 愛知、埼玉

2002，2．28 20020228，C2 愛知、埼玉

2002．3．4 20020304．C1 海洋検定

2002，3．5 20020305．C1 海洋検定

2002．3．6 20020306、C1 海洋検定

2002，3．7 20020307，C1 海洋検定

2002．3．13 20020313，C1 R送り
2002．3．14 20020314．C1 R送り

2002、4．10 20020410．A1

2002，4．10 20020410．A2

2002．4．11 20020411，A1
2002．4．11 20020411．C1 YR送り・Y戻り

2002，4．12 20020412．A1

2002．4．12 20020412，Cl YR送り・Y戻り
2002．4．15 20020415．C1 YR送り・Y戻り
2002．4．16 20020416．C1 YR送り・Y戻り
2002，5．7 20020507．G1 海洋検定

2002．5．8 20020508．C1 海洋検定

2002．5．9 20020509。C1 海洋検定

2002，5．10 20020510．C1 海洋検定

2002．5．13 20020513．C1 脈送り

2002，5．14 20020514，C1 脈送り

2002．5．22 20020522，B1 W1－N2－2
2002．5．23 20020523．B1 1▽1一・W2－2

2002，5．24 20020524．B1 1▽1噂四2－2

2002，5．27 20020527．B1 W1噌W2－2
2002．5．28 20020528．B1

∬11一・1▽2－2

2002，5．29 20020529．B1 M叫N2－2
2002，5．30 20020530．B1 N1噂W2－2
2002，5．30 20020530．B2 W1一。wp2－2

2002．5．31 20020531．B1 四1一・W2－2

2002，6．3 20020603．B1 W1一・W2－2

2002．6．4 20020604．B1 M叫皿1、M鱒V1
2002．6．5 20020605．B1 W1噂皿1、W1噌V1
2002，6．6 20020606．B1 W1輔皿1、M一ゆV1
2002．6．7 20020607．B1 W1噂皿1、M一ゆV1
2002．6．8 20020608．B1 M一ゆ皿1、M一ゆV1
2002，6．10 20020610．B1 M・→皿1、W1雨V1
2002，6．11 20020611．B1 M噂皿1、W1噂V1
2002．6．12 20020612．B1 皿1噂W1、皿1雨V1
2002．6．13 20020613．B1 皿1噂四1、皿1→V1
2002．6．14 20020614．B1 皿1噌W1、皿1輔V1
2002，6．15 20020615．B1 皿1一ゆW1、皿1叫V1

2002，6．17 20020617．B1 皿1噌M、皿1鱒V1
2002．6．18 20020618．B1 皿1・→NP1皿1噂V1
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一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用STD検定 海　洋 関　係 その他の検定
説　　　　　明

備　　　考

検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 ツアイル名 検　定　日 フアイル名 （ファイ略搬え＝謎獣たフ7イ1しはX鮒く1

2002．6．19 酬RI

2002．6．19 閣RI

2002，6．20 麟RI

2GO2．6．21 MRI

2002．6．22 閑R1

2002，6．24 MRI

2002．6．25 ”RI

2002．6．25 V1圃瓜1、V量向M
2002．6．26 V1・→皿1、V1叫W1
2002，6．27 V1叫皿1．V1一ウW1
2002，6．28 V1一ゆ皿1、V1－M
2002．6．29 V1鱒皿1、V1叫M
2002，7．1 V1叫皿1、V1周1▽1
2002，7．2 V1→皿1．V1輔M

2002，7．2 20020702．B2 V1－W2－2
2002．7．3 20020703．B1 V1一・四2－2

2002，7．4 20020704．CI R送り
2002．7．5 20020フ05．C1 R送り

2002．7．9 20020709．B1 V1－N2－2
2002，7．10 200207蓄0，B1 V1一ウW2卿2

2002．7．11 20020711．B1 V1艸四2－2

2002．7．11 20020711．B2 皿1一・膵2－2

2002，7．12 20020712．B1 皿1叫W2－2

2002．7．15 20020フ15．B1 皿1一・膵2－2

2002．7．16 20020フ16．B1 皿1－W2－2

2002，フ．16 20020716．B2 皿1－W2－2

2002，7．17 20020717．B1 皿1嚇W2－2

2002．7．22 20020722，C1 継戻り

2002，7．23 20020723．C1 ㎜戻り

2002．8．1 20020801．B1 W1→W2－2
2002，8．2 20020802．B1 1▽1－W2－2

2002．8．5 20020805．B1 ∬月一ゆIV2－2

2002．8．6 20020806．B1 W↑→N2－2

2002，8．7 20020807．B1 四1一・W2噌2

2002，8．8 20020808．B1 ∬月圃W2－2

2002，8．12 20020812．B1 W1鱒NP2－2

2002，8．13 20020813，BI W1一レW2－2

2002，8．14 20020814．B1 ハ71鱒W2－2

2002，8．19 20020205，C1 海洋検定

2002，8．19 20020819，C1 海洋検定

2002．8．20 20020820．C1 海洋検定
2002，8．21 20020821，C1 海洋検定

2002．8．22 20020822，C1 海洋検定

2002，8．23 20020823，C1 海洋検定

2002．8．27 20020827．C1 YR送り

2002，8．28 20020828．C1 YR送り

2002，9．18 20020918．C1 新R送り

2002，9．19 20020919．C1 新R送り

2002，9．24 20020924．C1 YR戻り

2002．9．25 20020925．C1 YR戻り

2002，10．7 20021007．G1 酬送り

2002，10．8 20021008，C1 閉送り

2002．11．19 20021119．B1 ∬η一ゆW2－2

2002．11．20 20021120．B1 1▽1一レW2－2

2002．11．20 20021120．B2 W1噌W2－2
2002．11．21 20021121．B1 “月圃四2－2

2002．11．21 20021121．B2 W1→W2－2
2002，11．22 20021122．B1 W1噂NP2－2

2002．11．25 20021125．C1 R醗戻り・YR送り

2002，11．25 20021125，C2 R閑戻り・YR送り

2002．11．26 20021126．C1 R鰻戻り・YR送り

2002．11．26 20021126，C2 R鮒戻り・YR送り

2002，11．27 20021127．C1 R蘭戻り・服送り

2002．11．27 20021127，C2 臨戻り・YR送り

2002，11．28 20021128．C1 R閉戻り・YR送り

2002．12．3 20021203，C1 R旧戻り・m送り

2002，12．3 20021203．C2 R閉戻り・YR送り

2002．12．4 20021204．C1 R閑戻り・YR送り

2002．12．5 20021205，C1 朗戻り・YR送り

2002，12．6 20021206，C1 R納戻り・YR送り

鴎
惚
車
蹄
烈
灘
書
叢
玲

縷
畠
如

8
0
鼻



、
鴎
齢
卑
醤
源
灘
謝
叢
餅
　
黙
蒔
0
細
，
N
O
O
“

一次標準ガス自己検定 二次標準ガス検定 観測用S TD検定 海　洋 関　係 その他の検定 備　　　考

検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 検　定　日 ファイル名 検　定　日 フアイル名 説　　　　明 （ファイ’膚韻え：書額えたファイル醐鮒く）

2002．12．8 20021208，C1 R朋戻り・YR送り

2002．12．9 20021209．B1 W1－V1
2002，12．10 20021210．B1 IV1－V1
2002．12．11 20021211．B1 IV1→V1

2002．12．12 20021212．B1 W1一φV1
2002．12．12 20021212．B2 W1一ゆV1
2002．12．13 20021213．B1 W1→V1
2002．12．16 20021216．B1 W1→V1

2002．12．24 20021224．B1 ”RI

2002．12．24 20021224．B2 ”RI

2002，12．25 20021225．B1 隅RI

2002，12．25 20021225．B2 －MRI

2002，12．26 20021226．B1 捌RI

2002．12．26 20021226．B2 ”RI

2003．1．15 20030115．C1 Y送り？

2003，1．16 20030116．G1 Y送り？

2003．1．20 20030120．C1 海洋検定
2003．1．21 20030121．C1 海洋検定
2003．1．22 20030122，C1 海洋検定
2003，1．23 20030123，C1 海洋検定
2003．1．24 20030124．C1 海洋検定

2003，2．4 20030204，C1 埼玉・インドネシア

2003，2．5 20030205．C1 埼玉・インドネシア

2003．2．5 20030205．C2 埼玉・インドネシァ

2003，2．6 20030206．C1 埼玉・インドネシア

2003．2．6 20030206．C2 埼玉・インドネシァ

2003．2．7 20030207．C1 埼玉・インドネシァ
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